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一
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戸
長
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度
の
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と
戸
長
の
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務

一

戸
籍
区
と
戸
長

1

戸
籍
法
と
戸
長

2

広
域
化
の
伝
統

3

戸
長
の
職
務

二

名
主
制
度
廃
止
後
の
戸
長

-

名
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剛
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の
廃
止
と
そ
の
抵
抗

2

名
主
制
度
廃
止
後
の
戸
長
の
職
務

三

大
区
小
区
制
と
戸
長

1

大
区
小
区
制
の
実
態

(
-
)
大
区
小
区
を
設
置
し
た
事
例
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､
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一
)

(2
)
大
区
を
設
置
し
小
区
を
設
置
し
な
い
事
例
｡

(3
)
小
区
の
み
を
設
置
し
た
事
例
｡

2

区
長
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の
職
務
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完
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木
)
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男

3
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･
立
会
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･
総
代
の
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務

4
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方
民
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の
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限

5

戸
長
文
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の
規
定

6

大
区
小
区
別
へ
の
批
判
と
改
正

(-
)
政
府
内
で
の
批
判

(2
)
地
方
官
会
読

(3
)
各
区
町
村
金
穀
公
倍
共
布
物
取
扱
土
木
起
功
税
別

(以
上
､
そ
の
二
)

四

郡
区
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村
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別
法
と
戸
長

1234
五
節
二
草

郡
区
町
村
編
制
法
の
成
立
と
戸
長
の
職
務

大
区
小
区
か
ら
の
畜
類
引
継
と
戸
長
役
場
史
料
の
保
存

連
合
村
分
柾

･
合
併
運
動

連
合
戸
長
制
の
強
化

町
村
制
の
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布
と
沓
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引
継

戸
長
役
場
史
料
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造
と
形
態
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三
)
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一

戸
長
役
場
史
料
の
構
造

-

書
類
引
継
の
規
定

2

引
継
目
録
に
み
る
戸
長
役
場
史
料
の
構
造

2

現
存
史
料
に
み
る
戸
長
役
場
史
料
の
構
造

二

二

戸
長
役
場
史
料
の
形
態
･
様
式
の
変
化

123

お
わ
り
に

黒
印
か
ら
朱
印
へ

罫
紙
の
普
及
と
そ
の
変
化

｢恐
れ
乍
ら
｣
甘
言
の
消
減

第
二
葦

戸
長
役
場
史
料
の
構
造
と
形
態

一

戸
長
役
場
史
料
の
構
造

-

書
類
引
継
の
規
定

現
在
ま
で
伝
来
し
た
史
料
群
は
様
々
な
評
価
選
別
を
受
け
て
お
り
'
作
成

･
授
受
し
た
史
料
が
す
べ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
｡
戸
長
役
場
史
料
も
同
様
で
あ
り
､
現
存
す
る
史
料
群
だ
け
で
そ
の
構
造
を
検
討
し
て
も
廃
棄
さ
れ
た
史
料
を
含
ま
な
い
た
め
に
不
充

分
な
も
の
に
な
る
｡
本
章
で
は
当
時
の
戸
長
た
ち
が
意
識
し
て
保
存
し
ょ
う
と
し
た
戸
長
役
場
史
料
を
戸
長
役
場
史
料
引
継
目
録
な
ど
か

ら
明
ら
か
に
し
､
次
い
で
現
存
す
る
史
料
群
に
よ
っ
て
そ
の
実
態
を
解
明
し
た
い
｡
さ
ら
に
近
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
期
に
あ
た
る
戸
長

役
場
期
の
史
料
に
よ
っ
て
､
近
世
史
科
か
ら
近
代
史
料
へ
の
変
化
を
形
態
論
､
様
式
論
か
ら
解
明
し
た
い
｡

戸
長
役
場
史
料
は
戸
長
の
職
務
に
応
じ
て
作
成
さ
れ
た
の
で
､
戸
長
の
機
能
が
異
な
る
時
期
は
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
｡
し
か
し
'
戸

籍
区
制
､
大
区
小
区
制
､
郡
区
町
村
編
制
法
の
連
合
戸
長
制
､
明
治
十
七
年
の
改
正
後
と
大
き
く
四
期
に
分
類
で
き
る
が
'
時
期
に
よ
り

機
能
が
大
き
-
異
な
る
こ
と
は
な
い
｡
む
し
ろ
'
戸
長
の
管
轄
区
域
に
よ
る
機
能
の
変
化
が
大
き
い
｡
戸
籍
作
成
だ
け
を
担
当
し
た
戸
籍

区
の
戸
長
は
別
と
し
て
'
行
政
全
般
を
担
当
し
た
戸
籍
区
､
大
区

･
小
区
'
連
合
戸
長
制
期
の
連
合
村
な
ど
の
複
数
の
村
を
管
轄
す
る
広



域
区
と
､
近
世
以
来
の
単
独
村
を
管
轄
す
る
か
に
よ
っ
て
､
史
料
群
の
構
造
は
大
き
-
輿
な
る
｡
ま
た
'
戸
長
の
自
宅
を
役
場
に
す
る
か
､

独
立
し
た
役
場
庁
舎
で
執
務
す
る
か
に
よ
る
相
違
も
あ
る
｡
時
期
的
な
変
化
､
管
轄
区
域
に
よ
る
相
違
に
注
目
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
｡

全
国
的
に
統

一
し
た
戸
長
職
務
の
規
定
は
'
前
車
で
紹
介
し
た

一
八
七
八
年

(明
治
十

一
)
七
月
二
五
日
の
肘
鵜
官
職
制
中
の

｢戸
長

職
務
ノ
枕
目
｣
が
最
初
で
あ
り
､
戸
長
役
場
史
料
の
作
成

･
保
存
に
つ
い
て
も
こ
れ
が
韮
準
に
な
り
'
以
後
､
前
車
で
明
ら
か
に
し
た
よ

う
に
各
府
県
で
こ
れ
に
な
ら
っ
て
戸
長
の
職
務
を
規
定
し
た
｡
念
の
た
め
に

｢戸
長
職
務
ノ
柾
目
｣
の
規
定
を
再
録
し
て
お
く
｡

(A
)
｢第

一

(B
)
｢第
二

(C
)
｢第
三

(D
)
｢第
四

(E
)
｢第
五

(F
)
｢第
六

(G
)
｢節
七

(H
)
｢第
八

(Ⅰ
)
｢第
九

(-
)
｢第
十

(K
)
｢第
十

1

(L
)
｢第
十
二

(M
)
｢第
十
三

布
告
布
達
ヲ
町
村
内
二
示
ス
事
｣

地
租
及
諸
税
ヲ
取
越
メ
上
納
ス
ル
串
｣

戸
籍
ノ
靭
｣

徴
兵
下
調
ノ
串
｣

地
所
建
物
船
舶
質
入
審
人
並
二
売
買
こ
奥
書
加
印
ノ
事
｣

地
券
台
帳
ノ
串
｣

迷
子
捨
児
及
ヒ
行
路
病
人
変
死
人
共
他
事
変
ア
ル
ト
キ
ハ
警
察
署
二
報
知
ノ
部
｣

天
災
又
ハ
非
常
ノ
雄
二
遭
ヒ
日
下
窮
迫
ノ
者
ヲ
具
状
ス
ル
事
｣

孝
子
節
婦
其
他
旅
行
ノ
者
ヲ
具
状
ス
ル
串
｣

町
村
ノ
幼
虫
就
学
勧
誘
ノ
邸
｣

町
村
内
ノ
人
民
ノ
印
影
砕
ヲ
整
置
ス
ル
鮮
｣

諸
帳
簿
保
存
管
守
ノ
事
｣

官
費
府
県
資
こ
係
ル
河
港
道
路
堤
防
橋
梁
其
他
修
繕
保
存
ス
ヘ
キ
物
こ
就
キ
利
害
ヲ
具
状
ス
ル
部
｣

戸
枝
役
場
史
料
論

(四
､
完
)

(丑
木
)
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四

(N
)
｢右
ノ
外
府
知
事
県
令
又
ハ
郡
区
長
ヨ
リ
命
ス
ル
所
ノ
事
務
ハ
規
則
又
ハ
命
令
二
依
テ
従
事
ス
ヘ
キ
事
｣

最
初
に
各
府
県
で
定
め
た
書
類
引
継
の
規
定
を
検
討
す
る
｡
廃
止
し
た
旧
庄
屋
そ
の
ほ
か
村
役
人
か
ら
新
た
に
設
置
し
た
正
副
戸
長
へ

(-
)

｢郷
村
諸
帳
面
ヲ
始
メ
御
用
書
類
旧
庄
屋
等
二
於
テ
無
遺
漏
取
組
メ
､
速
こ
長
副
へ
引
渡
可
有
之
侯
｣
と
､
旧
名
主
か
ら
戸
長
へ
速
や
か

な
郷
村
諸
帳
面
の
引
き
渡
し
を
命
じ
た
肘
県
が
多
い
｡

目
録
作
成
を
指
示
し
た
府
県
も
多
く
'
茨
城
県
で
は
廃
止
さ
れ
た
戸
長

･
名
主
等
か
ら
区
戸
長
へ
書
類
を
日
録
を
添
え
て
引
き
継
ぐ
こ

と
を
達
し
'
戸
長
は

｢諸
帳
簿
其
外
諸
書
類
ハ
退
役
ノ
節
遺
漏
ナ
ク
後
役
へ
相
渡
ス
ヘ
シ
後
役
ハ
受
取
侯
書
類
ヲ
書
取
り
区
長
へ
可
届
出

(2
)

事
｣
と
書
類
引
き
継
ぎ
を
義
務
づ
け
た
が
､
引
継
史
料
の
内
容
の
規
定
は
な
い
｡

和
歌
山
県
で
は
町
村
所
有
の
記
録
史
料
の
保
存
を
厳
重
に
す
る
た
め
に

｢各
町
村
所
有
記
録
文
書
類
保
存
方
心
得
条
件
｣
を
逢
し
た
｡

(3
)

日
録
二
通
を
作
成
し
て
町
村
と
郡
役
所
と
に
備
え
さ
せ
､
私
有
の
文
書
も
施
政
上
必
要
な
も
の
は
日
録
を
作
成
さ
せ
た
｡
戸
長
事
務
受
渡

規
則
で
は

｢戸
長
役
場
二
保
管
ス
ル
一
切
ノ
記
録
図
書
類
及
諸
器
具
類
ハ
稔
テ
明
細
ナ
ル
目
録
ヲ
以
テ
之
ヲ
引
渡
ス
ヘ
シ
｣
と
'
日
録
作

(4
)

成
の
う
え
引
き
渡
す
こ
と
を
指
示
し
た

｡

(5
)

神
奈
川
県
で
も
書
類
日
録
を
添
え
て
引
き
継
ぐ
こ
と
を
指
示
し
た
｡

千
葉
県
で
は
'
｢文
書
記
録
ハ
経
年
ノ
後
其
事
ヲ
徴
シ
其
物
ヲ
証
ス
ル
至
要
ノ
モ
ノ
タ
レ
ハ
之
ヲ
保
存
ス
ル
最
モ
注
意
ス
へ
キ
モ
ノ
ト

ス
故
二
古
文
書
ハ
勿
論
新
記
録
ノ
簿
冊
片
紙
モ
後
証
ヲ
要
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
管
守
シ
テ
散
逸
セ
シ
ム
へ
カ
ラ
ス
｣
と
､
評
価
選
別
を
実
施
し

(6
)

な
い
で
片
紙
に
い
た
る
ま
で
保
存
す
る
こ
と
を
勧
め
'
評
価
選
別
の
基
準
を
示
す
こ
と
も
な
か
っ
た
｡

引
き
継
ぐ
べ
き
史
料
を
指
定
し
た
府
県
も
あ
る
｡

山
形
県
で
は
七
三
年
九
月
に
町
村
の
戸
長
交
代
時
の
帳
簿
受
渡
を
定
め
､
引
継
史
料
と
し
て
名
主
史
料
の
う
ち
土
地
'
年
貢
'
人
別
'

(7
)

村
入
用
関
係
史
料
と
'
｢御
用
書
留
帳
｣
､
戸
籍
'
地
券
を
挙
げ
た
｡



山
梨
県
で
は
七
三
年

1
0
月
に
戸
長
事
務
受
渡
規
則
を
制
定
し
､
戸
長
交
代
時
に
目
録
と
照
合
し
て
受
け
渡
す
こ
と
と
し
､
引
継
史
料

と
し
て
名
主
史
料
の
う
ち
､
検
地
帳
､
名
寄
帳
､
村
明
細
帳
'
人
別
帳
の
ほ
か
､
戸
長
史
料
と
し
て
布
告
､
伺

･
指
令
'
鑑
札
税
取
立
な

(8
)

ど
の
租
税
お
よ
び
戸
籍
､
徴
兵
'
地
所
質
入
番
人
売
渡
割
印
帳
'
地
券
､
学
校
'
民
狩
､
敬
啓
留
､
諸
約
定
証
番
を
挙
げ
た

｡

宮
城
県
で
は
区
戸
長
の
引
き
渡
す
べ
き
必
用
の
書
目
と
し
て
五
二
種
類
を
挙
げ
た
｡
名
主
史
料
の
検
地
帳
､
年
貢
皆
済
目
録
な
ど
の
ほ

か
'
布
告
､
願
書

･
伺

･
指
令
'
租
税
'
戸
籍
､
徴
兵
､
質
入
番
人
'
地
券
､
土
地
'
治
安
､
学
校
'
印
鑑
帳
､
普
請
'
民
放
､
吏
員
簿
'

(9
)

社
寺
､
鉱
山
､
用
水
な
ど
の
戸
長
史
料
で
あ
る
｡

茨
城
県
で
は
七
七
年
九
月
に
事
務
受
渡
手
続
を
定
め
'
区
戸
長
の
交
代
時
に
目
録
を
添
え
て
引
き
継
ぐ
こ
と
を
指
示
し
た
｡
そ
れ
に
よ

る
と
'
名
主
史
料
の
う
ち
土
地
､
年
貢
の
ほ
か
'
布
告
'
願
番
伺
届
､
租
税
'
戸
結
､
徴
兵
'
質
入
番
人
'
地
租
改
正
'
土
地
､
棄
児
迷

子
取
扱
留
'
治
安
､
学
校
､
印
鑑
帳
'
普
請
､
戸
長
等
給
料
渡
帳
､
会
計
､
社
寺
の
戸
長
史
料
を
挙
げ
た
｡
村
市
長
の
手
元
へ
領
位
す
べ

き
書
類
と
し
て
戸
籍
､
会
計
､
官
命
､
願
伺
届
な
ど
を
挙
げ
､
沓
朝
を
分
概
し
て
編
恭
し
､
散
逸
さ
せ
な
い
で
後
任
に
引
き
継
ぐ
よ
う
に

(10
)

注
意
を
喚
起
し
た
｡

神
奈
川
県
で
は
七
七
年
五
月
に
区
戸
長
事
務
受
渡
規
則
を
定
め
'
区
戸
長
交
代
時
に
区
務
所

･
扱
所
に
属
す
る
沖
冊
図
番
等

1
切
の
公

(‖
)

文
沓
及
備
用
器
具
に
至
る
ま
で
引
き
渡
す
こ
と
を
指
示
し
､
特
に
布
告
布
達
'
租
税
､
民
放
'
戸
籍
､
徴
兵
関
係
史
科
を
挙
げ
た
.

京
都
府
で
は
七
七
年
に
区
戸
長
交
代
時
に
日
録
を
揺
え
て
引
き
継
ぐ
必
用
の
書
目
と
し
て
､
戸
籍
､
布
告
､
伺
願
届
指
令
､
土
地
､
地

(12
)

券
､
租
税
､
学
校
'
徴
兵
､
社
寺
'
治
安
､
鉱
山
､
用
水
､
普
請
､
吏
月
､
会
計
の
史
料
を
挙
げ
た
｡

各
府
県
で
指
示
し
た
戸
長
役
場
の
引
継
史
料
と
し
て
共
通
し
て
い
る
の
は
'
布
告
､
願
沓

･
伺

･
指
令
､
戸
籍
'
地
券
で
あ
り
'
そ
の

は
か
名
主
史
料
の
土
地
'
年
貢
の
ほ
か
'
土
地
､
地
租
改
正
'
質
入
番
人
'
租
税
'
民
放
'
徽
兵
'
学
校
'
社
寺
'
治
安
'
会
計
の
戸
長

史
料
が
多
く
,
吏
月
経
､
印
鑑
帳
､
鉱
山
､
用
水
･
普
請
関
係
史
科
な
ど
も
争
.曾

戸
長
制
度
が
短
期
間
で
あ
り
､
制
度
の
改
変
が
放
し

戸
長
役
場
史
料
論

(四
'
完
)

(丑
木
)

五
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六

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
'
保
存
年
限
に
つ
い
て
の
規
定
は
な
い
｡

相
か
ら
小
区
へ
は
村
の
史
料
全
部
で
は
な
く
選
別
し
て
引
き
継
が
せ
た
｡

(13
)

京
都
府
で
は
八

一
年
六
月

一
〇
日
に
次
の
と
お
り
郡
区
町
村
記
録
保
存
心
得
を
定
め
た
｡

記
録
文
書
ノ
儀
ハ
厳
重
保
存
ス
ヘ
キ
ハ
勿
論
こ
候
処
素
乱
散
侠
又
ハ
水
火
ノ
災
こ
握
り
侯
テ
ハ
他
日
ノ
引
証
考
拠
ヲ
失
ヒ
不
都
合
二

付
右
保
存
心
得
左
之
通
相
定
侯
粂
此
旨
相
違
候
事

(略
)

郡
区
町
村
記
録
保
存
心
得

第

1
粂

郡
区
村
役
所
及
各
町
村
公
有
ノ
諸
記
録
図
書

棚
棚
舘

比
類
ハ
総
テ
日
録
ヲ
製
シ
本
書
卜
目
録
ト
こ
番
号
ヲ
付
記
ス
ヘ
シ

然
シ
テ
郡
区
長
戸
長
転
免
等
ノ
節
ハ
事
務
受
渡
規
則
二
依
り
之
ヲ
受
渡
ス
ヘ
シ

(略
)

第
四
条

各
町
村
公
有
記
録
ノ
中
若
シ
戸
長
二
引
継
カ
ス
其
町
村
こ
於
テ
別
二
保
存
ス
ル
者
ア
レ
ハ
l
旦
目
録
ヲ
涼
へ
戸
長
二
引
継

キ
戸
長
ハ
更
こ
之
ヲ
其
町
村
二
保
存
セ
シ
メ
其
証
ヲ
取
置
キ
転
免
ノ
節
ハ
其
他
ノ
記
録
同
様
該
証
書
ヲ
引
継
ク
へ
シ

第
五
条

私
有
之
記
録
卜
雄
モ
后
来
其
町
村
ノ
考
証
ト
モ
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
漸
次
謄
写
ノ
上
戸
長
役
場
こ
備
置
ク
可
シ
若
シ
所
有
者

ヨ
リ
該
書
冊
ヲ
納
付
ス
ル
モ
ノ
ア
レ
ハ
其
時
々
価
額
等
取
調
詳
細
ヲ
具
,ン
届
出
へ
シ

第
四
条
で
日
録
作
成
を
指
示
し
'
町
村
公
有
史
料
を
選
別
し
て
一
部
は
広
域
村
の
戸
長
へ
引
き
継
ぎ
､
残
り
は
町
村
で
保
存
し
戸
長
に

引
き
継
が
な
い
史
料
の
目
録
を
提
出
さ
せ
た
｡

和
歌
山
県
で
は

｢数
町
村
聯
合
ノ
分
ハ
帳
簿
其
他
ノ
書
類
共
総
テ
混
雑
ナ
キ
ヲ
要
シ
毎
町
村
格
別
二
調
成
ス
ベ
シ
｣
と
'
連
合
戸
長
の

(14
)

場
合
は
管
轄
す
る
町
村
の
書
類
は
町
村
ご
と
に
区
分
し
て
保
存
さ
せ
た
｡

八
二
年
四
月
の
大
阪
府
郡
区
戸
長
事
務
引
継
規
則
に
よ
れ
ば
'
｢町
村
ノ
戸
数

･
人
月

･
広
狭

･
反
別
等
'
緊
要
ノ
件
々
ハ
明
記
シ
テ

引
渡
ス
ベ
シ
｣
と
し
'
国
税

･
地
方
税
'
協
議
費
明
細
帳
'
役
場
費
な
ど
の
府
庁
か
ら
の
下
渡
金
な
ど
の
収
入
支
出
仕
訳
書
､
町
村
共
有



地

･
金
穀

･
物
品
明
細
帳
､
公
立
学
校
明
細
帳
'
戸
籍
､
地
捨
'
金
銭
受
払
簿
の
台
帳
'
会
計
な
ど
の
指
定
し
た
史
料
を
町
村
か
ら
郡
区

(15
)

長
へ
日
録
と
と
も
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
指
示
し
た
｡

(
t6

)

千
葉
県
で
は
廃
止
し
た
小
区
か
ら
町
村
へ
の
酋
獅
引
継
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
適
し
た
o

元
小
区
扱
所
帳
簿
井
器
械
等
引
継
方
取
扱
手
続
左
之
通
可
相
心
得
此
旨
相
通
仮
封

乙
第
二
百
四
十
七
号

引
継
書
類
取
扱
手
続

1
元
小
区
扱
所
二
備
有
之
帳
簿
ノ
内
小
区
内
二
捗
り
連
結
雑
入
ス
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
分
裂
シ
テ
各
町
村
戸
長
へ
杜
引
継
沓
斬

誤

配

諸

謂

淵
詣

詣

錯

謂

'=
誼

<(｡誌

ル
誹

讐

莞

絹
柑

ハ
1
旦
元
小
区
内
こ
係
ル
町
村
戸
長
こ
於
テ
受
取
ノ
上
石
戸
長
申
合
井
原
帳

ハ
一
役
場
こ
備
置
外
戸
長
ハ
謄
写
ノ
上
各
役
場
こ
備
置
照
査
ノ
用
こ
供
ス
ヘ
ク
其
原
帳
二
参
照
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ハ
原
帳

備
置
ノ
役
場
こ
テ
照
査
証
致
'久
へ
シ

(略
)

小
区
の
書
類
は
町
村
ご
と
に
分
割
し
て
引
き
継
ぎ
､
分
割
不
可
能
な
も
の
は
特
定
の
一
町
村
で
保
存
し
､
そ
れ
以
外
の
町
村
は
必
要
な

部
分
を
謄
写
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
｡

以
上
検
討
し
た
よ
う
に
'
府
県
の
規
定
に
よ
れ
ば
'
名
主
か
ら
戸
長
へ
日
録
を
添
え
て
史
料
を
引
き
継
が
せ
た
｡
す
べ
て
の
史
料
と
し

た
県
も
あ
る
が
､
引
き
継
ぐ
べ
き
史
料
を
指
定
し
て
評
価
選
別
を
し
て
引
き
継
ぐ
と
し
た
県
が
多
い
｡
戸
括
区
'
大
区
小
区
制
､
述
合
戸

∫

長
制
と
､
近
世
以
来
の
町
村
と
広
域
区
と
.の
複
合
制
度
が
形
成
さ
れ
る
と
'
広
域
を
管
轄
す
る
区
戸
長
と
町
村
の
保
存
史
料
と
は
分
維
し
､

大
区
史
料
､
小
区
史
料
'
連
合
戸
長
史
料
と
町
村
史
料
と
が
形
成
さ
れ
た
｡
そ
の
場
合
町
村
史
料
の
目
録
を
大
区
小
区
の
区
戸
長
に
提
出

し
､
区
戸
長
が
必
要
な
も
の
を
謄
写
さ
せ
た
府
県
も
あ
る
｡
大
区
小
区
制
が
廃
止
さ
れ
る
と
､
区
戸
長
史
料
は
ふ
た
た
び
分
割
し
て
管
下

の
町
村

へ
返
戻
し
て
保
存
し
た
｡

戸
長
役
場
史
料
論

(E
l'
完
)

(丑
木
)



史
料
館
研
究
紀
要
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二
八
号

2

引
継
目
鎖
に
み
る
戸
長
役
場
史
料
の
構
造

八

筑
摩
県
で
は
小
区
単
位
に
町
村
合
併
を
進
め
た
が
'

1
八
七

1
年
に
筑
摩
県
の
管
轄
に
入
っ
た
飛
騨
国
の
村
々
は
七
三
年
に
二
五
大
区

か
ら
三
〇
大
区
ま
で
'
計
六
大
区

一
六
小
区
に
編
成
さ
れ
'
七
五
年

一
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
町
村
合
併
し
､
三
九
六
村
が
二
二
町
村
に

統
合
さ
れ
た
｡
そ
れ
に
伴
っ
て
一
八
七
四
年
か
ら
七
五
年
に
か
け
て
旧
村
か
ら
新
町
村
へ
書
類
が
引
き
継
が
れ
'
七
五
年
の
町
村
合
併
前

(17
)

後
に
管
下
村
々
か
ら
筑
摩
県
へ
届
け
出
た

｢諸
帳
簿
目
録
｣
が
あ
る
｡
ほ
ぼ

一
国
規
模
で
戸
長
役
場
史
料
が
概
観
で
き
る
貴
重
な
事
例
で

あ
る
｡
そ
の
う
ち
合
併
直
前
の
一
八
七
五
年

一
月
に
飛
騨
国
か
ら
提
出
さ
れ
た
目
録
二
二
八
冊
を
検
討
し
た

(表
1
)0

そ
の
書
式
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

諸
帳
簿
日
録

二
戸
籍
帳

一
村
吏
印
鑑
帳

一
貫
属
録
明
細
帳

一
社
寺
半
租
明
細
帳

一
顧
伺
届
井
指
令
留

一
氏
神
祭
畜
類

一
御
布
告
留

一
学
校
書
類
綴
込

吉
城
郡
瓜
巣
村

宗
門
人
別
帳

新
規

新 御 新 新
規 廻 規 規
状
写

壱 壱 壱 壱 同 無 壱 壱
冊 冊 冊 冊 断 之 .冊 冊



一
徴
兵
取
調
帳

一
村
内
貿
罰
留

一
租
税
上
納
仕
訳
帳

(中

略
)

一
束
新
田
水
帳

一
年
貢
割
付

1
皆
済
目
録

一
小
手
形

一
箪
笥

同
断
同
断

年
々
上
納
仕
訳

壱

冊
壱
冊
壱
冊

壱
冊

拾
五
本

拾
五
本

三
枚

壱

本

右
之
通
引
渡
課
目
書
取
ヲ
以
具
状
仕
候
処
相
違
無
御
座
候
以
上

明
治
八
年

一
月
廿
三
日

右
刷
戸
長
桑
原
権
三
郎
印

筑
摩
県
権
令

永
山
盛
輝
殿

筑
摩
県
の
指
示
に
基
づ
い
て
町
村
合
併
直
前
に
各
村
の
所
有
す
る
史
料
を
届
け
出
た
も
の
で
あ
り
､
県
が
指
示
し
た
古
式
で
統

一
し
て

あ
り
､
比
較
に
は
便
利
で
あ
る
が
'
指
示
し
た
以
外
の
項
目
の
記
載
は
な
い
た
め
､
各
村
で
所
有
し
た
史
料
の
全
貌
を
示
し
て
い
る
と
は

い
え
な
い
｡
｢御
布
告
留
｣
を

｢御
廻
状
写
｣
の
よ
う
に
県
の
指
示
す
る
史
料
を
各
村
の
所
有
す
る
史
料
に
読
み
替
え
て
届
け
出
て
い
る
｡

読
み
替
え
は
各
村
の
判
断
で
行
っ
た
よ
う
で
あ
-
､
｢
一
人
別
租
税
明
細
帳
｣
を

｢御
取
米
帳
｣
と
し
た
村
も
あ
-

｢年
貢
元
帳
｣
と
し

戸
長
役
場
史
料
論

(四
､
完
)

(丑
木
)

九



表1 筑摩県飛騨国村々引継日銀

村 数 点 数 1相 当
点 数有 新規 無

他相にあり戸籍帳 134 51 3 0 209 0.67.20_00_00_20_10.41_50.30.10.01_00.61.20.20_00.00.10_20ー02_3p1.40.71.91ー40ー30.00.30ー40ー40-10.8.0_00.00_20.00.00.010_10.3 ,0ー10.1.

0.71.241.6宗門人別帳 183

53 'o 0'2.498村吏印鑑帳 12 152 p61 6 I
13貰属S講明細帳 0 3 150

63 0社寺半ラ阻明細帳 ll 38
. 124 50 87願伺届井指令留 22 156 54 5 27

氏神黙雷三桁 65 120 51 1
144御布告留 119 106 3

0 4 537学校西方i綴込
61 154 19 2 104徴兵】収調帳 24 148 56 5 35

村内賞罰留 8 150 60 5
8租税上納仕訳帳 118 157 5 0 332諸上納金米取詞帳 61 157 14 13 203

村 費元払帳 82 183 18 0
409諸 費言汚1枚綴込 34 160

46 0 6̀5事務 日記 8 156
62 1 7村内評言義留 .

8 154 56 4 8.金穀元払
帳 10 147 54 15 35村 空き明細表綴込 33 152 51 2 5

6村吏交代演説畜綴込 9 -147 59
7 12検地帳 224 78

0 0 796一人別持地反別帳
187 72 12 6 495一人別∃阻税明春田帳 168 105 9

1 256年 々租税取調帳 163
154 7 1 674年 々上納割賦帳 170 88 ll 12 5

01内見帳控 46 20 115
45 101石代相場昏 7 11

3 56 47 9地券一筆限帳 58 142 54 0 114地引帳壬空 82 164
33 0 145地引絵図 81 169 32 1 135

公有地反別帳 22 175 55 4
41!是防営繕帳 63 78

92 24 293新開鍬ー下年季帳 2
10 147 61 2鉱山ヶ所付帳 3
22 129 62 4村鑑

34 139 59 2 59閉殻
帳 6 114 44 58 15村 内職員名南幌 7 15

1 67 3 8差紙帳 12 149 6
1 3 12牛馬取調帳 39 136 57 0 ･

45戸籍月括届留 67 150 30 12 120官林田 39 163
41 2 51村吏交代引渡 日金読経込 22 133 57 4 29

皇太神宮御初穂帳15



た
村
も
あ
り
'
｢村
鑑
｣
を

｢新
規
｣
と
し
た
村
も
あ
り
'
｢村
明
細
帳
｣
と
読
み
替
え
た
村
も
あ
り
､
多
少
異
な
る
｡
ま
た
､
｢新
規
｣

と
し
た
史
料
の
点
数
を
記
載
し
た
村
も
あ
る
が
､
点
数
を
記
載
し
な
い
村
が
多
い
の
で
､
狐
計
に
あ
た
っ
て
は

｢新
規
｣
の
点
数
は
省
略

し
た
｡

ま
た
､
吉
城
郡
の
数
か
村
で
1
冊
の

｢引
渡
課
目
｣
を
作
成
し
た
の
は
'
①
角
川
村

(村
高
四
1
九
石
)

･
小
無
雁
村

(四
l
石
)

･

中
沢
上
村

(二
七

･
二
石
)

･
ニ
ッ
屋
柑

(九
石
)
'
②
塩
屋
柑

(六
三
石
)

･
山
之
山
村

(四
石
)

･
中
沢
上
村

(二
七

二

石
)
'
③

丸
山
村

(三
三
石
)

･
巣
之
内
村

(二
四
石
)
'
④
岸
奥
村

二

七
石
)

･
林
村

(六

一
石
)

･
野
首
相

(三
三
石
)

･
牧
戸
村

(三
二

石
)､
⑤
稲
越
村

(
一
九
六
石
)

･
大
木
柑

(
〓

一石
)

･
芦
谷
村

(
1
三
石
)､
⑥
新
名
村

(四
一
石
)

･
上
ケ
島
村

二

八
石
)

･
有

家
林
村

二

七
石
)

･
保
木
村

(二
八
石
)
な
ど
で
あ
り
､
村
高
か
ら
み
る
と
零
細
な
村
で
あ
り
'
述
合
し
て
村
務
を
処
理
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
0
小
区
全
体
で
は
な
-
'
江
戸
時
代
以
来
の
村
が
謂
帳
枠
を
所
有
す
る
主
体
で
あ
っ
た
.
た
だ
し
､
そ
の
村
の
史
料
を
他
村
で

所
有
す
る
事
例
も
あ
り
､
野
口
村
の
宗
門
人
別
帳
が
杉
崎
村
に
あ
り
'
村
山
村
の
御
布
告
留
が
金
稲
村
に
あ
る
が
､
そ
れ
以
外
の
帳
沖
は

野
口
村

･
村
山
村
に
あ
る
の
で
特
殊
な
関
係
で
隣
村
で
所
有
し
た
と
思
わ
れ
る
｡
ま
た
､
数
か
村
で
迎
合
し
て
学
校
を
設
立
し
た
た
め
､

学
校
書
類
綴
込
が
他
村
で
所
有
す
る
の
が

1
七
か
村
に
あ
っ
た
｡

.

こ
の
史
料
は
飛
騨

一
国
の
柑
々
の
史
料
の
所
有
状
況
を
よ
く
示
し
て
い
る
｡
そ
れ
に
よ
り
次
の
点
が
明
ら
か
に
な
る
｡

第

1
点
は
筑
摩
県
が
保
存
す
べ
き
も
の
と
認
識
し
た
戸
長
史
料
の
構
造
が
分
か
る
.
明
治
政
府
の
進
め
る
諸
改
革
郎
業
に
応
じ
た
史
料

と
し
て
､
戸
結
'
地
租
改
正
'
徴
兵
'
学
校
'
租
税
徴
収
'
お
よ
び
そ
の
基
礎
と
な
る
土
地
関
係
が
あ
り
'
恥
業
の
進
展
に
応
じ
て
'
戸

籍
な
ど
の
よ
う
に
す
で
に
作
成
し
て
あ
る
も
の
'
徴
兵
の
よ
う
に
新
た
に
作
成
す
る
も
の
に
分
か
れ
る
｡
そ
の
ほ
か
､
村
史
印
鑑
帳
'
村

内
職
員
名
面
帳
､
村
吏
交
代
引
渡
日
録
綴
込
な
ど
､
村
政
担
当
者
お
よ
び
そ
の
事
務
執
行
の
盤
価
を
求
め
､
新
規
に
史
料
を
作
成
さ
せ
た
｡

村
の
実
態
を
把
握
す
る

｢村
鑑
｣
は

｢村
明
細
帳
｣
を
読
み
替
え
た
村
も
あ
っ
た
が
､
｢新
規
｣
と
し
た
村
が
多
く
､
新
た
な
株
式
で
作

戸
長
役
場
史
料
論

(四
'
完
)

(丑
木
)

1
1



史
料
蝕
研
究
紀
要

節
二
八
号

1
二

成
さ
せ
た
の
で
あ
る
｡
ま
た
'
｢新
開
鍬
下
年
季
帳
｣
｢鉱
山
ヶ
所
付
帳
｣
は
新
田
､
鉱
山
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
が
'
飛

騨
国
で
は
稀
少
で
あ
っ
た
｡
｢囲
穀
帳
｣
も
少
な
い
｡
県
が
期
待
し
た
戸
長
役
場
史
料
の
構
造
は
､
県
行
政
を
推
進
す
る
県
庁
の
租
税
に

応
じ
て
作
成

･
管
理
さ
れ
る
県
庁
文
書
の
構
成
に
照
応
す
る
｡
七
六
年
五
月
に
筑
摩
県
か
ら
岐
阜
県
へ
管
轄
を
変
え
た
高
山
支
庁
の
引
継

目
録
に
一
八
三
件
の
史
料
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
'
村
に
関
わ
る
史
料
と
し
て

｢区
戸
長
印
鑑
帳
｣
｢学
校
書
類
綴
込
｣
｢徴
兵
書
類
綴
込
｣

｢村
方
よ
り
請
願
留
｣
｢租
税
収
納
帳
｣
｢内
見
帳
｣
な
ど
､
戸
長
役
場
に
備
え
さ
せ
た
の
と
同
名
の
史
料
が
多
い
｡

第
二
点
は
'
名
主
史
料
に
代
わ
っ
て
新
た
な
戸
長
役
場
史
料
の
編
成
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
｡
県
の
指
示
は
相
の
史
料
を
調
査
し

て
届
け
出
る
だ
け
で
あ
る
が
､
こ
う
し
た
項
目
が
指
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
町
村
は
保
存
す
べ
き
史
料
を
そ
れ
に
な
ら
っ
て
整
理
す
る
よ

う
に
な
っ
た
｡
全
国
的
な
史
料
整
理
の
指
示
で
は
な
-
､
県
独
自
の
も
の
で
あ
る
が
'
筑
摩
県
管
下
で
は
こ
の
指
示
に
従
っ
て
戸
長
役
場

史
料
の
保
存

･
整
理
の
統

一
化
を
次
の
と
お
り
進
め
た
の
で
あ
る
｡

従
来
か
ら
作
成
し
､

1
村
あ
た
り

1
冊
以
上
保
存
し
て
い
る
戸
結
帳

(宗
門
人
別
帳
)､
布
告
留

(廻
状
留
)'
租
税
上
納
仕
訳
帳
'
村

費
元
私
帳

(万
雑
帳
)
'

一
人
別
持
地
反
別
帳

(名
寄
帳
)
'
年
々
租
税
取
調
帳

(年
貢
取
立
帳
)､
年
々
上
納
割
斌
帳

(年
貢
割
合
帳
)

な
ど
と
と
も
に
'
新
規
作
成
が
多
い
村
吏
印
鑑
帳
､
願
何
届
井
指
令
留
'
徴
兵
取
調
帳
'
事
務
日
記
'
村
吏
交
代
演
説
書
綴
込
'
地
券

一

筆
限
帳
'
公
有
地
反
別
帳
､
官
林
帳
'
差
紙
帳
'
牛
馬
取
調
帳
な
ど
の
新
た
な
史
料
を
画

一
的
に
作
成
'
整
備
し
は
じ
め
た
｡

第
三
点
は
近
世
史
料
の
戸
長
役
場
期
に
お
け
る
保
存
状
態
が
分
か
る
｡
筑
摩
県
は
近
世
史
料
の
う
ち
検
地
帳
､
年
貢
割
付
状
､
皆
済
目

録
を
重
要
と
見
な
し
'
そ
れ
だ
け
を
挙
例
し
た
た
め
に
そ
れ
以
外
の
近
世
史
科
の
保
存
状
態
は
不
明
で
あ
る
が
'
二
二
人
件
中
二
二
四
件

に
記
載
が
あ
る
検
地
帳
と
皆
済
目
録
の
所
有
が
も
っ
と
も
多
く
､
村
に
と
っ
て
も
こ
の
二
つ
の
史
料
が
重
要
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
｡
検

地
帳
は

一
村
平
均
二
冊
で
あ
る
が
､
年
貢
割
付
状
は
四
一
通
､
皆
済
目
録
は
四
七
通
を
所
有
し
て
お
り
'
過
去
数
年
間
分
で
は
な
く
永
年

分
を
保
存
し
て
い
た
と
い
え
る
｡
そ
れ
に
対
し
て
宗
門
人
別
帳
は

一
村
で
二
六
七
冊
を
所
有
し
て
い
る
村
が
あ
り
'
そ
れ
を
除
外
す
る
と



一
村
平
均
六
冊
で
あ
り
'
現
用
文
書
以
外
の
古
い
人
別
帳
は
引
き
継
が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
｡
そ
れ
以
外
に
注
目
さ
れ
る
の
は

｢皇
大

神
宮
御
初
穂
帳
｣
が

1
五
四
件
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
､
多
-
の
村
で
保
存
L
t
伊
勢
神
宮
の
初
稔
の
取
-
扱
い
は
公
的
に
戸
長
の

機
能
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
.

上
野
国
の
名
主
史
料
の
引
継
日
録
に
よ
る
と
､
検
地
帳
は
ほ
と
ん
ど
全
部
の
村
で
引
き
継
ぎ
､
宗
門
人
別
帳
は
半
数
が
引
き
継
ぐ
が
､

(t8
)

一
冊
だ
け
の
村
が
多
-
､
年
工只
割
付
状
は
三
割
､
皆
済
日
録
は

一
割
の
村
で
引
き
継
い
だ
と
い
う

｡

飛
騨
国
の
串
例
で
は
戸
長
役
場
期
ま

で
に
引
き
継
い
だ
名
主
史
料
の
う
ち
'
検
地
帳
は
ほ
ほ
全
村
で
引
き
継
い
だ
点
は
上
野
国
の
邸
例
と
共
通
す
る
が
､
宗
門
人
別
帳
は
八
割

以
上
の
村
で
引
き
継
が
れ
､
冊
数
も
多
い
点
は
異
な
り
､
な
か
で
も
年
貢
割
付
状

･
皆
済
目
録
が
ほ
ほ
全
村
で
引
き
継
が
れ
､
し
か
も
冊

数
が
多
い
点
は
大
き
く
異
な
り
､
名
主
史
料
の
引
継
形
態
に
は
地
域
的
特
性
が
あ
る
よ
う
だ
｡

な
お
､
保
存
容
器
と
し
て
箪
笥
と
帳
箱
が
あ
り
'
節
笥
が

1
三
二
件
､
帳
和
が
五
六
件
と
町
村
は
い
ず
れ
か
の
容
器
を
所
布
し
て
い
た
｡

両
者
を
所
有
し
た
村
も
あ
る
が
'
餌
笥
を
所
有
す
る
相
の
方
が
多
か
っ
た
｡

町
村
合
併
後
'
各
村
で
所
有
し
た
帳
紳
輔
は
新
村
へ
引
き
継
が
れ
た
が
､
曽
城
郡
細
江
相
に
合
併
さ
れ
た
七
か
相
の

｢村
史
交
代
引
渡

課
目
｣
が
保
存
さ
れ
て
い
る
が

(史
料
番
号

1
･
八
四
-
七
五
-
二
～
八
)
､
そ
の
う
ち
数
河
村
の
合
併
前
の
1
月
と
合
併
後
の
七
月
の

引
継
史
料
を
比
較
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
｡

諸
帳
簿
日
録

(
1
月
)

戸
籍
帳

宗
門
人
別
帳

村
吏
印
鑑
帳

貫
属
録
明
細
帳

村
吏
交
代
引
渡
課
目
帳

(七
月
)

戸
冶
帳

人
別
宗
門
改
下
帳

戸
長
役
場
史
料
論

(四
､
完
)

(丑
木
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

社
寺
半
租
明
細
帳

願
伺
届
井
指
令
留

氏
神
祭
書
類

御
布
告
留

学
校
書
類
綴
込

徴
兵
取
調
帳

村
内
賞
罰
留

租
税
上
納
仕
訳
帳

諸
上
納
金
米
収
調
帳

村
費
元
払
帳

諸
費
請
取
綴
込

事
務
日
記

村
内
評
議
留

金
穀
元
払
帳

村
費
明
細
表
綴
込

新
規

同
断

同
断

年
々
上
納
仕
訳
帳

金
納
取
立
帳

万
雑
剖
取
立
帳

新
規

同 同 同 同
断 断 断 断

同
断

壱
冊

壱
冊

壱
冊

壱

冊
壱
冊
四
冊

壱
冊

壱
冊

氏
神
祭
書
記

御
布
告

廻
状
写

学
校
書
類
綴
込

一
冊

三
二
冊

二
冊

一
冊

判 諸 古 万
取 費 万 稚
帳 講 雑 帳
取 割
綴 合
込 帳

一 一 七 一
冊 冊 冊 冊

百̀ ビ̀ 官̀ ′冒
冊 冊 冊 冊



村
吏
交
代
演
説
書
綴
込

検
地
帳

一
人
別
持
地
反
別
帳

一
人
別
租
税
明
細
帳

年
々
租
税
取
調
帳

年
々
上
納
割
賦
帳

御
取
米
帳

御
年
貢
帳

御
年
貢
割
合
帳

御
検
地
屋
敷
帳

名
寄
帳

高
反
別
帳

御
高
調
帳

御
取
米
帳

御
年
貢
仕
訳
帳

御
年
貢
割
合
帳

田
畑
山
割
合
帳

山
林
調
割
合
帳

一 一 三 一 一 四 一 一 一
冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊

内
見
帳
控

石
代
相
場
書

地
券

一
筆
限
帳

地
引
帳
控

地
引
絵
図

無
之

戸
長
役
場
史
料
論

(四
､
完
)

(丑
木
)

壱
冊

地
籍
取
調
帳

野
帳

地
引
帳

地
引
下
帳

地
引
絵
図

絵
図

五

三 一 三 一 九 一
冊 枚 冊 冊 冊 冊



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

公
有
地
反
別
帳

新
規

壱
冊

山
絵
図

公
有
地
取
調
帳

私
有
地
取
調
帳

社
堂
地
境
内
反
別
木
数
取
調
書
上
帳

社
生
地
絵
図

埋
葬
場
絵
図

御
植
木
六
ヶ
所
帳

御
林
内
ヶ
所
帳

山
論
証
文

山
分
見
帳

堤
防
営
繕
帳

- ^ 一 一 六 一 一 一 一 五
冊 本 冊 冊 枚 枚 冊 冊 冊 枚

新
開
鍬
下
年
季
帳

鉱
山
ヶ
所
付
帳

村
鑑

囲
穀
帳

村
内
職
員
名
面
帳

差
紙
帳

同 新 無 新 新 無
断 規 之 規 規 之

差
出
明
細
帳

囲
穀
員
数
書
上
帳

区
会
所
切
紙

扱
所
切
紙

一
冊

一
冊

一
袋
一
袋



牛
馬
取
調
帳

新
規

戸
籍
月
括
届
留

官
林
留

卜
箇
所
附
帳

村
吏
交
代
引
渡
日
録
綴
込
新
規

皇
太
神
宮
御
初
穂
帳

未
新
田
水
帳

御
割
付

皆
済
日
録

､

小
手
形
一

甘̀ - 甘̀ 甘̀ ビ̀
冊 冊 冊 冊 冊

四 〇 六
枚 本 本

戸
結
山
人
留

官
林
取
調
帳

村
吏
交
代
引
渡
目
録

天
照
皇
太
神
宮
御
初
稔
米
帳

新
田
検
地
帳

新
田
焼
畑
反
別
帳

御
割
付

皆
済
目
録

小
手
形

古
書
物

一
冊

一
冊

一
冊

二
冊

一
冊
四
冊

一
二
六
本

一
二
〇
本
一
袋

一
三
冊

箪
笥

壱

本

箪
笥

一
つ

一
月
の

｢諸
帳
簿
日
録
｣
で

｢無
之
｣
と
記
載
し
た
史
料
の
う
ち
､
｢地
引
絵
図
｣
｢困
穀
帳
｣
以
外
は
全
部
七
月
に
も
な
-
'
｢新
規
｣

の
う
ち

｢村
吏
印
鑑
帳
｣
｢徴
兵
取
調
帳
｣
｢村
内
賞
罰
留
｣
｢事
務
日
記
｣
村
内
評
議
留
｣
｢金
穀
元
私
帳
｣
｢村
費
明
細
表
綴
込
｣
｢村
吏

交
代
演
説
昏
綴
込
｣
｢穀
代
相
場
沓
｣
｢鉱
山
ヶ
所
付
帳
｣
｢村
内
職
員
名
面
帳
｣
｢牛
馬
取
調
帳
｣
も
な
-
､

1
月
に

｢新
規
｣
と
記
範
し

た
史
料
は
実
際
に
は
七
月
の
時
点
で
も
ま
だ
作
成
し
て
い
な
い
も
の
が
多
か
っ
た
o
L
か
t
､
河
合
村
へ
合
併
さ
れ
た
羽
根
村
で
は

｢群
.

務
日
記
｣
'
｢村
吏
印
鑑
帳
｣
な
ど
の

｢新
規
｣
に
作
成
し
た
史
料
を
同
年
八
月
に
引
き
継
い
で
お
り

(史
料
番
号

1
･
八
四

･
七
五

･
1

こ
'
飛
騨
国
全
域
で

｢新
規
｣
史
料
を
作
成
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
｡
そ
の
ほ
か
'

一
月
に
は
あ
っ
た

｢租
税
上
納
仕
訳
帳
｣
｢諸

戸
長
役
場
史
料
論

(四
'
完
)

(丑
木
)

】七



史
料
館
研
究
紀
要

節
二
八
号

一
八

上
納
金
米
取
調
帳
｣
が
七
月
の
目
録
に
は
見
え
な
い
｡
し
か
し
'

一
月
の
目
録
に
な
か
っ
た

｢廻
状
留
｣
｢野
帳
｣
｢地
引
下
帳
｣
｢私
有

地
取
詞
帳
｣
な
ど
地
租
改
正
関
係
史
料
と

｢山
分
見
帳
｣
｢山
論
証
文
｣
な
ど
山
林
関
係
史
料
'
｢古
書
物
｣
な
ど
が
七
月
の
目
録
に
は
あ

る
｡
七
月
に
な
っ
て
も
作
成
し
て
い
な
い
史
料
と
租
税
徴
収
関
係
史
料
の
一
部
を
除
い
て
'
一
月
の
帳
簿
目
録
の
記
載
史
料
の
ほ
ぼ
全
部

が
引
き
渡
し
た
と
み
な
せ
る
｡
町
村
合
併
以
前
の
一
月
に
作
成
し
た

｢諸
帳
簿
目
録
｣
で
は
'
県
の
指
示
し
た
項
目
に
限
定
さ
れ
て
町
村

所
有
の
史
料
を
網
羅
で
き
な
か
っ
た
が
'
合
併
後
の
七
月
に
作
成
し
た

｢村
吏
交
代
引
渡
課
目
帳
｣
で
は
そ
れ
に
漏
れ
た
地
租
改
正
関
係
､

山
林
関
係
や
そ
れ
以
外
の
近
世
史
料
を

｢古
書
物
｣
と
し
て
書
き
上
げ
て
お
り
､
飛
騨
国
で
は
町
村
合
併
に
よ
り
旧
村
の
史
料
を
選
択
し

て
引
き
渡
す
の
で
は
な
く
'
保
存
容
器
も
含
め
て
新
村
へ
す
べ
て
引
き
渡
し
た
｡
｢諸
帳
簿
目
録
｣
に
記
載
の
な
か
っ
た
史
料
も
引
き
継

い
で
お
り
､
･そ
れ
に
は
県
の
指
示
す
る
項
目
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
社
堂
地
や
埋
葬
場
'
山
論
関
係
な
ど
共
同
体
維
持
に
必
要
な
史
料
が

多
い
｡
戸
長
役
場
史
料
の
構
成
は
､
｢諸
帳
簿
日
録
｣
で
諸
改
革
を
進
め
る
の
に
必
要
と
県
が
判
断
し
た
史
料
と
'
村
内
限
り
で
必
要
な

村
独
自
の
史
料
お
よ
び
後
の
証
拠
書
類
と
し
て
必
要
な
争
論
関
係
史
料
が
そ
れ
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
｡

飛
騨
国
の
引
継
目
録
か
ら
'
県
の
行
政
を
末
端
で
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
に
戸
長
役
場
史
料
の
作
成
が
指
示
さ
れ
､
村
む
ら
で
は
そ

れ
に
従
っ
て
諸
改
革
の
進
展
に
と
も
な
い
新
た
な
戸
長
役
場
史
料
を
作
成
し
'
そ
の
構
成
の
統

1
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
｡
し
か

し
､
戸
長
の
制
度
'
機
能
が
不
統

一
な
段
階
で
は
全
国
規
模
で
は
な
く
県
単
位
で
進
め
る
以
外
に
は
な
か
っ
た
｡

(19
)

群
馬
県
佐
波
郡
島
村
に
は
戸
長
役
場
期
の
書
類
引
継
日
録
が
次
の
と
お
り
あ
る
｡
島
村
は
利
根
川
の
対
岸
に
孤
立
し
て
い
る
地
理
的
条

件
の
た
め
に
'
江
戸
時
代
以
来

一
九
五
五
年
に
佐
波
郡
境
町
に
合
併
す
る
ま
で
一
貫
し
て
単
独
の
村
落
を
維
持
し
た
｡

(

一)

一
八
七
四
年
四
月
調

｢島
耶
役
場
書
類
日
録
｣

(

二)

一
八
七
七
年

一
〇
月

｢戸
長
扱
所
書
類
引
渡
書
｣

(

≡)

一
八
八
〇
年

一
一
月

｢役
場
引
継
書
目
録
｣



(四
)

1
八
八
二
年
六
月

｢畠
郁
役
場
附
審
判
目
録
｣

(五
)

1
八
八
八
年

1
0
月
調

｢戸
長
役
場
附
籍
物
品
調
沓
拍
｣

(
こ

は

一
四
五
件
､
二
〇
〇
冊
'
二

一
通
'
四
六
枚
､

一
綴
を
取
り
調
べ
て
'
正
副
戸
長
､
立
会
人
が
区
長
へ
そ
の
結
果
を
届
け
た

も
の
で
あ
る
｡
そ
の
末
尾
に
合
計

一
九
七
件
'
二
八
七
冊
､
三
五
通
､

一
〇
〇
枚
､
二
綴
､
六
袋
を
追
加
し
て
書
き
上
げ
た
｡
そ
の
う
ち

寛
永

一
六
年
の
検
地
帳
を
は
じ
め
､
検
地
帳
六
冊
､
名
寄
帳

一
五
冊
'
年
貢
割
付
状
五
通
､
年
貢
皆
済
日
録

一
〇
通
､
村
明
細
帳
二
冊
､

宗
門
改
帳
三

1
冊
'
川
除
御
普
謂
帳
八
冊
'
割
地
帳
六
冊
'
村
入
用
帳
二
冊
な
ど
近
世
史
科
が
多
く
､
そ
の
ほ
か
夫
銑
取
立
帳
六
冊
'
地

税
取
立
帳
二
冊
'
小
前
名
寄
帳

一
三
冊
'
地
券
預
り
帳
二
冊
､
学
校
寄
付
地
寄
付
金
願
五
冊
､
物
産
帳
二
冊
'
布
告
到
来
留
二
冊
､
活
字

布
告
綴

1
綴
'
御
用
留

一
1
冊
'
剖
地
､
川
欠
関
係
絵
図
類
多
数
な
ど
戸
長
役
場
史
料
が
あ
る
｡

(二
)
(≡
)
は
当
該
年
度
に
作
成

･
苗
積
し
た
史
料
だ
け
を
古
き
上
げ
､
(二
)
は
担
当
し
た
副
戸
長
円
由
有
知
に
当
分
の
問
預
け
た

も
の
で
あ
る
｡

(四
)
は
戸
長
､
用
係
か
ら
佐
位
那
波
郡
長
へ
二
一
九
件
'
四
二
五
冊
'
三
九
束
'
四
〇
枚
､

一
二
通
'
三
三
袋
を
取
り
調
べ
て
報
告

し
た
も
の
で
あ
る
O
検
地
帳

1
0
冊
､
反
別
帳
四
冊
'
割
地
帳
七
冊
'
明
細
帳
二
冊
'
村
入
用
帳
二
相
､
名
寄
帳

1
一
冊
､
収
筒
帳

1
三

冊
'
年
貢
割
付
状
四
通
､
年
貢
皆
済
目
録

1
束
､
宗
門
帳

l
束
､
御
用
留

l
束
な
ど
の
名
主
史
料
と
､
布
告
鰯

1
束
､
物
産
衣

1
束
'
地

券
証
取
詞
帳

1
九
冊
'
地
引
帳
二
冊
'
改
正
収
穫
地
価
帳
四
冊
'
改
正
野
帳

l
五
冊
､
坪
詰
帳

一
五
冊
､
戸
結
帳
三
冊
'
戸
籍
加
除
帳

1

束
､
寄
留
入
籍
帳
四
冊
､
名
分
帳
九
冊
､
民
軒
割
合
帳
六
冊
､
諸
税
納
読
取
帳

1
袋
'
国
民
軍
取
調
帳

1
束
､
役
人
願
沓
九
冊
､
五
人
組

願
書
二
冊
､
学
校
畜
類

1
束
､
銃
砲
収
調
古
獅

一
束
'
明
治
十

一
年
御
用
留
四
冊
､
川
船
取
調
帳

一
冊
'
社
倉
税
石
明
細
帳
七
冊
'
村
会

決
議
書
類

1
0
冊
､
村
会
関
係
書
類

1
束
'
種
痘
児
調
帳

1
冊
'
願
伺
屈
畜
類
綴
込
二
冊
'
官
省
使
本
県
布
告
布
達
綴
込
八
冊
'
役
場
出

納
簿

一
冊
な
ど
戸
長
役
場
史
料
が
雑
然
と
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
｡

戸
長
役
場
史
料
論

(四
'
完
)

(丑
木
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

二
〇

(五
)
は
戸
長
役
場
の
障
子
六
本
､
蒲
延

一
六
枚
'
日
陰
よ
し
づ
四
枚
の
物
品
と
'
図
書
と
し
て
村
絵
図
な
ど
諸
絵
図

一
九
枚
と
官
省

布
達
八
七
冊
な
ど
活
版
史
料
'
お
よ
び
器
具
と
し
て
椅
子
テ
ー
ブ
ル
､
硯
箱
四
個
'
算
盤
六
挺
､
五
徳

一
個
､
鉄
瓶

一
個
､
茶
飲
茶
碗
二

〇
個
な
ど
と
と
む
に
'
美
濃
罫
板
､
半
紙
罫
板
､
半
紙
半
切
罫
板
'
状
袋
罫
板
､
報
告
用
罫
板
､
村
費
引
札
罫
枚
､
村
費
受
取
証
罫
枚
､

土
地
台
帳
罫
板
'
原
野
継
年
季
罫
枚
各

1
枚
'
戸
籍
用
美
濃
耗
紙
罫
板
'
名
寄
帳
続
紙
罫
板
各
二
枚
の
二

種
類
の
罫
板
､
印
箱

1
個
､

朱
肉
入
四
個
な
ど
を
書
き
上
げ
て
戸
長
が
郡
長
へ
届
け
た
も
の
で
あ
る
｡

町
村
合
併
後
の
1
八
九
三
年
と
推
定
で
き
る
日
録
で
は
､
｢永
年
保
存
文
昏
目
録
｣
と
し
て
検
地
帳
'
名
寄
帳
を
始
め

1
二

1
件
の
史

料
を
'
土
地
､
戸
籍
'
布
告

･
布
達
'
村
会
に
分
類
し
て
書
き
上
げ
'
｢
五
年
保
存
文
書
日
録
｣
に
享
保
よ
り
明
治

一
五
年
度
ま
で
の
川

除
書
類

一
括
'
天
明
よ
り
嘉
永
ま
で
の
名
寄
帳
九
冊
'
層
永
よ
り
天
保
ま
で
の
反
別
及
び
取
箇
帳

l
三
冊
'
文
久
四
年
よ
り
明
治
三
年
ま

で
の
五
人
組
帳
､
御
年
貢
割
附
書

一
括
な
ど
の
ほ
か
､
貢
租

･
会
計

･
勧
業

･
村
費
関
係
書
類
を
書
き
上
げ
た
｡
社
倉
積
石
書
類
､
村
会

書
類
､
日
誌
､
役
人
願
事
､
学
校
寄
付
書
類
､
学
齢
沖
'
人
民
願
伺
指
令
綴
な
ど
'

〓
ハ
件
を
追
記
し
て

｢永
年
保
存
｣
と
し
た
.

町
村
合
併
後
も
名
主
史
料
を

｢五
年
保
存
文
書
｣
と
し
た
こ
と
に
よ
り
､
そ
の
評
価
選
別
を
行

っ
て

一
部
が
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
が
あ

る
｡

一
九
〇
一
年
の

｢島
村
役
場
文
書
台
帳
｣
に
よ
る
と
'

一
八
九
三
年
の
永
年
保
存
文
書
は
そ
れ
に
含
ま
れ
'
五
年
保
存
と
さ
れ
た
'

名
寄
帳

･
取
箇
帳
は
含
ま
れ
る
が
'
年
貢
割
付
状
は
な
い
｡
戸
長
役
場
期
の
貢
租

･
会
計

･
勧
業

･
村
費
関
係
書
類
も
な
い
｡

一
八
九
二

(20
)

年
の
佐
位

･
那
波
郡
長
の
町
村
巡
視
の
結
果
を
報
告
し
た

｢島
村
巡
視
表
｣
に
は

'

｢

文
書
ハ
文
書
保
存
規
程
こ
依
り
編
纂
整
理
中
こ
シ

テ
'
其
古
文
書
中
不
用
こ
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
本
年
九
月
二
十
六
日
棄
却
方
案
申
､
同
十

一
月
二
十
四
日
認
可
ヲ
与
へ
タ
リ
｣
と
あ
-
､
町
村

合
併
後
名
主
史
料

二
戸
長
役
場
史
料
を
含
む

｢古
文
書
｣
を
評
価
選
別
し
て
廃
棄
し
て
い
る
｡
戸
長
役
場
期

･
町
村
役
場
期
で
も
名
主
史

料
の
評
価
選
別
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
ま
し
て
や
､
戸
長
役
場
史
料
も
町
村
役
場
期
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た

の
で
あ
る
｡



(21
)

岐
阜
県
大
野
郡
高
山
町
に
は
史
料
引
継
日
録
が
豊
富
に
残
っ
て
お
り
'
貼
付
の
ラ
ベ
ル
番
号
で
史
料
と
目
録
と
が
対
応
で
き
る
｡

1
八
七

一
年
八
月
に
高
山
県
が
戸
籍
区
を
設
置
し
､

1
1
月
に
は
筑
摩
県
管
柏
と
な
り
'
七
三
年
四
月
に
大
区
小
区
制
を
柘
成
し
､
高

山
町
は
二
五
大
区

1
-
四
小
区
に
所
属
し
た
.
七
五
年

1
月
に
空
町

･
三
町

･
新
町
･
川
西

･
町
方
が
合
併
し
て
高
山
町
に
な
っ
た
.
七

六
年
八
月
に
岐
阜
県
に
所
属
し
､
七
九
年
八
月
に
高
山
町
戸
長
役
場
内
に
書
物
蔵
を
新
建
し
た
｡

高
山
町
所
蔵
の
史
料
は

(
1
)
近
世
史
料
､
(二
)
戸
長
役
場
史
料
'
(111)
高
山
町
役
場
史
料
か
ら
構
成
さ
れ
る
｡
(
1
)
近
世
史
科

は
1
八
七
三
年
に
1
之
町
､
二
之
町
'
三
之
町
の
各
所
蔵
史
料
を
町
会
所
へ
移
管
し
､
七
五
年
に
町
会
所
所
蹴
文
苔
日
録
を
作
成
し
､
七

七
年
に
多
く
の
史
料
を

｢号
外
｣
と
し
て
現
用
の
戸
長
役
場
史
料
と
は
区
別
し
､
翌
年
に
独
特
の
主
題
別
分
頬
に
よ
る

｢旧
高
山
町
諸
帳

簿
明
細
記
｣
を
作
成
し
､

一
部
戸
長
役
場
史
料
を
含
む
が
近
世
史
科
を
中
心
と
す
る
史
料
を
非
現
用
文
番
と
し
て
保
存
し
た
｡

(二
)
戸
長
役
場
史
料
は
七
四
軒
の

｢引
渡
日
録
｣
以
後

1
八
八
四
年
ま
で
〓

冊
の
日
録
を
作
成
し
た
.
そ
の
う
ち
､
旧

1
之
町
､

二
之
町
'
三
之
町
な
ど
の
戸
長
の
引
継
日
録

(六
冊
)､
旧
1
之
町
な
ど
か
ら
合
併
し
た
高
山
町
戸
長
へ
の
引
継
日
録

(
1
冊
)､
満
山
町

の
戸
長
引
継
目
録

(四
冊
)､
戸
長
か
ら
町
村
合
併
後
の
高
山
町
長
へ
の
引
継
日
録

(
1
冊
)
の
各
記
載
史
料
に
分
類
で
き
'
高
山
町
役

場
へ
全
部
引
き
継
い
だ
｡

(≡
)
高
山
町
役
場
史
料
は
'
戸
長
役
場
史
料
を
含
ま
な
い
高
山
町
役
場
で
作
成

･
苗
椛
し
た
史
料
の
引
継
目
録

(四
冊
)
を
作
成
し

た
｡
本
稿
で
は

(二
)
を
中
心
に
検
討
す
る
｡

｢明
治
七
年
111月

引
渡
目
録
｣
(史
料
番
号

1
四
二
-
一
-
四
)
に
は
､
戸
籍

(二
〇
件
)､
諸
桁
届

(二
件
)
'
徽
兵

(
1
件
)
'
衛

生

(二
件
)
､
諸
税

(
1
件
)
'
社
寺

(二
件
)
､
学
事

(
1
件
)
'
村
役
人

(二
件
)
､
土
地

(七
件
)
'
地
所
質
入
古
人

(
1
件
)
､
そ
の

他

(二
件
)
､
合
計
四
二
件
の
引
き
継
ぎ
史
料
を
古
き
上
げ
た
｡

｢明
治
七
年
十

1
月

第
弐
拾
五
大
区
弐
小
区
戸
長
事
務
受
渡
簿
｣
(
l
四
二
-

1
-
五
)
は
'
戸
結

(
1
0
件
)
'
地
所
質
入
番
人

戸
長
役
場
史
料
論

(四
'
完
)

(丑
木
)

二
1



史
料
館
研
究
紀
要

節
二
八
号

二
二

二

件
)'
布
告

(二
件
)
'
区
内
諸
綴
込

(
一
件
)'
徴
兵

(二
件
)
'
衛
生

(二
件
)
'
社
寺

(
一
件
)
'
地
券

二

一
件
)
'
諸
税

(
一
件
)
'

土
地

(二
件
)
'
合
計
三
七
件
の
史
料
を
引
き
継
ぎ
'
そ
の
ほ
か
近
世
の
検
地
帳
二
五
冊
を
追
記
し
た
｡

｢明
治
八
年
七
月

引
渡
課
目

第
弐
拾
五
大
区
壱
小
区
｣
(
1
四
二
-

1
-
六
)
(六
〇
件
)､
｢明
治
八
年
七
月

引
渡
目
録

第
弐

拾
五
大
区
弐
小
区
｣
二

四
二
-
1
-
七
)
(五
六
件
)
､
｢明
治
八
年
七
月

引
渡
日
録

第
弐
拾
五
大
区
小
三
区
｣
(
1
四
二
-

一
-
八
)

(六

1
件
)
'
｢明
治
八
年
七
月

引
渡
目
録

第
弐
拾
五
大
区
四
小
区
｣
(
一
四
二
-

一-

九
)
(玉
九
件
)
も
ほ
ぼ
同
様
に
引
き
継
ぎ
史

料
を
羅
列
し
た
｡

｢明
治
八
年
七
月

事
務
扱
所
引
渡
目
録
｣
(
一
四
二
-

一
-

一
〇
)
で
は
'
｢
一
御
布
告

四
綴
｣
な
ど
と
と
も
に

｢
一
願
書
留

五

十
七
冊
｣
'
｢
一
町
会
所
古
日
記

百
弐
十
二
冊
｣
､
｢
一
文
政
十
年
～
慶
応
三
年

日
誌

四
十
壱
冊
｣
の
よ
う
に
近
世
史
料
を
あ
げ
て
お

り
､
｢高
山
町
事
務
扱
所
二
備
置
申
候
｣
と
戸
長
役
場
史
料
と
と
も
に
大
量
の
近
世
史
科
を
日
録
に
記
録
し
た
｡

｢明
治
十
年
三
月

第
十
五
大
区
壱
小
区
高
山
町

戸
長
引
渡
日
録
｣
(
一
四
二
-

一
-

一
二
)
も

｢明
治
八
年
七
月

専
務
級
所
引

渡
目
録
｣
を
引
き
継
い
で
そ
の
後
の
蓄
積
さ
れ
た
史
料
を
加
え
て
'
三

一
五
件
を
収
録
し
た
が
､
日
記

四
一
冊
'
町
会
所
日
記

一
二
二

冊
､
願
書
留
五
七
冊
､
宗
門
人
別
帳
二
〇

一
冊
､
年
貢
割
付
三
三
四
通
､
皆
済
目
録
三
三
八
通
､
年
貢
請
取

1
三
通
'
高
反
別
小
前
帳

1

0
冊
'
人
別
御
買
請
米
審
類
五
袋
'
田
畑
屋
敷
古
券

一
袋
と
九
六
九
通
を

｢号
外
｣
と
し
て
巻
末
に
付
し
た
｡
大
量
に
ま
と
ま
っ
た
近
世

史
科
を
非
現
用
史
料
と
し
て
別
置
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡

｢明
治
十

一
年
第
六
月

旧
高
山
町
諸
帳
簿
明
細
記

高
山
町
事
務
扱
所
｣
(
二
二
〇
-

二

で
は
'
｢旧
幕
府
以
来
御
用
書
類
調
査
｣

し
て
'

一
八
七
三
年
ま
で
の
史
料

1
〇
五
六
件
を
次
の
と
お
り
分
類

･
整
理
し
た
0

請
願
伺
下
知
廻
状
御
触
之
部

(二
一
件
)

日

誌

(
一
o
件
)



戸

籍

宗
門
帳
之
部

(四
九
仲
)

人
口
之
部

(三
九
件
)

推
之
部

(
一
九
件
)

地

籍

検
地
之
部

(四
件
)

雑
之
部

(
一
四
件
)

租

税

(九

一
件
)

営

繕

(
1
1
八
件
)

絵
図
面

(七
件
)

民
事
之
部

(
一
二
三
件
)

刑
事
之
部

(三
三
件
)

諸
職
業

糸
紬
綿
蚕
種
之
部

二

宿
屋
之
部

(九
件
)

高
反
別
之
部

(二
三
件
)

田
畑
屋
敷
成
之
部

(九
件
)

新
開
川
欠
之
部

(七
件
)

一
件
)

酒
造
之
部

二

四
件
)

燈
油
之
部

二

〇
件
)

薬
種
之
部

(七
件
)

料
理
'
煮
売
､
茶
屋
､
温
鈍
屋
之
部

(
一
八
件
)

米
塩
味
噌
醤
油
諸
品
直
段
之
部

(四
三
件
)

質
屋
､
紺
屋
'
菓
子
屋
之
部

(
1
1
件
)

馬
喰
'
髪
結
'
鍛
冶
'
港
屋
､
諸
職
工
之
部

(
一
七
件
)

維
之
部

(三
二
件
)

出

納

甫
雑
之
部

(
1
1
件
)

諸
人
目
之
部

(六
件
)

助
成
金
之
部

(九
件
)

献
金
之
部

(
一
三
件
)

賄

(三
五
件
)

艦
岨

(六
七
件
)

蓄
穀

貯
夫
食
之
部

二

二
件
)

囲
籾
之
部

(
一
五
件
)

雅
之
部

(九
二
件
)

戸
長
役
場
史
料
論

(四
､
完
)

(丑
木
)

金
銭
引
替
等
之
部

二

五
件
)

給
料
之
部

(四
件
)

諸
講
取
之
部

(
1
1
件
)

雑
之
部

(二
三
件
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

二
四

独
特
の
分
類
項
目
を
立
て
て
'
近
世
史
料
と
戸
長
役
場
史
料
の
1
部
と
を
同

1
の
項
目
に
分
類
し
た
｡
こ
の
目
録
に
従
っ
て
現
在
の
高

山
町
会
所
文
書
は
整
理

･
保
存
さ
れ
て
い
る
｡
｢.
～

｢明
治
十
七
年
十
二
月
廿
四
日

戸
長
役
場
引
渡
日
録

大
野
郡
高
山
町
｣
(
二
二
1
-
二
)
で
は
､
件
数
だ
け
で
史
料
名
を
あ
げ
て

い
な
い
の
で
具
体
的
に
は
不
詳
で
あ
る
が
'
甲
か
ら
壬
ま
で
九
項
目
に
分
類
し
て
戸
長
役
場
史
料
を
引
き
継
い
だ
｡

甲
号

(二
九
件
)

乙
号

(四
三
件
)

丙
号

(
二
二
九
件
)

丁
号

(二
五
九
件
)

戊
号

(
一
五
五
件
)

己
号

二

一
人
件
)

庚
号

(
一
〇
四
件
)

辛
号

(
1
二
件
)

壬
号

(三
八
件
)

御
布
告
御
布
達
類

(A
)

書
籍
類

戸
籍
用
書
類

諸
務
用
書
類

税
務
用
書
類

地
券
用
書
類

会
計
用
書
類

衛
生
用
書
類

(N
)

( ′､ /-＼( ( /-
N 0 F B 0 C-ヽ■..■′ .ヽ_.■′) ) ) ､...一

旧
御
用
書
類

(0
)

府
県
官
職
制
の

｢戸
長
職
務
ノ
枕
日
｣
の
規
定
の
う
ち
t
A
･
B
･
C
･
F
･
N
･
0
に
対
応
し
た
整
理
で
あ
-
､
そ
れ
以
外
に
は
分

類
し
て
い
な
い
｡

｢明
治
二
十
二
年
九
月

役
場
引
渡
目
録

大
野
郡
高
山
町
｣
二

四
二
-
二
)
は

｢町
村
制
改
正
こ
付
書
類
引
渡
目
録
｣
と
あ
り
'

戸
長
か
ら
町
役
場
へ
の
引
き
継
ぎ
史
料
で
あ
り
'
壬
号
旧
御
用
書
類
を
廃
止
し
て
新
た
に
器
具
を
加
え
た
が
そ
れ
以
外
は
八
四
年
の
日
録

の
分
類
を
踏
襲
L
t
そ
れ
に
史
料
を
追
加
し
た
｡



甲
号

(人
件
)

乙
号

(
一
八
件
)

丙
号

(八
〇
件
)

丁
号

(
一
五
七
件
)

戊
号

(八
〇
件
)

己
号

(四
四
件
)

庚
号

(五
八
件
)

辛
号

(四
件
)

器
号

(
一
一
件
)

御
布
告
御
布
達
類

(官
報
等
)

書
籍
朝

(本
県
甲
達
等
)

戸
籍
用
古
類

(戸
括
関
係
願
指
令
等
)

諸
務
用
沓
頬

(印
影
縛
等
)

税
務
用
番
類

.(国
税
金
通
知
符
等
)

地
券
用
番
斬

(地
桂
変
換
地
価
更
正
願
等
)

会
計
用
畜
類

(送
附
録
等
)

衛
生
用
番
規

(御
達
上
申
書
類
等
)

器
具
類

(戸
結
匠
等
)

｢明
治
二
十
九
年
四
月

高
山
町
役
場
誹
務
引
継
目
録
｣
(
1
四
二
-
≡
)
は
､

1
八
八
九
年
の
町
村
制
施
行
後
の
役
場
史
料
の
引
継

で
あ
り
､
八
九
年
の
史
料
を
含
ん
で
い
な
い
｡
整
理
項
目
を
町
行
政
の
串
務
分
輩
に
応
じ
て
次
の
よ
う
に
改
め
た
o

庶
務
事
務

土
木
事
務

町
税
事
務

会
計
事
務

教
育
事
務

衛
生
部
務

兵
事
々
務

庶
号

二

二
六
件
)

土
号

(二
七
件
)

町
号

(二
一
件
)

会
号

(六
六
件
)

教
号

二

二
件
)

衛
号

(六
件
)

兵
号

(二
〇
件
)

戸
長
役
場
史
料
論

(四
､
完
)

(丑
木
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

勧
業
事
務

戸
籍
事
務

社
寺
事
務

地
理
事
務

国
税
事
務

地
方
税
事
務

雑
務
事
務

勧
号

(二
〇
件
)

戸
号

(三
三
件
)

杜
号

(
一
三
件
)

地
号

(三
七
件
)

国
号

(二
六
件
)

税
号

(三
二
件
)

雑
号

(二
一
件
)

そ
の
後
､
｢明
治
三
十

1
年
七
月

引
継
書

高
山
町
役
場
｣
(
1
四
二
-
四
)
で
は
'
次
の
と
お
り
課
係
に
応
じ
て
書
類
を
整
理
し
た
｡

第

一
科

庶
務
事
務

庶
号

(四
五
件
)
'
議
会
事
務

議
号

(二
〇
件
)
､
教
育
事
務

改
号

(
一
o
件
)

衛
生
事
務

衛
号

二

三
件
)
､
勧
業
事
務

.

勧
号

二

四
件
)

文
書
係

文
号

二

〇
件
)

地
理
'
土
木
'
社
寺
､
水
火
防
係
'
地
理
土
木
事
務

土
地
号

(二
七
件
)､
社
寺
事
務

社
号

(四
件
)､
雑
部

雑
号

税
務
係

国
税
事
務

国
号

(二
一
件
)'
県
税
事
務

県
号

(三

一
件
)､
町
税
事
務

町
号

(
l
九
件
)

税
務
事
務

税
号

二

二
件
)

｢明
治
三
十
三
年
十
二
月

事
務
引
継
日
録

高
山
町
役
場
｣
(
一
四
二
-
六
)
で
､
九
八
年
以
後
の
記
録
を
整
理
す
る
と
と
も
に
'

明
治
三
十
三
年

一
月
以
降

明
治
十
七
年
十
二
月
十
日

明
治
二
十
二
年
九
月

一
書
類
目
録

二
戸
長
役
場
引
渡
目
録

一
役
場
引
渡
目
録



明
治
二
十
二
年
十
月

明
治
二
十
九
年
四
月

明
治
三
十
二
年

自
明
治
三
十
二
年
十
二
月
廿
六
日

至
三
十
三
年
四
月

一
高
山
町
役
場
引
継
日
録
写

一
冊

1
事
務
引
継
目
録

l
冊

1
事
務
引
継
受
渡
日
録
演
説
番
煩
綴

1
綴

一
群
務
引
継
日
録
綴

一
綴

以
上
ヲ
記
帳
ス
ル
諸
帳
物
件
共
悉
皆

と
､
戸
長
役
場
以
来
の
悉
皆
の
史
料
を
町
役
場
へ
引
き
継
い
だ
｡

高
山
町
戸
長
役
場
史
料
の
引
き
継
ぎ
は
近
世
史
料
を
町
会
所
に
引
き
継
ぎ
'
七
三
年
ま
で
の
戸
長
役
場
史
料
と
と
も
に

l
指
し
て
整
理

し
て
'
七
七
年
か
ら
近
世
史
料
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
を
日
録
の
上
で

｢号
外
｣
と
し
て
非
現
用
文
む
と
し
て
扱
い
､
七
八
年
に
全
部
の
近

世
史
科
と
七
三
年
ま
で
の
戸
長
役
場
史
料
を
非
現
川
文
苔
と
し
て

1
指
し
て
独
特
の
分
析
項
目
に
よ
り
生
理
し
現
川
文
非
と
区
別
し
て
保

存
し
た
｡
現
在
ま
で
そ
の
分
析
を
踏
袈
し
て
お
り
'
高
山
町
会
所
文
古
の

｢原
状
｣
を
形
成
し
た
.
そ
れ
以
後
の
戸
長
役
場
史
料
は
府
県

官
職
制
の
規
定
を
基
準
に
し
な
が
ら
九
項
目
に
区
分
し
て
整
理
保
存
し
た
｡
町
村
制
施
行
後
に
戸
長
役
場
史
料
は
前
山
町
役
場
に
す
べ
て

引
き
継
が
れ
､
八
四
年
の
分
類
を
維
持
し
て
役
場
内
に
保
存
さ
れ
た
o
町
役
場
史
料
は
課
係
の
租
税
に
応
じ
て
分
析
し
て
保
存
し
'
そ
れ

以
前
に
作
成
し
た
目
録
に
追
加
し
て
苗
横
さ
れ
た
史
料
の
引
継
目
録
を
作
成
し
て
引
き
継
い
だ
の
で
､
史
料
は
そ
れ
ぞ
れ
の
日
録
に
対
応

し
て
保
存
さ
れ
'
戸
長
役
場
史
料
と
は
混
同
は
し
な
か
っ
た
｡
し
か
し
､

一
九
二
四
'
二
五
年
に
成
瀬
信
之
助

(
一
九

〇
四
年
九
月
､
高

山
町
雇
'
同

一
〇
月
書
記
'

一
一
年

～
二
三
年
助
役
)
が
高
山
町
か
ら
文
番
整
理
を
委
嘱
さ
れ
､
戸
長
役
場
史
料

･
町
役
場
史
料
を
評
価

選
別
の
う
え
､
明
治
六
年
か
ら
大
正
期
ま
で
の
開
通
す
る
史
料
を

1
冊
に
縮
綴
す
る
な
ど
全
面
的
に
整
理
し
た
｡
そ
の
後
'
史
料
の
保
存

場
所
は
郷
土
館

･
市
政
記
念
館
と
移
動

･
分
散
し
た
が
､
戸
長
役
場
史
料
と
大
正
期
ま
で
の
町
役
場
史
料
の

｢原
状
｣
を
こ
の
時
に
形
成

し
た
｡

戸
長
役
場
史
料
論

(四
'
完
)

(丑
木
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

二
八

以
上
'
飛
騨
国
､
島
村
､
高
山
町
の
事
例
で
､
近
世
以
来
の
村
落
に
お
け
る
名
主
､
戸
長
'
町
村
役
場
へ
の
史
料
引
き
継
ぎ
を
検
討
し

た
｡
･い
ず
れ
の
村
で
も
土
地

･
年
貢
関
係
を
中
心
と
し
て
多
-
の
近
世
の
名
主
史
料
を
戸
長
役
場
へ
引
き
継
い
で
お
-
､
島
村

･
高
山
町

で
は
町
村
合
併
後
も
町
村
役
場
へ
引
き
継
い
だ
｡
名
主
史
料
と
初
期
の
戸
長
役
場
史
料
と
は
現
用
文
書
と
し
て
一
括
し
て
引
き
継
ぎ
､
保

管
さ
れ
て
お
り
'
そ
の
た
め
町
村
に
よ
り
独
自
な
分
類
項
目
に
よ
り
整
理
さ
れ
た
が
､

1
八
七
八
年
の

｢戸
長
職
務
ノ
枕
目
｣
が
示
さ
れ

て
か
ら
は
特
に
行
政
の
末
端
組
粒
と
し
て
執
行
す
る
行
政
史
料
は
そ
れ
に
な
ら
っ
て
整
理
さ
れ
'
町
村
合
併
後
は
事
務
分
掌
'
組
織
編
成

に
応
じ
て
史
料
を
整
理
し
た
｡
県
の
指
導
に
よ
り
保
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
､
行
政
の
末
端
組
織
と
し
て
の
戸
長
の
機
能
に
応
じ
た

史
料
で
あ
り
'
県
単
位
で
画

一
化
が
は
か
ら
れ
た
が
､
そ
れ
以
外
に
共
同
体
の
代
表
と
し
て
の
校
能
に
応
じ
て
共
同
体
維
持
に
関
す
る
史

料
が
保
存
さ
れ
た
｡
後
者
は
町
村
ご
と
に
抱
え
て
い
る
課
題
が
独
自
で
あ
り
､
戸
長
の
判
断
で
行
な
っ
た
た
め
に
多
様
で
あ
っ
た
?
ま
た
'

島
村
で
は
基
準
は
明
確
で
な
い
が
戸
長
役
場
期
に
な
っ
て
も
名
主
史
料
の
評
価
選
別
が
行
わ
れ

一
部
は
廃
棄
さ
れ
た
｡
高
山
町
で
は
七
七

年
に
名
主
史
料
を
非
現
用
文
書
と
し
て
'
戸
長
役
場
史
科
と
は
別
置
L
t
翌
年
に
独
自
の
分
類
項
目
に
編
成
し
て
そ
の
詳
細
な
日
録
を
作

成
し
て
永
年
保
存
し
た
が
'
戸
長
役
場
史
料
は
町
村
役
場
史
料
と
と
も
に
大
正
期
に
評
価
選
別

二

部
は
廃
棄
)
の
う
え
再
編
成
し
た
｡

次
に
'
近
世
以
来
の
単
独
村
か
ら
大
区
小
区
'
連
合
戸
長
村
な
ど
の
広
域
村
へ
の
引
き
継
ぎ
を
検
討
す
る
｡

一
八
八
四
年
に
埼
玉
県
賀

美
郡
七
本
木
村
連
合
戸
長
の
管
轄
に
な
っ
た
同
郡
嘉
美
村
に
､
八
四
年
八
月
の

二

)
｢戸
長
役
場
備
附
諸
帳
符
日
録
｣
と
'
八
五
年
六

(22
)

月
に
七
本
木
村
連
合
戸
長
が
嘉
美
村
旧
戸
長
か
ら
受
け
取
っ
た

(二
)
｢役
場
備
附
諸
帳
簿
目
録
｣
と
が
あ
り
､
連
合
戸
長
へ
引
き
継
い

だ
史
料
と
克
美
村
で
そ
の
ま
ま
保
存
し
た
史
料
と
が
判
明
す
る
の
で
､
そ
れ
を
素
材
す
る
｡

(
二

に
は
天
和
二
年
検
地
水
帳
か
ら

一
八
八
四
年
の
村
費
取
立
帳
ま
で
'
二
三
四
件
の
史
料
が
分
類
す
る
こ
と
な
-
書
き
上
げ
ら
れ

て
い
る
の
に
対
し
て
､
(二
)
に
は
五
六
件
だ
け
が
同
じ
-
分
類
す
る
こ
と
な
-
記
載
さ
れ
､

一
七
八
件
の
史
料
は
連
合
戸
長
へ
引
き
継

が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
｡



(二
)
に
記
載
さ
れ
て
連
合
戸
長
に
引
き
継
い
だ
史
料
は
'

一
八
六
八
年

(慶
応
四
)
の
宗
門
人
別
帳
､
五
人
組
帳
が
も

っ
と
も
古
く
､

そ
れ
以
前
の
検
地
帳
､
反
別
帳
'
名
寄
帳
､
年
貢
割
付
帳
は
現
川
価
値
が
な
い
と
し
て
克
美
村
で
保
存
し
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
ほ
か
引
き

継
い
だ
の
は
､
明
治
元
年
の
高
反
別
収
調
番
上
帳
､
窓
水
御
見
分
願
沓
'
戸
籍
人
貝
取
調
帳
'
徴
兵
人
名
か
上
帳
'
徴
兵
免
疫
書
上
帳
､

地
誌
取
調
帳
'
地
租
改
正
地
主
総
代
人
誓
約
書
'
同
布
告
､
物
産
未
､
地
所
質
入
番
人
建
家
公
証
割
印
帳
､
布
告
布
達
'
村
費
帳
'
賭
博

犯
に
付
杖
刑
済
書
類
な
ど
で
あ
り
､
布
告
布
達
や
､
地
誌
収
調
な
ど
の
柑
況
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
史
札
､
戸
結

･
土
地

･
徴
兵
の
台
帳

類
､
租
税
'
村
資
'
地
租
改
正
､
質
入
番
人
な
ど
の
行
政
機
能
に
関
係
す
る
現
川
史
料
を
引
き
継
い
だ
.

引
き
継
が
な
か
っ
た
史
料
は
非
現
用
史
料
と
な
っ
た
江
戸
時
代
の
史
料
､
久
城
柑

･
立
野
村
合
併
蹴
む
な
ど
の
す
で
に
処
理
済
み
の
事

件
に
関
す
る
史
料
､
三
斜
図

一
九
冊
､
租
税
地
方
税
民
班
取
立
帳
二
八
冊
な
ど
大
鼓
の
史
料
､
謂
願
御
指
令
番
､
地
所
古
人
公
証
願
､
法

難
届
'
送
籍
証
､
受
給
証
'
教
育
押
徴
収
沖
な
ど
の
個
別
的
な
史
料
'
お
よ
び
共
同
体
維
持
に
関
係
す
る
史
料
で
あ
る
.
し
か
し
､
改
正

反
別
名
寄
帳
'
国
民
耶
取
調
帳
､
印
鑑
帳
､
神
社
明
細
取
調
帳
な
ど
は
戸
長
役
場
に
と

っ
て
基
本
的
な
台
帳
と
な
る
帳
沖
も
引
き
継
い
で

お
ら
ず
'
選
別
の
基
準
は
あ
い
ま
い
で
あ
り
'
引
き
継
ぎ
冊
数
を
制
限
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
｡

小
区
か
ら
述
合
戸
長

へ
の
沓
賊
引
き
継
ぎ
の
串
例
と
し

て
､

長野県
埴
科
郡
南
条

村･
中
之
条
村
で
構
成
し
た

十
二大
区
1
小
区
別
戸

(刀
)

長
か
ら
､
中
之
条
村
へ
の
7
八
七
九
年
六
月
の
引
継
目
録

が

ある｡｢長野
県
埴
科

郡中之
条
村
謂
帳
坪

井
謂
古

郊引渡
日
録

長
野
県

北
第
十
二
大
区
壱
小
区
扱
所
｣
に
は
､
南
条
村
と
中
之
条
村
を
管
轄
し
て
い
た

一
小
区
別
戸
長
か
ら
､
分
維

独
立
し
た
南
条
村
の
戸
長

へ

引
き
継
い
だ

二

二
件
､
二
四
一二
点
の
史
料
が
記
録
さ
れ
て
い
る
.
米
吉
で
節

1
号
か
ら
四
六
号
と
番
外
と
に
分
析
し
て
い
る
が
'
そ
れ

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
.
(

)
内
に
先
の

｢
戸
長
職
務
ノ
柾
目
｣
の
項
目
を
入
れ
た
｡
町
村
限
り
の
業
務
に
関
す
る
史
料
が
多

い
が
'

府
県
官
職
制
の
規
定
に
ほ
ぼ
従

っ
て
分
析
し
て
史
料
の
引
き
継
ぎ
を
行

っ
て
い
る
.

第

1
.
二
号

布
告
､
郡
役
所
通
達

(A
)

戸
泣
役
場
史
料
論

(四
､
完
)

(止
水
)



史
料
蝕
研
究
紀
要

第
二
八
号

○

第
三

～
六
号

第
七

～
九
号

第
十
号

第

1

1
-
1六
号

第

一
七

､
一
八
号

第

一
九
､
二
〇
号

第
二

一
号

第
二
二
､
二
三
号

第
二
四
号

第
二
五
号

第
二
六
号

第
二
七
号

第
二
八
号

第
二
九
号

第
三
〇
､
三

一
号

第
三
二
号

第
三
三
号

第
三
四
号

戸
籍

土
地

村
絵
図

租
税
取
立

(C
)
(B
､
F
)

(B
)
(B
)

民
費

(経
費
割
賦
課
原
帳
'
橋
梁

･
堤
防
皆
民
費
届
な
ど
)

(o
)

売
買
質
入
番
人
奥
印
帳

(E
)

印
鑑
帳

徴
兵
願
伺
指
令

学
校
､
地
価
取
調
書

地
誌
編
輯

荒
地

普

請
電
信
柱
､
里
程
調
査

社
寺

火
災
､
盗
難

(K
)

(D
)

(o
)
(∫
)

M B N

証
券
印
紙
貼
用
帳
簿
願
人
名
簿

(0
)

宮
林
帳

(N
)



第
三
五
号

第
三
六
号

第
三
七
号

第
三
八
号

第
三
九
号

第
四
〇
号

第
四

一
号

第
四
二
号

第
四
三
号

第
四
四
号

第
四
五
号

第
四
六
号

番
外

租
税
取
立
帳

(B
)

印
鑑
届

(K
)

鉄
砲
､
鳥
獣
猟
免
許
､
中
年
馬
渡
世

(B
)

初
穂
神
納
調

(0
)

選
挙
人
名
砕

(N
)

官
有
地
拝
借
調

(0
)

地
租
上
納

(B
)

明
治
元
年
か
ら
七
年
､
租
税
割
付
'
皆
済
目
録

(o
)

物
産
取
調
衣

(N
)

人
民
請
願
届
書
類

(0
)

複
籍
人
逓
送
繰
替
祭

(C
)

墓
地
畜
類

(0
)

前
々
田
畑
質
地
引
当
奥
印
帳

(E
)

A
が
二
件
t
B
が

1
四
件
t
c
が
四
件
､
D
､
E
が
各
二
件
､

G
､
I
t
K
､
M
が
各

1
件
､
N
が
五
件
､
0
が
九
件
あ
り
､
B
｢地

租
及
諸
税
ヲ
取
越
メ
上
納
ス
ル
串
｣
と
'
0
｢其
他
町
村
限
り
道
路
橋
染
用
志
水
ノ
修
繕
掃
除
等
凡
ソ
協
議
珊
ヲ
以
テ
支
弁
ス
ル
耕
作
ヲ

幹
理
ス
ル
ハ
此
二
掲
ク
ル
所
ノ
限
二
在
ラ
ス
｣
の
う
ち
行
政
機
能
関
係
史
料
が
多
く
､
H
｢天
災
又
ハ
非
常
ノ
稚
二
述
ヒ
日
下
窮
迫
ノ
者

ヲ
具
状
ス
ル
事
｣
､

I
｢孝
子
節
婦
共
他
篤
行
ノ
者
ヲ
具
状
ス
ル
串
｣
t
L
｢諸
帳
砕
保
存
管
守
ノ
耶
｣
に
つ
い
て
の
史
料
は
な
か
っ
た
.

大
区
小
区
､
連
合
戸
長
の
広
域
村
の
段
階
に
は
単
独
相
の
機
能
も
維
持
し
て
い
る
が
､
広
域
相
は
行
政
の
末
端
組
純
の
性
格
が
浪
-
I

戸
長
役
場
史
料
論

(四
､
完
)

(丑
木
)

l≡



史
料
飽
研
究
紀
要

第
二
八
号

三
二

単
独
村
は
共
同
体
維
持
機
能
が
濃
い
た
め
に
､
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
応
じ
て
広
域
村
の
史
料
構
造
と
単
独
村
の
史
料
構
造
と
は
異
な
っ
て

い
た
｡
広
域
村
の
あ
り
方
も
激
変
し
て
お
り
'
ま
た
'
地
域
的
特
色
も
大
き
い
と
思
わ
れ
る
｡
嘉
実
相
'
中
之
条
村
の
事
例
か
ら
'
広
域

村
へ
は
単
独
村
の
概
況
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
史
料
'
土
地

･
戸
籍

]
徴
兵
の
台
帳
類
お
よ
び
現
用
文
書
を
引
き
継
ぎ
'
そ
れ
以
外
は
単

独
村
で
保
存
し
た
｡
そ
の
後
は
広
域
村
の
行
政
事
務
に
応
じ
て
史
料
は
作
成

･
蓄
積
さ
れ
､
府
県
官
職
別
の
規
定
に
従
っ
て
整
理

･
保
存

L
t
先
に
紹
介
し
た
和
歌
山
県
の
規
定
の
よ
う
に
'
町
村
ご
と
に
区
分
し
て
史
料
を
保
存
し
た
｡
本
稿

(そ
の
三
)
で
紹
介
し
た
栃
木
県

河
内
郡
江
曽
島
村
の
事
例
の
よ
う
に
連
合
村
と
は
別
に
単
独
相
で
史
料
を
保
存
し
て
お
り
'
群
馬
県
新
田
郡
鹿
村
外
三
ケ
柑
連
合
で
は
'

単
独
村
の
史
料
は
混
合
す
る
こ
と
な
-
そ
れ
ぞ
れ
区
分
し
て
保
存
L
t
広
域
村
の
連
合
戸
長
役
場
史
料
と
は
別
に
保
存
し
て
お
り
､
単
独

村
は
機
能
を
維
持
す
る
と
と
も
に
そ
の
史
料
も
保
存
し
､
史
料
の
保
存
機
関
が
二
重
と
な
っ
た
｡
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
は
'
広
域
村
に
保
存

さ
れ
た
史
料
群
は
共
同
体
維
持
機
能
は
少
な
く
'
国
政
委
任
事
務
､
府
県
郡
区
事
務
を
中
心
と
し
て
お
り
､
単
独
村
の
史
料
群
は
そ
れ
と

と
も
に
共
同
体
維
持
事
務
を
含
む
点
で
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
し
か
し
､
広
域
相
は
異
な
る
組
み
合
わ
せ
で
改
変
さ
せ
ら
れ
た
た
め

に
､
保
存
史
料
も
流
動
的
で
あ
っ
た
｡
町
村
合
併
後
は
広
域
相
が
ほ
ぼ
確
定
し
､
旧
来
の
史
料
の
一
部
を
町
村
役
場
で
保
存
す
る
と
と
も

に
'
作
成

･
授
受
す
る
史
料
が
増
加
し
､
大
字
と
な
っ
た
単
独
村
が
旧
来
の
史
料
の
一
部
を
保
存
し
､
さ
ら
に
共
同
体
維
持
に
関
す
る
史

料
を
作
成

･
授
受
し
た
が
､
前
者
が
共
同
体
維
持
機
能
も
吸
収
し
て
い
っ
た
た
め
に
後
者
が
作
成

･
授
受
す
る
史
料
は
減
少
し
'
町
村
役

場
が
膨
大
な
史
料
を
蓄
積

･
保
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
｡

3

現
存
史
料
に
み
る
戸
長
役
場
史
料
の
構
造

引
継
目
録
か
ら
み
た
戸
長
役
場
史
料
の
構
造
を
解
明
し
た
が
'
引
継
日
録
が
史
料
群
の
実
態
を
表
現
し
た
の
か
疑
問
が
あ
る
の
で
､
現

(24
)

存
史
料
か
ら
戸
長
役
場
史
料
の
構
造
を
検
討
し
た
い
｡
埼
玉
県
大
里
郡
大
麻
生
村
の
古
沢
家
文
書
を
事
例
と
す
る
｡
大
麻
生
材
は
近
世
に



旗
本
大
久
保
氏

(五
〇
〇
石
)
'
旗
本
戸
田
氏

(四

一
石
余
)
'
川
越
洋
領

(五
石
余
)
の
三
給
地
で
あ
り
､
大
久
保
領
は
上
組
'
下
組
に

別
れ
'
古
沢
家
が
上
組
の
名
主
､
須
永
家
が
下
組
の
名
主
を
務
め
'
戸
田
領
'
川
越
洋
領
は
古
沢
家
の
1
族
が
名
主
を
務
め
､
川
越
洋
領

の
名
主
は
古
沢
家
が
兼
帯
し
た
こ
と
も
あ
る
.

1
八
七

1
年
四
月
四
日
､
公
布
さ
れ
た
戸
籍
法
に
も
と
づ
-
戸
結
区
雪

浦
和
県
第

二

区
に
所
属
し
､
上
中
粂
村
の
権
田
健
長
が
戸
長
に
な
り
､
古
沢
花
三
郎

･
須
永
普
郎
兵
衛

(後
､
政
義
)
が
名
主
兼
任
で
別
戸
長
に
任
命

さ
れ
'
年
番
で
務
め
た
｡

同
年
'
廃
藩
置
県
に
よ
り
入
間
県
が
設
置
さ
れ
る
と
同
県
に
所
屈
し
､
七
二
年

1
0
月
'
区
長

･
副
区
長
を
置
き
大
区
小
区
の
設
置
を

認
め
る
大
蔵
省
布
告

1
四
六
号
に
先
立
ち
､
同
年
三
月
'

二

大
区
九
四
小
区
を
設
置
し
､
大
麻
生
相
は
節
八
大
区
二
小
区
に
次
の
1
三

か
町
村
と
と
も
に
所
属
L
t
小
区
に
戸
長
'
各
町
村
の
名
主
を
副
戸
長
､
組
頭

･
百
姓
代
を
准
副
戸
長
と
し
て
設
置
し
た
｡
三
ケ
尻
村
の

権
田
仙
五
郎
が
戸
長
に
任
命
さ
れ
'
大
麻
生
村
で
は
同
じ
-
古
沢
花
三
郎

･
須
永
苦
郎
兵
衛
が
別
戸
長
に
任
命
さ
れ
た
｡

三
ケ
尻
柑

久
保
島
村

新
堀
新
田

十
六
関
村

代
柑

新
堀
柑

高
柳
村

新
島
村

広
瀬
相

原
島
村

小
島
柑

川
原
明
戸
村

武
妹
村

翌
七
三
年
五
月
､
戸
長
を
副
区
長
､
副
戸
長
を
戸
長
､
准
副
戸
長
を
副
戸
長
､
百
姓
代
を
立
会
人
と
改
称
し
た
｡

七
三
年
六
月
､
入
間
県
と
群
馬
県
と
を
合
併
し
て
熊
谷
県
が
成
立
す
る
と
'
同
県
に
所
属
し
た
｡
大
区
小
区
は
従
来
ど
お
り
の
ま
ま
で
'

名
称
だ
け
南
第
八
大
区
二
小
区
と
改
称
し
､
権
田
健
長
が
副
区
長
､
古
沢

･
須
永
が
戸
長
で
あ
っ
た
｡

七
六
年
八
月
､
熊
谷
県
の
武
蔵
国
分
を
埼
玉
県
に
吸
収
し
た
の
で
､
大
麻
生
村
は
埼
玉
県
に
所
属
し
た
｡

さ
ら
に
'
七
八
年
七
月
二
二
日
､
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
り
､
町
村
ご
と
に
戸
長
を
置
き
､
須
永
政
義
と
古
沢
花
三
郎
が
戸
長
に
任
命

さ
れ
た
｡
八
四
年
に
大
麻
生
村

･
広
潮
村

･
小
島
村

･
武
淋
村

･
川
原
明
戸
村
の
五
か
村
が
迎
合
し
､
大
麻
生
村
に
戸
長
を
低
さ
､
八

一

年
に
そ
の
五
か
村
が
合
併
し
て
大
麻
生
材
に
な
っ
た
｡

戸
長
役
場
史
料
論

(四
'
完
)

(丑
木
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

三
四

古
沢
花
三
郎
は
八
〇
年
二
月
に
戸
長
を
辞
職
L
t
八

1
年

1
1
月
ま
で
大
麻
生
村
の
筆
生
を
務
め
'
同
年
に
大
里

･
旗
羅

･
榛
沢

･
男

会
郡
役
所
に
勤
め
､
七
五
年
に
北
足
立
新
座
郡
役
所
､
七
六
年
に
埼
玉
県
庁
に
勤
め
'
八
八
年
か
ら
蚕
糸
業
関
係
の
拡
業
会
社
'
蚕
糸
業

組
合
等
に
勤
務
L
t
九
三
年
か
ら
土
木
請
負
業
を
始
め
た
｡
こ
の
た
め
､
古
沢
家
に
は
八

一
年
ま
で
の
戸
長
役
場
史
料
が
保
存
さ
れ
て
い

た
が
'
そ
の
後
の
史
料
は
な
い
｡
な
お
'
大
麻
生
村
に
は
古
沢
家
以
外
の
史
料
群
の
保
存
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
｡

大
麻
生
村
で
は
二
人
置
か
れ
た
戸
長
が
'
年
番
で
務
め
た
の
で
'
史
料
を
次
の
と
お
り
そ
の
つ
ど
引
き
継
ぎ

(史
料
番
号
三
三

一
)
～

名
主

二
戸
長
の
私
宅
に
保
存
L
t
郷
蔵
や
帳
蔵
な
ど
の
史
料
保
存
施
設
は
な
か
っ
た
.

明
治
八
年
二
月

一
日
年
番
引
送
り
こ
付
諸
帳
簿
預
ル

内
一
地
租
納
通

一
地
券
明
細
帳

一
質
地
帳

一
流
地
留

一
書
入
留

一
田
畑
名
寄
元
帳

1
社
寺
潰
家
其
他
地
券
状

一
戸
籍
大
帳

外

一
切
ノ
雑
書
類
付

一
非
常
人
足
綴
込
請
印
帳

壱

七
冊
二
冊
一
冊

一
冊

元
上
下
二
冊

数
枚

一
冊

一
冊



一
非
常
御
用
旗

一
同
人
足
印
鑑
帳

一
同
高
張
提
灯

一
明
治
六
年
皇
太
神
大
麻
頒
布
録

一
同
質
入
喜
入
借
金
共
明
細
村
留
帳

1
明
治
八
年
就
学
不
就
学
下
調
帳

一
生
徒
月
謝
取
立
帳

一
上
下
夫
銭
帳

一
河
原
地
夫
銭
帳

l
地
方
改
正
中
出
頭
其
他
入
費
帳

一
同
断
事
務
取
扱
帳

一
流

十
六
枚

壱
ホ
ロ

壱
冊

一
冊

1
冊

一
綴

二
冊

二
冊
二
冊

横
帳〟〟

〟

〟〟〟

一
冊

竪
帳

七
五
年
に
前
年
の
年
番
戸
長
の
須
永
か
ら
当
年
の
年
番
戸
長
の
古
沢
が
諸
帳
枠
を
預
か
っ
た
記
録
で
あ
る
｡
し
か
し
､
二
月
六
日
に

｢明
治
七
年

1
月
以
来
月
々
増
減
帳

一
冊
｣
を
須
永
か
ら
受
け
取
っ
て
お
り
､
戸
長
役
場
史
料
全
部
で
は
な
く
､
前
戸
長
が
必
要
と
判
断

し
た
史
料
だ
け
を
引
き
継
ぎ
､
そ
の
後
も
必
要
に
応
じ
て
引
き
継
い
だ
の
で
あ
る
｡
翌
七
六
年

一
月
二
五
日
に
は
古
沢
か
ら
新
年
番
戸
長

の
須
永
へ
次
の
と
お
り
引
き
継
い
だ
｡

明
治
九
年

一
月
廿
五
日
年
番
引
送
り
こ
付
左
之
通
須
永
政
益
方
へ
引
渡

一
戸
籍
大
帳

1
地
券
下
詞
帳

戸
長
役
場
史
料
論

(四
'
完
)

(丑
木
)

壱
冊
七
冊

外

こ
総
計
帳
壱
冊



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

一
同
名
寄
大
帳

一
質
地
帳

一
書
入
留

一
流
地
留

一
印
鑑
帳

一
質
地
証
文
雛
形

一
夫
銭
割
合
帳

下
夕

七
冊

外
こ
番
外
帳
弐
冊

弐
冊

ノヽ 冒̀ 'if 官̀ 官̀
冊 冊 冊 冊 冊

1
明
治
八
年
第
壱
番
よ
り
六
番
迄
ノ
御
布
告
請
印
帳

六
冊

外
こ
地
租
改
正
調
之
雛
形
御
達
い
つ
面
付

壱

綴

一
学
校
費
用
割
請
印
帳

壱
冊

一
廻
状
箱

壱
ツ

(｢公
書
出
入
簿
｣
史
料
番
号
三
三

こ

前
年
に
須
永
か
ら
引
き
継
い
だ
史
料
全
部
で
は
な
く
戸
籍
'
土
地
'
地
租
改
正
'
学
校
､
夫
銭
関
係
の
当
面
必
要
な
現
用
史
料
を
引
き

継
ぎ
'
そ
れ
以
外
は
古
沢
家
で
預
か
っ
て
い
た
｡
須
永
も
同
様
に
必
要
に
応
じ
て
書
類
の
引
き
継
ぎ
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
｡
年
番
の
史

料
引
き
継
ぎ
は
現
用
文
書
の
う
ち
特
に
必
要
と
思
わ
れ
る
史
料
だ
け
を
対
象
と
し
､
そ
れ
以
外
は
旧
年
番
が
保
管
し
た
｡
名
主
史
料
を
戸

長
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
せ
ず
に
､
現
用
史
料
の
う
ち
必
要
な
史
料
だ
け
を
引
き
継
ぎ
'
残
余
は
名
主
を
務
め
た
家
で
保
管
し
､
必
要
に
応

じ
て
提
供
し
あ
っ
た
の
で
'
両
家
に
大
麻
生
材
戸
長
役
場
史
料
が
分
散
し
て
蓄
積
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

八
〇
年
七
月
に
戸
長
を
辞
職
L
t
筆
生
で
あ

っ
た
古
沢
が

｢公
有
記
録
目
録
下
調
帳
｣
を
作
成
し
た

(史
料
番
号
三
二
〇
)｡
古
沢
家

と
須
永
家
と
に
分
有
し
て
い
た
名
主
史
料
お
よ
び
戸
長
役
場
史
料
を
調
査
し
て

一
括
し
て
保
存
管
理
す
る
た
め
で
あ
っ
た
｡
調
査
に
あ
た



っ
て

｢御

1
新
以
前
之
書
物
｣
で
あ
る

｢古
書
類
｣
と
､
｢御

一
新
以
後
の
書
物
｣
で
あ
る

｢新
香
｣
に
二
大
別
し
､
前
者
は

｢全
備
ス

ル
能
ハ
ザ
ル
モ
ノ
ニ
付
大
略
部
類
ヲ
分
課
｣
L
と
'
名
主
史
料
は
非
現
用
文
書
で
あ
-
数
人
の
名
主
の
私
宅
に
あ
る
た
め
に
全
備
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
り
'
可
能
な
限
り
調
査
し
た
が
､
結
局
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
後
者
は

｢全
備
セ
シ

ム
ベ
シ
モ
ノ
こ
付
課
目
ヲ
明
瞭
二
掲
ケ
｣
る
こ
と
を
取
調
心
得
と
し
､
古
沢
家
と
須
永
家
と
に
あ
る
現
用
文
書
の
戸
長
役
場
史
料
を
全
備

L
t
こ
の
目
録
を
作
成
し
た
の
で
あ
る

(史
料
番
号
五
九
九
)
0

｢公
有
記
録
日
録
下
調
帳
｣
で
は
戸
長
役
場
史
料
を
次
の
一
四
課
に
分
類
し
て
記
録
し
た
｡

合
計
六
六
七
点
の
書
類
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
､
そ
の
う
ち
江
戸
時
代
と
思
わ
れ
る
も
の
は
五
人
組
帳
二
冊
だ
け
で
あ
り
､
そ
れ
以
外

は
す
べ
て
戸
長
時
代
の
も
の
で
あ
る
｡
上
段
に
示
す
府
県
官
職
制
で
定
め
ら
れ
た

｢戸
長
職
務
ノ
枕
目
｣
と
は
次
の
と
お
り
対
応
し
て
い

る
｡
(A
)
｢第

一

(B
)
｢第
二

(C
)
｢第
三

(D
)
｢第
四

(E
)
｢第
五

(F
)
｢第
六

(G
)
｢第
七

布
告
布
達
ヲ
町
村
内
こ
示
ス
事
｣

｢第

1
課

地
租
及
諸
税
ヲ
取
越
メ
上
納
ス
ル
串
｣

｢第
三
課

｢第
十
三
課

戸
籍
ノ
事
｣

｢第
四
課

徴
兵
下
詞
ノ
事
｣

｢第
六
課

官
係
畜
類
｣

貢
租
取
立
こ
関
係
ス
ル
蕃
類
ノ
部
｣

雑
税
関
係
用
畜
類
ノ
部
｣

戸
籍
関
係
書
朝
ノ
部
｣

徴
兵
関
係
書
類
ノ
部
｣

地
所
建
物
船
舶
質
入
審
人
並
こ
売
買
こ
奥
寄
加
印
ノ
事
｣

｢第
十
四
課

諸
証
文
割
印
帳
ノ
部
｣

地
券
台
帳
ノ
事
｣

｢第
二
課

地
方
関
係
畜
類
ノ
部
｣

迷
子
捨
児
及
ヒ
行
路
病
人
変
死
人
其
他
事
変
ア
ル
ト
キ
ハ
警
察
署
こ
報
知
ノ
事
｣

戸
長
役
場
史
料
論

(四
'
完
)

(丑
木
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

(H
)
｢第
八

天
災
又
ハ
非
常
ノ
難
二
通
ヒ
日
下
窮
迫
ノ
者
ヲ
具
状
ス
ル
事
｣

(Ⅰ
)
｢第
九

孝
子
節
婦
其
他
篤
行
ノ
者
ヲ
具
状
ス
ル
事
｣

(Ⅰ
)
｢第
十

町
村
ノ
幼
童
就
学
勧
誘
ノ
事
｣

｢第
八
課

学
校
関
係
書
類
｣

(K
)
｢第
十

一

町
村
内
ノ
人
民
ノ
印
影
簿
ヲ
整
置
ス
ル
事
｣
-

(L
)
｢第
十
二

諸
帳
簿
保
存
管
守
ノ
事
｣

(M
)
｢第
十
三

官
費
府
県
費
こ
係
ル
河
港
道
路
堤
防
橋
梁
其
他
修
繕
保
存
ス
ヘ
キ
物
こ
就
キ
利
害
ヲ
具
状
ス
ル
事
｣

｢第
十

一
課

荒
川
水
防
御
普
請
書
類
ノ
部
｣

(N
)
｢右
ノ
外
府
知
事
県
令
又
ハ
郡
区
長
ヨ
リ
命
ス
ル
所
ノ
事
務
ハ
規
則
又
ハ
命
令
二
依
テ
従
事
ス
ヘ
キ
事
｣

｢第
七
課

衛
生
書
類
ノ
部
｣

｢第
拾
課

勧
業
用
書
類
｣

(o
)
｢其
他
町
村
限
り
道
路
層
梁
用
悪
水
ノ
修
繕
掃
除
等
凡
ソ
協
議
費
ヲ
以
テ
支
弁
ス
ル
事
件
ヲ
幹
理
ス
ル
ハ
此
二
掲
ク
ル
所
ノ
限
二
在

ラ
ス
｣

｢第
五
課

村
費
帳
簿
類
ノ
部
｣

｢第
九
課

用
水
路
書
類
｣

｢第
十
二
課

庶
経
書
類
ノ
部
｣

｢戸
長
職
務
ノ
概
目
｣
の
G
t
H
t
I
､
K

(七
六
年
の
引
継
目
録
に

｢印
鑑
帳
｣
が
あ
る
の
で
作
成
は
さ
れ
た
)
t
L

(｢公
有
記
録

日
録
下
調
帳
｣
が
該
当
す
る
)
に
対
応
す
る
史
料
は
記
載
し
な
い
が
'
そ
れ
以
外
は
戸
長
の
機
能
に
対
応
し
て
史
料
を
整
理
し
た
｡

(N
)
府
県
郡
区
限
り
の
事
務
は
国
か
ら
府
県
郡
区
へ
委
任
し
た
事
務
で
あ
り
'
基
本
的
に
は

(A
)
～

(M
)
と
等
質
で
あ
る
｡



表2 ｢公有記録 目録下調帳｣と古沢家文書との比較表

戸
長
役
場
史
料
論

(四
､
完
)

(丑
木
)

｢公有記録日緑下調帳｣ 古沢家文書

節-課 官係書類ノ部 布告 .

布達7-12年御布告達 54冊12年御布告布達摘要 4冊10-12年御布告受領表 4冊 それ以前の6年の布告留があるその後の13年､14

年分がある11､12年御用留 . 2冊埼玉県会日誌 2冊地租改正ニ係ル御布告達 1冊11年番上書類抑 1冊御布告請印帳 1冊その他布達類 5件､7点 前後の御用留はある7年の訪印帳､および本文のな

い訪印帳がある小計 76点 200点 (布告 .布達､布告訪印帳､回申､御

用留公用日記)節二課 地方関係畜

類ノ部 土地 .地租改正地券台帳抑 7柑地券名寄帳 11冊改正地引帳抑 4冊地価帳紬 7冊改正地拾帳 7冊改正地引絵図 1通改正名寄帳 6冊地引下調帳 33冊斜縄帳 35冊
三斜野帳 28冊 9冊あり地価帳総計苔あり地引

帳写3冊､未箱綴地引帳1

綴あり未肘綴の三斜図がある地租改正ニ付キ村内一般論定番 1冊

地券下調差上侯ニ付村方誠定番がある地租改正御用留 1冊その他地租改正関係 8件､10点夫銭割付台帳 6冊畑方本机割付帳 2仲村入用夫践割帳 5冊
地券御改正日記がある柑入用帳がある田

畑宅地地位等級番号帳 1冊 地位等級調がある山林原野地価下調帳 3冊売渡地所収調帳 1冊地券証番換磁軸 6冊芝地割野帳 1綴共有地連名持 2冊 山林

原野地価一筆限取調帳があ

る地券証番換願和あり共有地連

名持3冊あり地位等級衣抑 1部 地位等級衣3冊がある荒地反別取調帳
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｢公有記録日録下調帳｣ 古沢家文書

小計 334点 835点 (反別 .名寄帳､荒地 .開墾､芝地
.原也 .萩畑 .珠場､公有地 .共有地､官

有地取調 .払下､割地､売買 .質入取調､土

地諸事､小作証文､改正布達 .廻状､改正日

誌 .覚､議定番 .誓約書､改正費用､地券印

税､野帳 .縄入帳､改正反別書上､地位等政

調､地価帳､地券､地券受取 .

預証､地券書換)第三課 貢租取立ニ関係

スル書類ノ部 租税地租納高帳 3冊田畑租割付帳 14冊 田畑

宅地租割付帳12冊がある田畑租取立帳 5冊一人限免税下渡帳 3冊的治12年地租取立帳 8冊その他租税関係 5件､8点 畑方租税取立帳がある

明治11年地租取立帳5冊がある小計 41点 504点 (
租税布告 .達､租税取調 .書上､割付梶 .割

賦帳､取立帳､皆済帳､租税請取､国役金､上納 .未納取調帳,願書 .講書 .

議定書)第四課 戸籍関係書類ノ

部 戸籍戸籍台帳 1冊 戸籍下調帳がある出入寄留人畜上帳 2冊月々人員増限調 2冊送入籍写帳 = 1冊送入籍留 2冊 寄留入善上2

冊､寄留人取調書上帳下タがある p送入籍証がある印鑑帳 2冊五人組帳 2冊その他戸籍関係 51件､57点 明海3年御条目五人組啓上帳2冊がある 二.

小計 69点 416点 (戸藷調､送入籍､受持届､欠落届､相
続､加籍 .分籍 .除籍､離縁､寄留､

死亡届､棄子､戸籍諸事)第五課 村費帳簿類ノ部 民費 .村費民費表 1綴村費表 32冊村費課出帳 2

冊学資金割合取立帳 1冊その他村費費 1件､1点 2-12年民費表あり村費取調帳､村

費由がある小計 37点 519点 (民費取調
.香上帳､村費取調 .書上帳､村入用帳､民費I.村費割合 .取



｢公有記録E]録下調帳｣ 古沢家文番

天保七申年山生ヨリ安政六末年迄山生者国民軍名神抑 23冊国民軍加除調 1冊国民碍異動調 2相 明治14年国民軍異動調2冊が
ある徴兵適齢届 6冊 徴兵年齢

届がある満十七才届 8柑国民TL現在人只表 3什その他徴兵関係 2件､2点 十

七才調がある小計 45点 77点 (徴兵用務､徴兵調､国
民鞘調､93子取調 .古上､

徴兵免除､失投屈)節七課 衛生

番琉ノ部 村 (衛生)粒痘苗小児調怨 1冊 種痘前/Nu収調帳3冊がある

小計 1点 29点 (衛

生)約八課 学校関係書斬 学研学校資本金取調帳 5付 学校溌本金山納沖があ

る学齢調査録 4冊 学齢調査録5冊あり小計 9点 217点 (学部願番 .屈､学齢人El取調帳､学校
狩川取立帳､生徒月謝取立帖､学祭金､大麻学

校､丑尻学校,学串謂叫)節九課 用水路杏Hi 用

水用水札組改正元帳 2相 用水札組改正元調帳2冊がある字大ケ由掛渡非御普請斬古郡用水路維持方法改正議定昏

1冊用水勤人足札組込帳 1冊 字大ケ由江一件書類36点がある用水勤人足札組込帳1付あり

用水札組帳 2冊その他用水関係 3rF､3点 用水札

組帳3什あり小計 7点 567点 (用水普講 .汝探
､堪修絹､用水人足札組帳､用水人足､FT

7水焚､水口城敷一作､水中､大麻生堰､奈良堰蛇砥取払一作､三堰組合地価

願一作､成田堰一作､字大ケ由比一作､用水諮-班)節拾課 勧業川谷Wl 勧業明治六年分ヨリ物

産取調帳 6冊同九年ヨリ物産取調辞 8冊 明治7､13年物産取調

ぴ上鵬 (下線)2相がある小計 14点 209点 (物産

調､寅雄､荘衣 .魁糸､軌業諸子Jf)約十一課 荒川水防御津貢i一也.mノ部 用水 (川除普調)

荒川通水防御普請桁詐1通
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第十二課 庶維畜類ノ部

柿松本七五郎 .松本又三郎水屋一件熟談為取扱証印 1冊賭博取締方小前訪印帳 1冊明治十一年分琴上香美附口 1綴山林野荒シ取締議定昏 1冊 賭博取締議定否がある下

昏きがある村会議決苔 1冊 明治12年の
村会議決杏あり積石取詞帳 1冊 税

穀代金取調帳がある田中伝次郎官有地拝借願普類 . 1綴県会議員被選挙人名符 1冊同 選挙権人名簿 1冊同 増減調 1冊その他村政関係 2件､2点 田中

伝次郎新市36点がある小計 12点 699点 (村由緒 .
村況､県政､村役人､村政､戸長役場古郡目

録､願香 .上申書､村議定番､判取帳､大区小

区､村会､治安､衛生､共有金)第十三課 雄税関係用雷類ノ部

租税 (鑑札税..営栄税 .雑種税)諸鑑札取扱帳

1冊維税台帳 1冊雑税取立帳 1冊小計 3点 97点 (鑑札税 .営業税 .雑種税､酒造､荷車､

銃猟)第十四課 諸証文割印帳ノ部 金

融明治六年二月付質地割印帳 1冊 質地証文がある質地其他柑留帳 1冊吾人割印帳 9冊地所売買留 5冊諸建物番人売買留 2
点頼母子番人割印帳 1冊

田畑質地井罰流地取調帳があ

る田地売買質入取調帳がある析母子証文押印帳があ

る小計 19点 2
63点 (局 .願番等､土地売買 .質入等奥印､析

母子､相続講外)その他道路 .橋梁 (里程

等調書､普請､渡船)､社寺 (社寺取調 .書上､社寺諸事､正光寺､宝



(o
)
は
第
五
課
'
第
九
課
､
第
十
二
課
を
設
置
し
て
分
類
し
て
お
り
'
政
肘
が
七
八
年
に
定
め
た

｢戸
長
職
務
ノ
枕
日
｣
に
対
応
し
て
､

大
麻
生
材
に
史
料
の
な
い
項
目
を
除
き
､
独
自
の
項
目
を
入
れ
て
戸
長
の
機
能
を
基
本
に
し
て
史
料
の
実
態
に
即
し
て
戸
長
役
場
史
料
の

整
理
基
準
を
設
定
し
た
の
で
あ
る
｡

｢公
有
記
録
日
録
下
調
帳
｣
に
記
載
さ
れ
た
史
料
と
現
存
す
る
古
沢
家
文
沓
と
を
比
較
検
討
す
る

(衣
2
)O
｢約

7
課
官
係
苗
斬
ノ
部
｣

に
御
布
告
請
印
帳
が
記
載
さ
れ
て
お
り
､
古
沢
家
文
番
に
明
治
七
年
の
御
布
告
請
印
帳
が
あ
る
が
'
同

一
で
あ
る
か
ど
う
か
特
定
で
き
な

い
.
第
三
課
に
田
畑
租
割
付
帳

1
四
冊
が
あ
り
､
古
沢
家
文
宙
に

1
1
年
の
田
畑
宅
地
租
割
付
帳

1
二
相
が
あ
る
が
､
こ
れ
も
特
定
で
き

な
い
.
同
様
に
同
名
の
史
料
が
両
者
に
あ
る
が
年
度
が
確
定
で
き
な
い
た
め
に
同

1
で
あ
る
か
特
定
で
き
な
い
史
料
が
あ
る
｡
節

1
課
に

明
治
七
年
～
十
二
年
の
御
布
告
達
が
記
載
さ
れ
て
お
り
'
古
沢
家
文
古
に
は
そ
の
年
皮
の
も
の
な
い
が
そ
れ
以
前
の
六
年
の
布
告
留
が
あ

-
､
御
用
留
は
十

1
､
十
二
年
分
が
記
載
さ
れ
､
古
沢
家
文
番
に
は
前
後
の
御
用
留
が
あ
る
O
現
川
文
苗
と
し
て
史
料
に
よ
り
二
年
間
か

ら
五
年
間
分
の
史
料
を

｢公
有
記
録
目
録
下
調
帳
｣
に
記
載
し
た
よ
う
で
あ
る
｡
古
沢
家
文
書
で
布
告

･
布
達
に
分
類
し
た
史
料
に
は

｢公
有
記
録
日
録
下
調
帳
｣
に
記
載
さ
れ
な
い
個
々
の
回
申
が
含
ま
れ
る
｡
｢節
二
課
地
方
関
係
酋
斬
ノ
部
｣
で
は
ー
目
録
に
あ
る
地
引
下

調
帳
は
現
存
し
な
い
が
､
地
引
帳
写
が
あ
り
､
｢第
四
課
戸
籍
関
係
書
類
ノ
部
｣
で
は
戸
籍
台
帳
に
代
わ
っ
て
戸
給
下
朋
帳
が
あ
り
､
送

入
籍
留
に
か
わ
っ
て
個
々
の
送
入
結
証
が
あ
り
､
古
沢
家
文
古
に
は
写
や
下
羽
幌
'
お
よ
び
細
か
な
断
片
的
な
史
料
が
多
い
｡
｢公
布
記

録
目
録
下
調
帳
｣
に
記
載
さ
れ
た
史
料
の
一
部
は
古
沢
家
文
書
に
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
､
多
-
は
古
沢
家
文
智
に
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
史
料
で
あ
る
O
｢公
有
記
録
目
録
下
調
帳
｣
に
記
載
し
た
史
料
を
大
麻
生
村
戸
長
役
場
史
料
と
し
て
幻
永
家
に
引
き
継
ぎ
'
そ

れ
以
外
の
写
し
､
細
や
個
々
の
史
料
を
須
永
家
に
引
き
継
が
ず
､
古
沢
家
に
保
存
し
た
の
で
あ
る
｡
同
株
に
幻
永
家
に
あ
っ
た
史
料
の
1

部
を
古
沢
家
文
書
と
と
も
に
戸
長
役
場
史
料
と
し
て

｢公
有
記
録
日
録
下
調
帳
｣
に
記
載
し
'
残
余
の
史
料
を
銅
永
家
で
保
存
し
た
の
で

あ
る
｡
す
な
わ
ち
'
大
麻
生
材
戸
長
役
場
史
料
は

｢公
有
記
録
日
録
下
調
帳
｣
記
載
史
料
'
年
番
戸
技
で
あ
っ
た
古
沢
家
文
番
､
須
永
家

戸
長
役
場
史
料
論

(四
'
完
)

(丑
木
)

四
三
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四
四

文
書

(古
沢
が
戸
長
退
職
後
は
須
永
が
町
村
合
併
ま
で
単
独
で
戸
長
を
務
め
た
た
め
'
八
一
年
以
後
の
史
料
も
管
理
し
た
と
思
わ
れ
る
が
'

現
存
し
な
い
)
か
ら
構
成
さ
れ
'
古
沢
家
文
書
は
戸
長
役
場
史
料
の
う
ち
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
部
分
で
あ
り
､
通
常
の
戸
長
役
場
史
料

で
は
み
る
こ
と
の
で
き
な
い
史
料
が
多
い
｡

な
お
'

一
八
八

一
年

二

月
に
戸
長
代
理
筆
生
を
辞
職
し
た
古
沢
花
三
郎
か
ら
戸
長
須
永
政
義
に
､
｢公
有
記
録
目
録
下
調
帳
｣
後
に

作
成
'
蓄
積
さ
れ
た
史
料
の
う
ち
､
戸
長
役
場
史
料
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
が
適
当
と
判
断
さ
れ
た
戸
籍
台
帳
､
地
所
売
買
割
印
帳
'
質

地
帳
'
戸
籍
加
除
詞
書
､
地
価
帳
'
村
費
割
台
帳
'
学
校
資
割
取
立
帳
な
ど
三

1
冊
の
公
用
文
書
と
と
も
に
'
戸
長
役
場
印
､
宋
肉
な
ど

を
引
き
継
ぎ
'
こ
れ
ら
の
公
用
文
書
等
は
古
沢
家
で
保
存
し
な
-
な
っ
た

(史
料
番
号
二
三
三
)
0

古
沢
家
文
書
に
み
る
戸
長
役
場
史
料
の
う
ち
整
理
済
み
分
は
四
九
〇
三
点
あ
り
､
そ
れ
以
外
に
名
主
関
係
が
三
三
三
八
点
'
家
関
係
が

三
九

一
八
点
あ
る

(表
3
)
｡
本
来
は
須
永
家
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
史
料
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
'
残
念
な
が
ら
失
わ
れ
て
い

表3 古沢家文書点数

項 目 点数 件

数戸 長 3.808 ■4

.903布告 .布達 1

85 200布告 .布達 72 92

布告訪印帳 20

21回章

30 32御用留 35 38

公用日記 29

30村 446 728

村由緒 69

84県政 5 5村

役人 53 54村政 80 90

戸長役場書類日録

14 15願啓 .上申昏 14 1

7村議定書 18

18判取帳 ll 1

6大区小区 l

l 13村会 26

245治安 104 1

20衛生 21 29

税穀 3 3共

有金 _ 5 5民焚 .村費

385 519民費取調 .書上帳 . 29 3

7村平取詞 .書上帳 65 114

村入用帳 17 27

民党.村焚割合.取立帳

89 143川原番

人給料 34 39村費出納

138 147村費諸

事 12 12土地 294 331

反別 .名寄帳 54



戸
長
役
場
史
料
論

(四
､
完
)

(丑
木
)

加籍 ･分路･除籍届

寄留届

出生届

死亡届

埋葬届

棄子

戸籍諸部

徴兵

徴兵用務

徴兵調

国民軍調

男子取調 ･古上

徴兵免役

失綜屈

勧業

物産調

蚕種

養蚕･製糸

勧業言的 i

金融

届 ･断む等

土地光TZ･質入等奥

頼母子

相続講外

道路 ･橋染

里程等調怨
普謂

渡船 ･船･JCrT
用水

用水普貢f7･汝況
堰修楢

川除普昌I.JS

用水人足札組帳

用水人足

用水資

水口堀敷一件

水車

大麻生堰

奈良堰蛇篭取払一件

三堰組合地価願一件

成田堰一件

20

43

5

21

7

6

38

68

14

7

8

27

4

9

127

13

62

27

25

227

42

154

18

13

65

8

54

3

426

16

13

28

12

21

59

14

28

42

66

42

54

23

43

5

21

7

10

38

77

20

7

8

28

5

10

209

69

70

33

37

263

46

184

19

14

81

14

64

3

567

17

13

33

12

21

64

16

36

46

109

93

62

小作証文

土地諸事

地租改正

改正布達 ･廻状

改正日誌 ･党

議定書 ･誓約当=

改正費用

地券印税

野帳 ･純入院

改正反別沓上

地位等級調

地価帳

地券

地券名寄帳

地券取調帳

地券受取 ･刑証

地券沓換

81税

布告 ･達

租税取調 ･び上

割付帳 ･割賦帳

取立帳

骨折帳

81税調取

回役金

上納 ･未納取羽幌

願苔 ･読替 ･誠定む

鑑札税･営業税･雑種税

酒造

荷串
漁業

銃猟

田中伝次郎斬lII

戸祐

戸籍調

戸冶番号帳

戸籍衣

送入枯

受給届

欠落届

相続

6

11

69

13

38

5

49

11

26

ER
69

23

6

12

8

16

35

30

8

45

45

85

1

10

9

31

46

59
20

23

5

19

24

52

34

10

21

80

7

34
2

3

4

3

6

11

馳

13

舶

5

ER
15

27

は

69

3｡

1l

l6

8

20

訓

504

9

49

49

96

1

11
9

31

48

97

20

23

5

23

36

416

76

11

23

80

7

40

3



史
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館
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究
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節
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号

字大ケ島琵一件 22 3

6用水諸事

9 9学事 1

96 217学事原書

.局 31 31学齢人貝取調 13 17

学校費用取立 31

32生徒月謝取立 10 10

学資金 17 17

大麻学校 57

69整尻学校

17 19学事諸事

20 22社寺 200 247

社寺達 .願古 .局 9 ･

9社寺取調 .啓上 53 69

寺院 4 7大麻配布 .参宮等 13 13

正光寺 62

75宝蔵寺 12 1

9五社稲荷社 .八荒神 28

34社寺諸事 19 2

3興行 27 27名主 3,13

5 3,338古沢衣 3.275

3.918合計 10.21812
.
159

r武蔵国大里郡大麻生村古沢家文昏(その1
､
その2)｣(史料館所蔵史料目録第56集､

第

62集)収録分のみである｡

る
の
で
'
史
料
は
現
存
し
な
い
が
史
料
名
が
判
明
す
る

｢公
有
記
録
日
録
下
調
帳
｣
と

現
存

す
る
古
沢
家
文
書
に
よ
っ
て
大
麻
生
村
戸
長

役
場
史
料
の
潤
道
を
検
討
す
る
｡
た
だ
し
'
八
一
年
ま
で
の
史
料
だ
け
で
あ
り
'
そ
れ
以
後
の
史
料
は
な
く
'
特
に
八
四
年
以
後
の
逮
合

戸
長
役
場
期
の
史
料
に
つ
い
て
は
検
討
で
き
ず
'
戸
長
役
場
史
料
の
全
貌
で
は
な
い
の
で
不
充
分
で
は
あ
る
｡
そ
の
た
め
'
大
麻
生
材
戸

長
役
場
史
料
は
大
麻
生
柑
単
独
の
史
料
だ
け
で
'
小
区
や
連
合
戸
長
村
の
史
料
は
含
ま
な
い
｡

名
主
史
料
は
下
組
の
名
主
を
務
め
た
須
永
家
に
保
存
さ
れ
た
下
組
関
係
史
科
は
不
明
で
あ
る
が
'
そ
れ
以
外
も

｢公
有
記
録
目
録
下
調

帳
｣
に
記
載
さ
れ
ず
､
戸
長
役
場
に
改
め
て
引
き
継
ぐ
こ
と
は
せ
ず
､
上
組
関
係
史
科
の
大
方
は
古
沢
家
に
保
存
さ
れ
た
｡

大
麻
生
村
で
は
戸
長
の
機
能
に
応
じ
た
史
料
が
保
存
さ
れ
て
お
り
'
｢戸
長
職
務
ノ
概
目
｣
に
も
対
応
し
て
い
る
｡

A
､
戸
長
の
機
能
と
し
て
政
府
の
定
め
た
国
政
委



二

布
告

･
布
達

国

･
県
か
ら
の
布
告

･
布
達
､
布
告
布
達
摘
要
'
布
告
講
印
帳
'
回
章
､
御
用
留
､
公
用
日
記
､
郡

･
県

へ
提
出

し
た
書
上
書
類
細
が
あ
り
､
布
告

･
布
達
'
御
用
留
な
ど
を
戸
長
役
場

へ
引
き
継
ぎ
､
そ
れ
以
外
の
史
料
は
戸
長
の
自
宅
で
保
管
し
た
｡

二
､
租
税

地
租
納
高
帳
､
四
畑
租
割
付
帳
'
同
取
立
帳
や
租
税
取
調

･
沓
上
､
上
納

･
未
納
取
調
帳
､
郎
沓

･
謂
沓

･
議
定
書
が
あ

り
'
台
帳
類
と
十
二
年
の
現
用
書
類
を
引
き
継
ぎ
､
そ
れ
以
外
の
史
料
を
古
沢
家
で
保
管
し
た
｡

雑
税

諸
鑑
札
取
扱
帳
､
維
税
台
帳
､
維
税
取
立
帳
や
､
繭
生
糸
商
'
煙
草
商
､
宿
屋
､
質
屋
､
芸
人
な
ど
検
印
､
取
調
む
､
諭
吉
な

ど
で
あ
る
｡
台
帳
類
を
引
き
継
い
だ
.
田
中
伝
次
郎
戯
苔
は
明
治
十
年
か
ら
十
七
年
ま
で
五
幣
稲
荷
祉
境
内
を
借
用
し
て
草
城
の
小
売
り

を
し
た
'
願
書
と
認
可
指
令
､
請
け
苔
､
借
料
読
取
な
ど
で
あ
り
､
｢公
有
記
録
目
録
下
調
帳
｣
で
は
第
十
二
課
庶
雑
音
類
に
分
朝
し
た

が
'
鑑
札
税
の
取
立
が
あ
る
の
で
日
録
で
は
租
税
に
分
期
し
た
.

三
'
戸
籍

戸
籍
台
帳
'
出
入
寄
留
入
省
上
帳
､
月
々
人
員
増
減
調
'
五
人
組
帳
､
印
鑑
帳
'
戸
籍
調
､
送
入
籍
証
､
相
続
､
加
持

･

分
籍

･
除
籍
'
離
縁
､
寄
留
､
死
亡
届
､
棄
子
届
な
ど
が
あ
り
､
台
帳
､
鵜
計
衣
､
現
川
番
規
を
引
き
継
い
だ
｡

E
lt
徴
兵

国
民
軍
名
簿
控
､
国
民
軍
加
除
調
､
徴
兵
適
齢
届
'
男
子
取
調

･
沓
上
'
徴
兵
適
齢
者
の
失
綜
届
な
ど
が
あ
り
､
名
持
台

帳
類
'
現
用
番
規
を
引
き
継
い
だ
.

五
'
金
融

｢公
有
記
録
目
録
下
調
帳
｣
で
は

｢約
十
四
課
謂
証
文
割
印
帳
ノ
部
｣
に
分
賊
し
た
o
金
融
関
係
の
質
地
割
印
帳
､
田
地

其
他
村
留
帳
､
番
人
割
印
帳
､
地
所
売
買
留
､
頼
母
子
番
人
割
印
帳
や
金
融
関
係
紛
議
や
身
代
限
り
に
関
す
る
屈

･
新
香
や
､
戸
長
と
し

て
奥
印
し
た
土
地
売
買

･
質
入
証
文
な
ど
が
あ
り
'
台
帳
類
を
引
き
継
ぎ
'
個
々
の
証
文
､
願
諮
等
は
古
沢
家
で
保
管
し
た
.

六

(
こ

､
土
地

夫
銭
割
付
台
帳
､
売
渡
地
所
取
調
帳
､
反
別

･
名
寄
帳
や
大
麻
生
材
の
共
有
地

･
官
有
地
取
調

･
払
下
､
測
地
'

売
買

･
質
入
取
調
､
小
作
証
文
な
ど
が
あ
り
､
台
帳
斬
､
鵜
計
衣
を
引
き
継
い
だ
.

六

(二
)
地
租
改
正

地
券
台
帳
如
､
地
券
名
寄
帳
'
地
価
帳
紬
､
地
租
改
正
御
用
留
'
地
租
改
正
関
係
の
布
達

･
魁
状
や
'
改
正
日

戸
長
役
場
史
料
論

(凹
'
完
)

(丑
木
)

E
I七



史
料
朗
研
究
紀
要

節
二
八
号

四
八

誌
な
ど
が
あ
る
O
古
沢
花
三
郎
が
地
位
等
級
決
定
に
不
満
を
持
ち
積
極
的
に
活
動
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
､
J地
位
等
級
に
つ
い
て
の
願
書

や
議
定
書
な
ど
の
控
え
'
下
書
き
が
多
い
｡
地
租
改
正
関
係
書
類
は
ほ
と
ん
ど
引
き
継
ぎ
'
個
々
の
地
券
や
願
書
控
え
な
ど
は
古
沢
家
で

保
管
し
た
｡

七
､
学
事

大
麻
生
村
の
子
弟
は
明
治
六
年
に
開
校
し
た
棄
尻
学
校
に
入
学
し
た
が
､
十
三
年
に
同
校
か
ら
分
離
独
立
し
て
村
内
に
大

麻
学
校
を
設
立
し
た
｡
こ
の
二
校
を
中
心
と
し
た
学
校
資
本
金
取
調
諸
､
学
齢
調
査
録
や
願
書
'
学
校
費
用
取
立
帳
等
が
あ
り
'
学
齢
調

査
録
は
七
八
年
､
七
九
年
分
が
古
沢
家
に
あ
り
'
｢公
有
記
録
目
録
下
調
帳
｣
に
記
載
さ
れ
た
史
料
は
そ
の
後
の
分
で
あ
ろ
う
｡

八
'
荒
川
水
防
御
普
請
願
書
は

｢公
有
記
録
日
録
下
調
帳
｣
で
は

一
点
だ
け
で
独
立
し
た
項
目
を
立
て
て
い
る
｡
目
録
で
は
荒
川
水
防

御
普
請
願
書
や
同
御
用
留
､
普
請
仕
様
帳
写
な
ど
を
用
水
の
中
項
目
の
川
除
普
請
に
分
類
し
た
っ

B
t
府
県
の
委
任
事
務
と
し
て
次
の
二
項
目
が
あ
る
｡

九
､
勧
業

物
産
取
調
帳
'
蚕
種
､
養
蚕

･
製
糸
関
係
な
ど
が
あ
り
､
物
産
取
調
帳
を
引
き
継
い
だ
｡

十
､
衛
生
.
コ
レ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
伝
染
病
の
届
'
予
防
法
な
ど
が
あ
る
｡

ct
村
の
共
同
体
維
持
の
機
能
と
し
て
次
の
三
項
目
が
あ
る
｡

十

一
､
村

村
議
定
書
'
村
会
議
決
書
'
県
会
議
員
選
挙
人
名
簿
､
村
内
紛
争
の
熟
談
取
り
決
め
証
'
書
上
書
類
抑
'
皇
国
地
誌
の
た

め
の
村
誌

･
地
誌
の
控
え
'
共
有
地

･
共
有
金
貸
し
付
け
書
類
な
ど
､
村
役
人
選
出
､
村
政
関
係
の
史
料
が
あ
り
'
村
議
定
書
'
村
会
議

決
書
､
選
挙
人
名
簿
な
ど
を
引
き
継
い
だ
｡

十
二
､
民
費

･
村
費

民
費
は
国
政
委
任
事
務
を
主
と
す
る
府
県
費
な
ど
を
指
し
､
神
社
費
や
山
林
番
給
な
ど
の
村
の
固
有
事
務
を
主

と
す
る
村
費
と
大
区
小
区
制
期
に
は
区
別
し
て
い
た
が
'
明
治
十

1
年
以
後
の
連
合
戸
長
制
期
に
は
混
同
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
｡
民
費
表

･
村
費
表
'
民
費

･
村
費
取
調

･
書
上
帳
'
村
入
用
帳
'
割
合

･
取
立
な
ど
が
あ
り
､
請
取
な
ど
村
費
出
納
関
係
が
多
い
｡



民
費
表

･
村
費
用
'
学
資
金
割
合
取
立
帳
な
ど
集
計
表
､
台
帳
類
を
引
き
継
い
だ
0

十
三
､
用
水

荒
川
に
隣
接
し
同
川
か
ら
引
水
す
る
大
麻
生
堰
や
接
続
す
る
用
水
が
多
く
､
用
水
関
係
沓
籾
が
多
い
o
用
水
札
組
改
正

元
帳
'
用
水
札
組
帳
等
の
台
帳
類
と
字
大
ケ
島
掛
渡
井
御
普
請
願
苔
朝
や
､
用
水
普
請

･
汝
深
､
用
水
班
､
大
麻
生
堰
'
三
堰
組
合
地
価

願

1
件
､
成
田
堰

一
件
､
奈
良
堰
蛇
犠
取
払

1
件
'
水
車
願
書
な
ど
が
あ
り
､
台
帳
類
と
現
用
畜
類
の
字
大
ケ
島
掛
渡
井
御
普
請
願
書
類

を
引
き
継
ぎ
'
そ
れ
以
外
の
1
件
書
類
や
願
書
､
取
調
香
類
は
古
沢
家
で
保
管
し
た
.

｢公
有
記
録
目
録
下
調
帳
｣
に
は
な
い
が
､
日
録
で
分
類
し
た
も
の
に
は
､
次
の
項
目
が
あ
り
､
い
ず
れ
も
村
限
り
の
業
務
と
い
え
る
｡

処
理
済
み
で
非
現
用
に
な
っ
た
書
類
や
講
取
類
､
下
書
'
控
え
な
ど
を
古
沢
家
で
保
管
し
た
｡

十
四
㌧
道
路

･
橋
梁

道
路
取
調
諸
用
香
な
ど
の
里
程
等
調
書
'
道
路
普
請
人
足
両
附
帳
な
ど
の
普
請
､
船
売
只
願
､
荒
川
渡
船
位
置

図
'
渡
船
が
あ
る
｡

十
五
'
社
寺

社
寺
取
調

･
沓
上
が
多
-
'
村
内
の
社
寺
の
正
光
寺
､
宝
蔵
寺
'
五
社
稲
荷
社

･
八
荒
神
社
の
住
城
や
神
官
に
任
命
関

係
史
科
､
出
雲
大
社
'
伊
勢
神
宮
の
初
穂
､
玉
申
科
な
ど
を
戸
長
役
場
が
扱
っ
て
お
り
､
近
隣
の
社
寺
の
建
物
修
復
科
等
の
寄
付
や
講
の

勧
誘
な
ど
の
社
寺
諸
事
が
あ
る
｡

十
六
､
興
行

芝
居
な
ど
の
興
行
の
願
書
や
届
'
木
戸
銭
帳
､
村
内
に
鑑
札
を
受
け
た
俳
優
の
廃
業
届
な
ど
が
あ
る
｡

古
沢
家
で
は
戸
長

･
筆
生
辞
職
後
､
村
政
に
直
接
関
与
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
の
で
､
保
存
空
間
に
余
裕
が
あ
っ
た
自
宅
に
こ
れ
ら

の
史
料
を
蔵
置
し
た
ま
ま
'
参
照
す
る
こ
と
も
な
く
保
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡

岐
阜
県
高
山
町
の
一
八
七
八
年
の

｢戸
長
役
場
引
渡
日
録
｣
'

一
八
八
九
年
の

｢役
場
引
渡
目
録
｣
で
は
戸
長
役
場
史
料
を
同
じ
項
目

で
分
類
し
て
い
る
が
､
そ
れ
に
よ
る
と
次
の
と
お
り

｢戸
長
職
務
ノ
概
DE
｣
と
対
応
し
て
い
る
｡

(A
)
｢第

一

布
告
布
達
ヲ
町
村
内
こ
示
ス
事
｣

戸
長
役
場
史
料
論

(四
'
完
)

(丑
木
)

甲
号
御
布
告
御
布
達
煩

･
乙
号
沓
結
煩

四
九



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

(B
)
｢第
二

(C
)
｢第
三

(D
)
｢第
四

(E
)
｢第
五

(F
)
｢第
六

(G
)
｢第
七

(H
)
｢第
八

(Ⅰ
)
｢第
九

(∫
)
｢第
十

(K
)
｢第
十

一

(L
)
｢第
十
二

(M
)
｢第
十
三

地
租
及
諸
税
ヲ
取
纏
メ
上
納
ス
ル
事
｣

戸
籍
ノ
事
｣

徴
兵
下
調
ノ
事
｣

地
所
建
物
船
舶
質
入
書
人
並
こ
売
買
二
奥
書
加
印
ノ
事
｣

地
券
台
帳
ノ
事
｣

戊
号
税
務
用
書
類

丙
号
戸
籍
用
書
類

丁
号
諸
務
用
書
類

丁
号
諸
務
用
書
類

己
号
地
券
用
書
類

迷
子
捨
児
及
ヒ
行
路
病
人
変
死
人
其
他
事
変
ア
ル
ト
キ
ハ
警
察
署
こ
報
知
ノ
事
｣

天
災
又
ハ
非
常
ノ
難
二
道
ヒ
日
下
窮
迫
ノ
者
ヲ
具
状
ス
ル
事
｣

孝
子
節
婦
其
他
篤
行
ノ
者
ヲ
具
状
ス
ル
事
｣

町
村
ノ
幼
童
就
学
勧
誘
ノ
事
｣

町
村
内
ノ
人
民
ノ
印
影
簿
ヲ
整
置
ス
ル
事
｣

丁
号
諸
務
用
書
類

丁
号
諸
務
用
書
類

諸
帳
簿
保
存
管
守
ノ
事
｣

官
費
府
県
費
二
係
ル
河
港
道
路
堤
防
橋
梁
其
他
修
繕
保
存
ス
ヘ
キ
物
二
就
キ
利
害
ヲ
具
状
ス
ル
事
｣

(N
)
｢右
ノ
外
府
知
事
県
令
又
ハ
郡
区
長
ヨ
リ
命
ス
ル
所
ノ
事
務
ハ
規
則
又
ハ
命
令
こ
依
テ
従
事
ス
ヘ
キ
事
｣

辛
号
衛
生
用
書
類

(o
)
｢其
他
町
村
限
り
道
路
橋
梁
用
悪
水
ノ
修
繕
掃
除
等
凡
ソ
協
議
費
ヲ
以
テ
支
弁
ス
ル
事
件
ヲ
幹
理
ス
ル
ハ
此
こ
掲
ク
ル
所
ノ
限
二
在

ラ
ス
｣

丁
号
諸
務
用
書
類

庚
号
会
計
用
書
類



そ
の
他

名
主
史
料

壬
号
旧
御
用
書
類

丁
号
諸
務
用
書
類
に
さ
ま
ざ
ま
な
書
類
を
分
類.TPし
て
い
る
が
'
そ
れ
以
外
は

｢戸
長
職
務
ノ
枕
日
｣
と
対
応
し
て
お
り
､
大
麻
生
相
同

(缶
)

様
に

｢戸
長
職
務
ノ
概
日
｣
に
な
ら
い
な
が
ら
'
戸
長
の
職
務
を
反
映
し
た
史
料
の
実
態
に
あ
わ
せ
て
分
類

･
保
存
し
た
｡

二

戸
長
役
場
史
料
の
形
態

･
様
式
の
変
化

-

黒
印
か
ら
朱
印
へ

史
料
の
形
態

･
様
式
は
そ
れ
を
作
成
す
る
姓
団

･
組
織
体
の
機
能
や
意
識
に
応
じ
て
変
化
す
る
の
で
､
近
代
史
料
の
様
式

･
形
態
を
検

討
す
る
こ
と
に
よ
り
､
そ
の
作
成
主
体
の
機
能
や
意
識
の
変
化
と
そ
の
歴
史
的
背
坑
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
'
近
代
史
料

論
に
と
っ
て
も
史
料
の
形
態

･
様
式
の
研
究
は
不
可
欠
で
あ
る
｡
古
文
蕃
学
が
古
代

･
中
世
史
料
を
対
象
と
し
て
形
態
論

･
様
式
論
を
中

心
と
し
て
精
赦
な
ま
で
の
研
究
を
進
展
さ
せ
た
｡
近
世
史
料
'
近
代
史
料
を
研
究
の
対
象
か
ら
除
外
し
､
ま
た
､
史
料
群
と
し
て
把
握
す

る
方
法
論
を
と
ら
な
い
限
界
は
あ
る
が
､
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
.
古
文
古
学
の
成
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
研
究
苗
杓
の

な
い
近
代
史
料
の
形
態

･
様
式
論
の
､
個
別
的
な
研
究
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
o
そ
こ
で
､
戸
長
役
場
史
料
の
形
態

･
様
式

論
を
検
討
す
る
が
'
近
代
史
科
の
形
態

･
様
式
論
の
全
面
的
な
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
｡

近
代
史
料
形
態
論
の
も

っ
と
も
大
き
な
課
題
は
措
紙
を
中
心
と
す
る
和
紙
か
ら
､
パ
ル
プ
を
原
料
七
す
る
洋
紙

へ
の
変
化
で
あ
ろ
う
｡

そ
れ
に
と
も
な
い
紙
漉
き
舟
の
大
き
さ
に
制
限
さ
れ
た
半
紙
判
､
美
濃
判
に
限
定
さ
れ
た
紙
の
形
状
が
'
ロ
ー
ル
紙
で
作
成
す
る
た
め
に

自
由
な
形
状
に
裁
断
で
き
菊
判
'
B
判
'
A
判
や
講
取
類
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
用
途
に
応
じ
た
多
様
な
形
状
が
使
用
さ
れ
た
｡
し
か
し
､

紙
素
材
'
製
法
､
産
地
の
分
析

･
同
定
方
法
は
確
立
し
て
い
な
い
の
で
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
.
用
紙
の
そ
の
ほ
か
の
間
塩
と
す

戸
長
役
場
史
料
論

(四
､
完
)

(丑
木
)

五

一



史
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(26
)

る
と
'
黄
柔
軟
の
使
用
､
罫
枕
の
使
用
'

一
紙
文
書
の
使
用
の
減
少
と
綴
り
文
書
の
増
加
'
さ
ら
に
最
近
で
は
B
判
か
ら
A
判
へ
の
切
り

替
え
が
あ
る
｡
筆
記
具
と
す
る
と
'
筆
墨
か
ら
鉛
筆
'
イ
ン
ク
'
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
使
用
が
あ
り
'
活
版
な
ど
の
印
刷
物
の
増
加
'
な
か
で

も
コ
ン
ニ
ャ
ク
版
､
ガ
リ
版
な
ど
の
軽
印
刷
の
使
用
が
そ
の
保
存
方
法
の
確
立
と
と
も
に
大
き
な
研
究
課
題
で
あ
る
｡
そ
の
ほ
か
'
印
章

の
変
化
の
検
討
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
｡
ま
た
'
様
式
論
と
し
て
回
議
書
類
の
増
大
'
縦
書
き
か
ら
横
書
き
へ
の
変
化
'
文
言
'
差
出

人

･
宛
名
'
日
付
'
封
書
'
は
が
き
の
書
式
な
ど
'
多
-
の
課
題
が
未
開
拓
で
あ
る
｡
近
世
史
科
か
ら
近
代
史
料
へ
の
変
化
は
戸
長
役
場

史
料
の
時
期
に
完
了
し
な
い
の
で
､
本
稿
で
は
戸
長
役
場
史
料
の
時
期
を
中
心
に
印
章
､
罫
紙
､
文
言
の
三
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡

最
初
に
印
章
の
変
化
を
検
討
す
る
｡
周
知
の
よ
う
に
近
世
の
民
衆
は
落
款
な
ど
は
別
と
し
て
公
式
に
は
朱
印
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
'
黒

印
を
使
用
し
た
｡
こ
れ
に
対
し
て
近
代
地
方
史
科
の
紙
面
は
朱
印
が
交
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
華
や
ぐ
｡
し
か
し
'
数
十
名
が
連
印
し
て
い

る
史
料
を
詳
細
に
み
る
と
朱
印
だ
け
で
な
く
黒
印
も
入
り
交
じ
っ
て
お
り
'

一
斉
に
朱
印
に
転
換
し
た
の
で
は
な
い
｡
民
衆
の
印
章
が
近

世
の
黒
印
か
ら
現
在
の
よ
う
に
朱
印
に
転
換
す
る
時
期
と
そ
の
契
機
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
り
'
近
世
的
な
史
料
作
成
か
ら
近
代
的
な
史

料
作
成
へ
の
転
換
の
1
側
面
が
解
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
.

朱
印
を
も
っ
と
も
早
く
使
用
し
た
の
は
政
府
'
府
県
で
あ
っ
た
｡
近
世
に
天
皇

･
将
軍
が
使
用
し
て
い
た
宋
印
を
継
承
す
る
こ
と
に
よ

り
'
新
政
府
は
そ
の
権
威
を
も
継
承
し
た
こ
と
を
象
徴
的
に
具
現
し
た
の
で
あ
る
｡

一
八
六
八
年
二
月
に
内
国
事
務
局
総
裁
印
､
軍
防
局

章
'
大
総
督
府
章
'
諸
道
総
督
府
章
､
同
年
閏
四
月
に
太
政
官
内
の
五
官
､
会
計
官
に
七
司
の
印
章
を
作
成
し
た
が
'
政
府
内
の
官
司
の

印
章
は
す
べ
て
朱
印
で
あ
っ
た
｡
同
年
五
月
に
府
藩
県
に
印
鑑
を
作
成
さ
せ
た
が
､
挙
例
さ
れ
た
静
岡
藩
'
徳
島
藩
の
印
鑑
は
朱
印
で
あ

っ
た
｡
五
月
に
太
政
官
官
印
は
二
寸
五
分
､
諸
官
府
洋
印
は
二
寸
二
分
､
諸
司
印
は
二
寸
と
定
め
た
｡
六
九
年
八
月
に
は
府
藩
県
の
印
鑑

は
二
寸
四
分
に
改
め
ら
れ
'

1
0
月
に
二
六
二
府
県
の
蝋
石
製
の
印
鑑
を
作
成
し
､
翌
年
二
月
に
京
都
留
守
官
か
ら
藩
印
を
各
藩
に
渡

(節
)

(㌶
)

し
た

｡

津
藩
で
は
京
都
留
守
官

か

ら
藩
印
を
受
領
し
た
が
'
そ
れ
も
朱
印
で
あ
っ
た

｡

府
県
で
は
勘
合
印
と
し
て
一
寸
五
分
の
小
印
を
作



成
し
'
併
用
し
た
｡
七

一
年

一
一
月
に
府
県
か
ら
府
県
へ
の
掛
け
合
い
の
書
簡
に
ま
で
府
県
印
を
捺
印
す
る
こ
と
を
廃
止
し
､
令

･
参
事

の
実
印
を
捺
印
さ
せ
'
翌
七
二
年
七
月
に
は
諸
省
へ
の
願
何
に
も
同
株
に
実
印
を
捺
印
さ
せ
'
七
五
年
六
月
に
は
勅
任
官
は
九
分
'
奏
任

3呪
E

官
は
六
分
の
印
章
と
し
､
官
名
'
苗
字
名
を
彫
刻
さ
せ
た

｡

七
三
年
六
月
に
熊
谷
県
に
合
併
に
な
っ
た
人
間

･
群
馬
両
県
の
印
鑑
を
残
務

事
務
整
理
後
の
七
四
年

一
〇
月
に
返
納
し
た
よ
う
に
､
廃
津
田
県
や
肘
県
の
統
合
に
よ
り
不
用
に
な
っ
た
印
鑑
を
政
肘
へ
返
還
L
t
代
わ

り
に
新
県
の
印
鑑
の
下
付
を
申
請
し
た
.
七
三
年
二
月
に
大
日
本
国
璽
'
天
皇
御
璽
に
つ
い
て
の
宮
内
省
の
伺
い
に
対
し
て
､
左
院
が
天

皇
之
璽
の
御
璽
を
国
内
人
民
用
､
日
本
天
皇
之
聖
の
御
璽
を
外
国
用
に
使
用
す
る
こ
と
を
答
試
し
､
翌
七
四
年
七
月
に
御
基
は
曲
尺
三
寸
､

u榔
n

国
璽
は
二
寸
九
分
と
し
て
作
成
し
た
が
'
と
も
に
朱
印
で
あ
っ
た

｡

(31
)

群
馬
県
庁
文
書
に
よ
る
と
'
七

一
年
三
月
の
岩
鼻
県
か
ら
の
何
い
に
朱
印
を
使
用
し
て
お
り
､
同
年
七
月
の
大
蔵
省
か
ら
の
指
令
に
も

朱
印
が
使
用
さ
れ
て
い
る
｡
そ
の
後
省
庁
､
県
の
公
印
は
す
べ
て
朱
印
で
あ
り
'
規
定
ど
お
り
に
政
府
､
府
県
は
朱
印
を
明
治
初
年
か
ら

使
用
し
た
の
で
あ
る
.
し
か
し
､
七
二
年
七
月
の
規
定
に
よ
る
肘
県
の
掛
け
合
い
お
よ
び
諸
省
へ
の
願
何
の
捺
印
に
'
七
四
年
四
月
の
熊

谷
県
参
即
の
実
印
は
無
印
を
使
用
し
て
お
り
'
公
印
に
限
っ
て
朱
印
を
使
用
し
た
｡
町
村
へ
朱
印
の
肘
県
印
を
捺
印
し
た
公
文
番
が
届
き
'

鮮
や
か
な
色
彩
を
印
象
づ
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
｡

(32
)

府
県
官
員
の
個
人
印
の
事
例
と
し
て
､
岐
阜
県
庁
文
書
に
含
ま
れ
る

1
八
七
二
年
か
ら
七
三
年
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た

｢H
屈
明
細
短

冊
｣
に
'
二
六
人
の
士
族
が
捺
印
し
て
い
る
が
､
そ
の
う
ち

1
0
人
が
朱
印
で
'

1
五
人
が
無
印
を
使
用
し
､
内
二
人
が
黙
印
か
ら
朱
印

に
印
鑑
を
改
訂
し
た
｡
府
県
官
員
の
個
人
印
は

1
八
七
三
年
に
な
っ
て
も
半
分
以
上
が
無
印
を
使
用
し
て
い
た
が
､
次
第
に
朱
印
に
転
換

し
た
｡

次
い
で
区
郡
役
所
が
朱
印
を
使
用
し
た
｡
七
八
年

一
一
月
に
内
務
省
は
府
県
官
職
制
に
よ
り
郡
区
長
が
そ
の
担
任
の
事
件
を
施
行
す
る

文
書
に
郡
区
長
の
名
印
を
使
用
す
る
こ
と
を
適
し
た
｡
東
京
肘
で
は
同
年

一
一
月
に
区
郡
役
所
印
を
作
成
し
て
下
付
し
､
公
用
文
書
に
使

戸
長
役
場
史
料
論

(四
､
完
)

(丑
木
)

五
三



史
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用
さ
せ
､
勘
合
印
な
ど
の
常
用
の
印
鑑
は
九
寸
､
印
材
貴
楊
と
指
定
し
て
各
自
作
成
さ
せ
た
が
'
挙
例
は
宋
印
で
あ
る
｡

戸
長
の
印
章
に
つ
い
て
の
規
定
は
'
七
三
年

一
月
に
制
定
し
た
地
所
質
入
番
人
規
則
が
最
初
で
あ
る
｡
地
所
質
入
尊
大
証
文
に
戸
長
の

奥
書
証
印
を
必
要
と
定
め
'
七
四
年
五
月
に
奥
書
証
印
に
は
戸
長
の
実
印
'
割
印
に
は
戸
長
役
場
印
を
捺
印
す
る
こ
と
を
内
務
省
達
で
定

め
た
｡
七
八
年

一
一
月
に
数
町
村
に
戸
長

一
人
を
置
く
と
き
は
戸
長
役
場
印
の
冠
字
は
戸
長
が
管
理
す
る
各
町
村
名
を
列
記
さ
せ
､
奥
書

U規
円

加
印
に
は
戸
長
実
印
'
割
印
に
は

一
寸
の
戸
長
役
場
印
を
使
用
さ
せ
た
が
'
挙
例
は
未
印
で
あ
る

｡

こ
の
規

定
に
基
づ
き
七
九
年

一
月
四

日
の
山
形
県

｢戸
長
職
務
ノ
枕
日
｣
で
は

｢地
所
建
物
船
舶
質
入
書
人
並
売
買
こ
奥
書
加
印
ハ
成
規
ノ
通
奥
書
証
印
ハ
戸
長
ノ
実
印
ヲ
押

3打
E

シ
割
印
ハ
戸
長
役
場
ノ
印
ヲ
用
其
由
テ
割
印
帳
こ
登
記
ス
ヘ
シ
｣
と
同
様
に
規
定
し
た

｡

(35
)

長
野
県
の
戸
長
職
務
条
例
で
も

｢戸
長
役
場
印
ハ
-
奥
書
割
印
等
ノ
用
こ
供
ス
ベ
シ
｣
と
規
定
し
た
｡
(36
)

三
重
県
で
は
七
九
年
二
月
に
戸
長
職
務
取
扱
上
の
心
得
の
中
で
印
章
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
定
め
た
｡

一
地
所
建
物
船
舶
質
入
吾
人
井
売
買
二
奥
書
証
印
ハ
戸
長
ノ
実
印
ヲ
押
シ
'
割
印
ハ
戸
長
役
場
印
ヲ
用
ユ
ヘ
キ
事

二
戸
長
役
場
印
ハ
某
町
村
戸
長
役
場
卜
刻
シ
'
数
町
村
二
戸
長

一
貝
ヲ
置
ク
役
場
印
ハ
'
其
管
理
ス
ル
所
ノ
各
町
村
名
ヲ
列
記
ス
ヘ

キ
事但
印
形
大
サ
方

一
寸
､
五
ケ
町
村
以
上
ノ
モ
ノ
ハ
方

一
寸
三
分
ト
ナ
ス
モ
妨
ナ
シ
､
其
字
体
ハ
槽
書
ヲ
用
フ

戸
長
役
場
印
を

1
寸

(五
か
町
村
以
上
を
管
轄
す
る
戸
長
は

1
寸
三
分
も
許
容
し
た
)
と
定
め
'
地
所
建
物
船
舶
質
入
書
入
井
売
買
の

奥
書
証
印
に
は
戸
長
の
実
印
､
割
印
に
戸
長
役
場
印
を
同
様
に
使
用
さ
せ
た
｡

大
阪
府
で
も

一
八
七
九
年
二
月
に
奥
印
に
戸
長
の
実
印
､
割
印
に
戸
長
役
場
印
を
捺
印
さ
せ
､
役
場
印
は
楊
黄
材
で
方

一
寸
二
分
と
し

｢
(町
村
名
を
列
記
)
役
場
印
｣
｢何
々
郡
何
々
何
々
何
々
何
々
村
戸
長
役
場
｣
と
刻
さ
せ
､
八

一
年
四
月
に

｢戸
長
役
場
門
標
及
役
場
印
｣

(節
)

で
も
同
様
に
曲
尺

一
寸
二
分
の
戸
長
役
場
印
を
作
ら
せ
た

｡



和
歌
山
県
で
も
七
九
年

1
月
に
奥
書
証
印
は
戸
長
の
実
印
'
割
印
に
戸
長
役
場
印
を
使
用
し
'
戸
長
役
場
印
に
は
戸
長
の
管
轄
す
る
町

村
名
を
列
記
し
て
､
県
庁
で
彫
刻
し
て
渡
し
た
｡
八
三
年
四
月
に
は
方
六
分
'
｢戸
長
何
誰
｣
の
戸
長
役
印
を
定
め
､
六
月
に
実
印
に
代

え
て
戸
長
役
印
を
捺
さ
せ
た
｡
八
四
年
七
月
に
戸
長
役
場
印
を

1
寸
二
分
と
し

｢和
歌
山
県
何
郡
区
何
々
村
戸
長
役
場
｣
と
記
さ
せ
'
奥

に岨
E

印
は
戸
長
役
印
､
割
印
に
役
場
印
を
捺
印
さ
せ
た

｡

(
P
n

八
三
年
六
月
に
内
務
省
は
戸
長
の
実
印
を
使
用
し
て
い
た
証
印
も
戸
長
役
場
印
を
使
用
す
る
よ
う
に
改
め
た
｡

戸
長
は
戸
長
役
印
と
役
場
印
と
を
使
用
し
､
八
三
年
ま
で
は
実
印
も
使
用
し
た
が
､
公
印
に
は
朱
印
を
使
用
し
た
の
で
あ
る
｡

(40
)

栃
木
県
河
内
郡
大
桑
村
で
は
次
の
印
文
を
刻
し
た
公
印
を
使
用
し
た
.
7
八
七
五
年
に
小
区
の
公
印
と
し
て

｢栃
木
県
下
節
六
大
区
九

ノ
小
区
｣
｢六
大
区
九
小
区
御
用
取
扱
所
｣
(
一
三
×
二
〇
ミ
リ
)
､
戸
長
役
印
と
し
て

｢戸
長
星
藤
弥
｣
(方

一
五
ミ
リ
)
を
使
用
し
､
郡

区
町
村
編
制
法
の
時
期
に
は

｢河
内
郡
大
桑
村
戸
長
役
場
印
｣
｢戸
長
星
藤
弥
｣
､
八
四
年
の
速
合
戸
長
役
場
期
に
戸
長
役
場
印

｢栃
木
県

河
内
郡
大
桑
村
倉
ケ
崎
村
倉
ケ
崎
新
田
大
童
新
田
戸
長
役
場
印
｣
戸
長
役
印

｢大
桑
村
外
三
ケ
柑
戸
長
星
藤
弥
｣
(方

一
八
ミ
リ
)
を
使

用
し
た
｡

戸
長
役
場
に
は
前
記

(四
四
頁
)
の
大
麻
生
材
の
引
継
日
録
に
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
朱
肉
が
用
意
さ
れ
て
い
た
｡

町
村
合
併
後
の
村
の
公
印
は
栃
木
県
河
内
郡
大
沢
村
で
は
正
角
印
で
あ
る
が
､､
三
六
ミ
リ

(印
文

｢栃
木
県
河
内
郡
大
沢
村
役
場
印
｣
)

の
役
場
印
と
､

一
八
ミ
リ

(｢大
沢
村
長
高
橋
徳
次
印
｣
)
の
村
長
役
印
と
が
あ
り
､
後
者
の
方
が
県
や
国
へ
の
捉
山
番
朝
に
は
使
用
さ
れ
､

前
者
は
役
場
史
料
の
綴
の
表
紙
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
｡
同
郡
篠
井
村
で
も
方

1
八
ミ
リ
の

｢福
井
村
長
斎
藤
惣
八
印
｣
と
村
長
の
個

(41
)

人
名
を
刻
し
た
村
長
役
印
を
使
用
し
た
｡
新
政
府
の
末
端
組
級
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
地
方
行
政
組
純
が
そ
の
権
威
を
象
徴
す
る
た
め
に
栄

印
を
使
用
し
､
そ
の
階
層
性
を
宋
印
の
大
小
で
示
し
た
の
で
あ
る
｡

最
も
朱
印
の
普
及
が
遅
れ
る
の
は
民
衆
の
私
印
で
あ
る
｡
民
衆
の
私
印
に
つ
い
て
の
規
定
は

1
八
七
三
年
七
月
に
太
政
官
布
告
節
二
三

戸
長
役
場
史
料
論

(四
'
完
)

(丑
木
)

五
五



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

五
六

九
号
で
あ
り
､
｢証
書
こ
.
ハ
必
ズ
実
印
ヲ
用
ユ
可
シ
｣
と
爪
印
､
花
押
な
ど
の
使
用
を
禁
じ
､
実
印
の
捺
印
の
な
い
証
書
は
裁
判
上
の
証

拠
と
し
て
採
用
し
な
い
こ
と
を
定
め
た
｡
民
衆
が
実
印
を
所
有
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
'
所
有
し
て
い
な
け
れ
ば
不
利

益
を
被
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
先
の

｢戸
長
職
務
ノ
枕
日
｣
に

｢第
十

一
町
村
内
ノ
人
民
ノ
印
影
簿
ヲ
整
置
ス
ル
事
｣
が
規
定
し
て
あ
る
の

(42
)

は
､
住
民
が
印
鑑
を
所
有
し
て
い
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
各
自
治
体
で
日
露
戦
争
後
の
一
九

一
〇
年
代
か
ら
印
鑑
条

例
を
制
定
し
た
が
'
そ
れ
に
は
色
彩
に
つ
い
て
の
規
定
は
な
く
､
朱
印

･
黒
印
い
ず
れ
で
も
か
ま
わ
な
い
の
で
あ
り
､
そ
の
規
定
は
現
在

の
印
鑑
登
録
条
例
ま
で
継
続
し
て
い
る
｡
東
京
府
の
副
戸
長
は
七
二
年
に
朱
印
使
用
を
出
願
し
､
い
ず
れ
も
許
可
さ
れ
て
い
る
｡

栃
木
県
今
市
市
の
星
家
文
書
は
､
同
家
が
名
主

二
戸
長
を
務
め
'
そ
の
後
郵
便
局
長
と
な
っ
た
の
で
名
主

二
戸
長
役
場
史
料
'
郵
便
局

関
係
書
類
'
お
よ
び
名
望
家
と
し
て
の
家
文
書
で
構
成
さ
れ
る
､
合
計
四
八
三
六
点
に
の
ぼ
る
史
料
群
で
あ
る
｡
同
家
文
書
に
よ
っ
て
'

お
お
ま
か
な
朱
印
の
浸
透
過
程
を
検
討
す
る
た
め
に
､
黒
印
と
宋
印
と
の
年
次
別
比
率
を
み
た
｡

栃
木
県
大
桑
村
に
お
け
る
朱
印
の
浸
透
過
程

一
八
七
二
年

捺
印
件
数

二
四
件

七
三
年

七
四
年

七
五
年

七
六
年

七
七
年

七
八
年

七
九
年

一
二
ハ
件

一
七

一
件

四
〇
五
件

1
五
九
件

五

一
件

二
七
六
件

一
二
七
件

朱
印

○
件

朱
印
率
〇
%

二

件

九
%

(戸
長

･
副
戸
長

･
用
掛
)

二
三
件

1
三
%

(戸
長

･
副
戸
長

･
用
掛
)

三

一
件

八
%

(戸
長

･
副
戸
長

･
用
掛
)

一
五
件

九
%

(戸
長

･
副
戸
長
)

二
一
件

四
1
%

(伍
長

･
住
職
)

三
三
件

一
二
%

(戸
長

･
副
戸
長

･
伍
長

･
住
職
)

四

一
件

三
二
%

(戸
長

･
副
戸
長

･
伍
長

･
社
掌
)



八

〇
年

八

一
年

八
二
年

八
三
年

八
四
年

八
五
年

二
〇
件

九
大
件

二
九
件

七
九
件

一
一
件
四
件

八
件

一
六
件

二
〇
件

二
七
件

三
件

一
件

四
〇
%

(畢
生
)

一
七
%

(戸
長
)

六
九
%

(衛
生
委
員
)

三
四
%

二
七
%

(戸
長
)

二
五
%

八
七
年

～
九
六
年

一
二
〇
件

九
八
年

～
一
九
〇
二
年

三

六
件

四
六
件

三
八
%

(氏
子
総
代
)

二
〇
件

五
六
%

特
定
の
個
人
は
黒
印
か
朱
印
か
い
ず
れ
か
を
使

っ
て
お
り
､
混
同
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
.

1
八
七
三
年
か
ら
民
衆
が
朱
印
を
使
用
し

は
じ
め
て
い
る
が
､
朱
印
の
普
及
に
は
階
層
差
が
明
確
に
み
ら
れ
る
0
位
初
に
朱
印
を
使
用
す
る
の
は
戸
長
で
あ
り
'
次
い
で
別
戸
長

･

用
掛
､
神
官

･
住
職
'
衛
生
委
員
な
ど
村
の
上
層
部
と
知
識
層
に
普
及
し
'

一
般

へ
の
普
及
は
そ
れ
よ
り
も
遅
れ
て
い
る
｡
明
治
末
年
に

な
っ
て
も
朱
印
使
用
は

1
0
0
%
で
は
な
く
､
黒
印
と
朱
印
と
が
入
り
交
じ
っ
て
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

同
じ
く
今
市
市
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
の
旧
大
沢
村
役
場
文
番
の
う
ち
'

一
八
八
九
年
か
ら

一
九
五
三
年
ま
で
の
史
料
が
ほ
ぼ
揃

っ
て

い
る

｢村
会
議
事
録
｣
を
事
例
と
し
て
'
朱
印
の
浸
透
過
程
を
解
明
し
た
い
.
こ
の
史
料
に
村
会
議
員
の
出
席
粋
が
綴
ら
れ
て
お
り
､
そ

れ
に
み
ら
れ
る
無
印
と
朱
印
と
の
比
率
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
.

1
八
八
八
年

1
四
人
中

朱
印

五
人

三
六
%

八
九
年

一
五
人
中

九
〇
年

一
六
人
中

戸
長
役
場
史
料
論

(四
､
完
)

一
一
人

七
三
%

一
四
人

八
八
%

(丑
木
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

九

一
年

九
二
年

九
三
年

九
七
年

九
八
年

九
九
年

一
九

〇
五
年

〇
九
年

一
二
年

一
四
年

一
六
年

一
八
年

二
二
年

一
六
人
中

一
六
人
中

一
六
人
中

一
六
人
中

一
六
人
中

一
六
人
中

一
六
人
中

一
六
人
中

一
六
人
中

一
六
人
中

一
六
人
中

一
八
人
中

一
四
人
中

一
三
人

八
一
%

一
一
人

六
九
%

一
二
人

七
五
%

一
三
人

八
一
%

一
四
人

八
八
%

一
三
人

八
一
%

一
四
人

八
八
%

一
五
人

九
四
%

一
六
人

一〇
〇
%

一
五
人

九
四
%

一
六
人

一〇
〇
%

一
六
人

八
三
%

一
四
人

一〇
〇
%

一
九
二

一
年
の
綴
が
な
い
が
'
同
年
四
月
に
村
会
議
員
選
挙
が
あ
り
､
そ
の
結
果
黒
印
を
使
用
し
て
い
た
二
人
が
辞
職
し
た
の
で
､
そ

れ
以
後
は
全
員
が
朱
印
を
捺
印
し
た

(定
員
は

一
四
人
に
減
少
し
た
)
｡
大
沢
村
で
は
村
会
議
員
ク
ラ
ス
で
は

一
九
二

一
年
に
全
員
が
朱

印
を
使
用
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
史
料
に
綴
ら
れ
て
い
る
陳
情
書
な
ど
に
あ
る
村
民
の
印
章
で
黒
印
と
朱
印
と
の
比
率
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
､
村
会
議
員
ク
ラ
ス

よ
り
朱
印
使
用
率
は
低
い
｡



一
八
九
六
年

一
九

〇
〇
年

〇
九
年
一
一年

二
三
五
人
中
朱
印
使
用
八

一
人

三
四
%

一
〇
五
人
中

四
九
人
中

二
六
人
中

五
七
人

五
四
%

三
二
人

六
五
%

一
五
人

五
八
%

村
会
議
員
は
村
の
な
か
で
は
上
層
に
属
し
て
お
-
､
星
家
史
料
で
み
た
よ
う
に
朱
印
は
上
層
に
早
く
浸
透
す
る
か
ら
､
民
衆
全
般
に
浸

透
す
る
の
は
そ
れ
よ
り
も
後
に
な
る
と
思
わ
れ
る
｡
村
会
議
員
で
も
全
員
が
朱
印
を
捺
印
す
る
の
が

一
九
二

1
年
ま
で
遅
れ
て
お
り
'
民

衆
の
印
章
が
黒
印
を
駆
逐
し
て
朱
印
だ
け
に
な
る
の
は
昭
和
に
入

っ
て
か
ら
の
よ
う
で
あ

っ
た
｡

岐
阜
県
庁
文
書
中
に

1
八
七
三
年

1
二
月
に
二
十
五
大
区
の
各
村
の
戸
長

･
副
戸
長

･
住
民
か
ら
布
告
布
達
の
請
書
を
提
出
し
た
が
､

朱
印

･
里
…印
の
使
用
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
｡

区
長

小

一
区

小
二
区

小
三
区

小
四
区

朱
印

一
人

黒
印

〇
人

戸
長

朱
印

一
人

朱
印

一
人

朱
印

一
人

朱
印

一
人

小
五
区

合

計

朱
印

1
人

黒
印

〇
人

朱
印
四
人

黒
印

〇
人

黒
印

〇
人

黒
印

〇
人

黒
印

〇
人

黒
印

〇
人

副
戸
長

朱
印
三
人

朱
印
二
人

朱
印
四
人

朱
印
三
人

朱
印

一
二
人

無
印
二
人

累
印

1
人

黒
印

〇
人

黒
印

〇
人

黒
印
三
人

住
民

朱
印

〇
人

朱
印

〇
人

朱
印

〇
人

朱
印

〇
人

朱
印

〇
人

宋
印

〇
人

貝
印

九

一
人

黒
印

二
七
人

貝
印

七
八
人

黒
印

五
三
人

貝
印

1
三
七
人

無
印
三
八
六
人

七
三
年
に
朱
印
を
使
用
し
は
じ
め
'
区
長
､
戸
長
は
全
員
朱
印
で
､
副
戸
長
が
朱
印

1
二
人
に
対
し
て
無
印
が
三
人
と
多
-
の
副
戸
長

が
朱
印
と
な
っ
た
が
､
そ
れ
以
外
の
住
民
は
全
員
が
黒
印
で
あ
り
､
階
層
性
が
明
確
に
み
ら
れ
る
｡

戸
長
役
場
史
料
論

(四
'
完
)

(丑
木
)



史
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七
五
年
七
月
の

｢村
吏
印
鑑
帳
｣
で
は
戸
長

･
副
戸
長
の
印
章
が
あ
る
が
朱
印

･
黒
印
の
使
用
率
は
次
の
と
お
-
で
あ
る
｡

区
長

二
十
五
大
区

朱
印

一
人

二
十
六
大
区

朱
印

一
人

二
十
七
大
区

未
印

一
人

二
十
八
大
区

宋
印

一
人

二
十
九
大
区

朱
印

一
人

三
十
大
区

朱
印

一
人

合
計

朱
印
六
人

黒
印

〇
人

朱
印

黒
印

〇
人

朱
印

黒
印

〇
人

朱
印

黒
印

〇
人

未
印

黒
印

〇
人

朱
印

黒
印

〇
人

宋
印

戸

長四
人
〇
人
二
人

一
人

六
人

二
人

黒
印

〇
人

朱
印

一
六
人

黒
印

〇
人

黒
印

一
人

黒
印

1
人

黒
印

〇
人

黒
印

〇
人

黒
印

〇
人

黒
印
二
人

副
戸
長

朱
印
二

一
人

朱
印

二
人

朱
印

五
人

朱
印

〇
人

朱
印
二

一
人

朱
印

一
四
人

朱
印
六
三
人

黒
印

一
一
人

黒
印

三
人

黒
印

八
人

黒
印

四
人

黒
印

三
人

黒
印

三
人

黒
印
三
三
人

正
副
戸
長
朱
印
率

六
九
%

三
三
%

四
四
%

二
〇
%

九
〇
%

八
四
%

六
九
%

七
三
年
の
二
十
五
大
区
で
は
副
戸
長
ま
で
宋
印
が
多
か

っ
た
が
'
七
五
年
に
二
十
六
'
二
十
七
大
区
で
戸
長
の
中
で
各

一
人
づ
つ
黒
印

が
お
り
'
副
戸
長
で
は
九
六
人
中
黒
印
使
用
者
が
二
十
五
大
区
か
ら
三
十
大
区
ま
で
に
三
三
人
も
い
た
｡
地
域
的
特
性
が
あ
-
､
村
役
人

ク
ラ
ス
で
も
朱
印
が
全
員
に
浸
透
し
た
と
は
い
え
な
い
が
､
七
〇
%
近
-
が
朱
印
を
使
用
し
て
い
る
｡

｢諸
帳
書
類
書
上
帳
｣
に
は
'
七
四
年

一
二
月
か
ら
七
五
年
八
月
に
各
村
の
戸
長
'
副
戸
長
'
伍
長
か
ら
県
庁

へ
提
出
し
た

｢村
吏
諸

帳
簿
目
録
｣
が
膨
大
に
保
存
さ
れ
'
そ
れ
に
よ
り
岐
阜
県
下
の
戸
長
役
場
史
料
の
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
素
材
と
な

っ
て
い
る
｡
そ
れ
に

捺
印
し
た
印
章
は
次
の
と
お
-
で
あ
る
｡

二
十
六
大
区

四

一
件
中

朱
印

一
一
件
'
黒
印
三
〇
件

二
十
七
大
区

二
十
八
大
区

八
三
件
中

朱
印
二
三
件
､
黒
印
六
〇
件

六
五
件
中

朱
印

一
〇
件

黒
印
五
五
件

朱
印
率
二
七
%

二
八
%

一
五
%



二
十
九
大
区

五
六
件
中

朱
印
二
二
件
､
黒
印
三
四
件

三
九
%

三
十
大
区

四
四
件
中

朱
印

1
八
件

只
印
二
六
件

四
1
%

区
長
は
全
員
が
朱
印
を
使
用
し
た
｡
伍
長
総
代
が
朱
印
を
使
用
し
て
い
る
の
は
八
例
だ
け
で
'
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
E
E印
で
あ
り
､
こ

こ
で
も
朱
印
使
用
に
つ
い
て
階
層
性
が
認
め
ら
れ
る
｡

′

二
十
八
大
区
の
大
野
郡
清
見
村
で
は
二
九
耕
地
の
戸
長

一
人
'
副
戸
長
二
二
人
が
捺
印
し
た
が
'
戸
長
と
副
戸
長
三
人
が
栄
印
を
使
用

し
た
の
に
対
し
て
､
副
戸
長

1
九
人
が
黒
印
を
使
用
し
た
｡
三
十
大
区
で
は
副
戸
長
と
伍
長
総
代
が
捺
印
L
t
副
戸
長
は
朱
印

一
八
に
対

し
て
黒
印

1
九
と
括
抗
し
て
い
る
が
'
伍
長
総
代
七
人
は
す
べ
て
黒
印
で
あ
り
､
柑
役
人
の
な
か
で
も
朱
印
使
用
の
階
層
差
が
あ
っ
た
｡

岐
阜
県
高
山
町
で
は
七
五
年
七
月
に

｢事
務
扱
所
引
渡
課
目
｣
を
作
成
し
た
が
'
宋
印

1
八
に
対
し
て
貝
印
は
三
だ
け
で
､
宋
印
が
多

い
｡
そ
の
う
ち
無
印
は
戸
長

一
人
､
副
戸
長
二
人
で
あ
り
､
区
長

一
人
､
戸
長
三
人
､
副
戸
長
六
人
､
そ
の
ほ
か
九
人
は
朱
印
で
あ
っ
た
｡

岡
山
県
の
大
岡
家
は
近
世
に
は
中
庄
屋
を
つ
と
め
､
岡
熊
次
郎
が
七
二
年
三
月
に
勝
南
部
黒
坂
村
堂
尾
村
里
正
､
兼
第
二
十

1
区
別
戸

(43
)

長
に
任
命
さ
れ
､
七
六
年
五
月
に
二
十
区
'
二
十

一
区
戸
長
に
任
命
さ
れ
た
の
で
'
同
家
文
書
に
は
戸
長
役
場
史
料
を
多
く
合
む
が
､
そ

れ
に
よ
る
と
'
朱
印
の
普
及
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

七
二
年
八
月

(増
米
引
下
願
)
に
副
戸
長

1
1
人
中

1
0
人
が
全
員
黒
印
で
捺
印
し
て
お
り
'
総
代

1
二
人
も
全
員
鵜
印
で
あ
る
｡
七

三
年

(田
方
検
見
帳
)
に
用
懸
が
朱
印
九
人
に
対
し
て
無
印
三
人
､
七
四
年
に
宋
印

1
0
人
に
対
し
て
黒
印

1
人
と
七
三
年
'
七
四
年
に

朱
印
が
村
役
人
に
急
速
に
普
及
し
た
｡

七
三
年
五
月
二
二
日
か
ら
三

一
日
に
起
こ
っ
た
血
税

一
投
の
凶
徒
を
探
索
し
た

｢凶
徒
随
行
不
随
行
取
調
御
屈
杏
｣
は
､
｢私
儀
五
月

廿
八
日
よ
り
三
十
日
迄
村
内
愛
宕
山
江
昼
ハ
潜
伏
仕
'
夜
ハ
自
宅
へ
引
絶
居
中
候
｣
と
容
疑
者
本
人
と
百
姓
総
代
'
五
人
組
頭
'
組
頭
'

立
会
､
用
懸
､
副
戸
長
か
ら
提
出
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
O
そ
の
捺
印
状
況
は
副
戸
長
六
人
は
全
員
朱
印
､
用
懸
が
朱
印

1
1
人
'
黒
印
三

戸
長
役
場
史
料
論

(四
､
完
)

(丑
木
)

六
一



史
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六

二

人
に
対
し
て
'
立
会
は

一
人
が
宋
印
で
二
三
人
が
黒
印
で
あ
り
'
組
頭

一
六
七
人
'
本
人
八
七
人
は
全
員
黒
印
で
あ
る
｡

七
五
年
五
月
の

｢収
穫
宛
米
取
調
書
上
帳
｣
に
用
懸
､
組
頭
'
総
代
が
捺
印
し
て
お
り
'
次
の
と
お
り
宋
印
を
用
懸
は
八
五
%
が
使
用

し
て
い
る
が
､
そ
れ
以
外
で
は
三
%
足
ら
ず
で
あ
る
｡

用
懸

朱
印

1
〇
三
人
'
黒
印

1
八
人

組
頭

朱
印
四
人
'
黒
印

1
六

1
人
､
総
代

宋
印

1
人
､
黒
印

二
二
人

同
年

二

月
に
は
用
懸
が
宋
印
三
二
人
､
里
…印
三
人
と
宋
印
が
多
く
な
っ
た
の
に
対
し
て
､
収
穫
地
価
調
懸
が
朱
印
二

一
人
'
黒
印
四

九
人
と
黒
印
が
多
い
｡

七
六
年
八
月
の
地
位
引
下
願
で
は
保
長
三

一
人
全
員
が
未
印
'
総
代
の
内

一
三
人
が
朱
印
で
三

一
人
が
黒
印
で
あ
り
'
保
長
ク
ラ
ス
も

宋
印
を
使
用
し
'
総
代
も
三
二
%
が
朱
印
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
｡

七
七
年
の
怠
納
金
御
差
免
願
に
は

一
〇
人
の
朱
印
に
対
し
て
九
五
人
が
黒
印
'
諸
商
業
営
業
願
で
は

二
二
人
の
朱
印
に
対
し
て
八
〇
人

の
黒
印
で
あ
り
､

一
般
住
民
も
朱
印
を
使
用
し
は
じ
め
た
が
'
そ
の
比
率
は
低
い
0

岡
山
県
で
は
七
三
年
か
ら
朱
印
を
副
戸
長
､
用
懸
以
上
が
使
用
し
は
じ
め
､
特
に
副
戸
長
以
上
は
全
員
が
未
印
に
な
り
'
七
六
年
ま
で

に
は
用
懸
以
下
の
村
役
人
に
も
浸
透
し
た
が
､
民
衆
は
ほ
と
ん
ど
が
ま
だ
黒
印
を
使
用
し
た
｡

し
か
し
､
埼
玉
県
古
沢
家
文
書
中
の

｢布
告
訪
印
帳
｣
で
黒
印
､
朱
印
の
使
用
状
況
を
み
る
と
､
七
二
年
か
ら
七
六
年
ま
で
は
戸
長
を

含
め
て
村
民
全
員
が
黒
印
を
使
用
し
て
お
り
'
翌
七
七
年

一
〇
月
に
な
っ
て
八
三
人
が
黒
印
に
対
し
て
朱
印
を

一
人
が
使
用
し
た
｡
そ
の

一
人
新
井
房
五
郎
は
村
役
人
で
は
な
く
'
前
年
ま
で
は
黒
印
で
あ
っ
た
が
そ
れ
と
異
な
る
印
章
を
朱
肉
で
押
印
し
た
｡
八
〇
年
に
戸
長
古

沢
花
三
郎
'
須
永
政
義
を
含
め
て

一
〇
七
人
が
黒
印
に
対
し
て
'
四
人
が
宋
印
を
使
用
し
た
｡
新
井
房
五
郎
､
中
村
金
助
'
高
田
善
次
郎
'

栗
原
又
之
助
の
四
人
で
あ
り
､･
中
村
が
立
会
人
で
あ
っ
た
外
は
村
役
人
で
は
な
い
O
中
村
も
黒
印
と
は
異
な
る
印
章
を
使
用
し
'
ま
た
高

田
'
栗
原
は
相
続
に
よ
り
代
が
異
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
古
沢
が
戸
長
を
辞
職
し
た
た
め
に
史
料
が
な
い
の
で
そ
の
後
の
普
及
状
況
は
不



明
で
あ
る
が
'
大
麻
生
村
の
朱
印
の
使
用
は
八
〇
年
に
な
っ
て
も
少
な
く
'
村
役
人
で
は
な
く

一
般
村
民
か
ら
使
用
を
始
め
'
そ
の
契
機

は
改
印
ま
た
は
世
代
交
代
で
あ
っ
た
｡
古
沢
花
三
郎
は
戸
長
の
勘
合
印
と
し
て
は
小
さ
な
朱
印
を
七
九
年
以
後
使
用
し
た
が
'
署
名
捺
印

に
は
黒
印
を
八
〇
年
ま
で
使
用
し
､
朱
印
使
用
の
確
認
で
き
る
の
は
八
三
年
か
ら
で
あ
り
'
大
里
施
羅
榛
沢
男
衆
郡
役
所
に
勤
務
し
て
か

ら
未
印
を
使
用
し
た
の
で
あ
る
｡

地
域
性
や
､
村
柄
な
ど
が
あ
り

一
棟
で
は
な
い
が
､
近
代
史
科
の
な
か
で
民
衆
が
朱
印
を
使
用
し
は
じ
め
る
の
は
大
区
小
区
別
の
始
ま

っ
た
翌
年
の
1
八
七
三
年
か
ら
で
あ
り
､
ま
ず
村
役
人
に
浸
透
し
'
次
い
で
神
官
や
住
職
､
村
会
議
員
な
ど
相
の
上
層
､
知
識
階
層
へ
と
､

政
府

･
県

･
郡
か
ら
の
書
類
に
揺
す
る
過
程
で
階
層
性
を
持
ち
な
が
ら
普
及
し
て
い
っ
た
0

1
般
住
民
へ
は
行
政
沓
規
へ
の
捺
印
な
ど
を

通
し
て
朱
印
が
普
及
し
た
｡
公
印
に
使
用
し
た
朱
印
の
影
響
を
受
け
て
､
権
威
を
示
す
象
徴
と
し
て
村
役
人

･
町
村
会
議
員
な
ど
地
域
の

上
層
部
に
未
印
が
浸
透
し
は
じ
め
'
そ
の
後
は
そ
の
影
響
を
受
け
民
衆
に
普
及
し
た
が
､
好
悪
な
ど
個
人
的
判
断
に
よ
り
貝
印
の
伝
統
を

維
持
す
る
者
も
お
り
､
黒
印
か
ら
朱
印
へ
の
転
換
が
完
成
す
る
の
は
昭
和
初
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
｡

2

罫
紙
の
普
及
と
そ
の
変
化

政
肝
は
七
三
年
六
月
に
八
行
か
ら

1
0
行
へ
､
七
五
年
四
月
に

一
三
行
の
罫
紙
の
任
用
を
定
め
た
が
'
罫
紙
の
使
用
状
況
を
群
掲
県
庁

文
書
中
の
御
指
令
本
書
で
み
る
と
'
七

1
年
に
岩
鼻
県
の
伺
い
に
は
半
丁
八
行
の
黒
罫
紙
が
使
用
さ
れ
､
七
三
年
六
月
の
熊
谷
県
の
伺
い

は

1
0
行
の
黒
罫
紙
に
な
-
､
七
五
年
六
月
に

1
三
行
の
赤
罫
紙
に
代
わ
り
､
行
数
は
規
定
通
り
に
使
用
し
て
い
る
｡
七
五
年
九
月
に

一

〇
行
の
黒
罫
紙
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
る
が
､
七
五
年
六
月
か
ら
は
政
肘
省
庁
へ
の
伺
い
番
は
ほ
ぼ
赤
罫
紙
に
統

1
さ
れ
た
｡

省
庁
は
七

一
年
八
月
ま
で
は
附
札
に
黒
字
'
朱
印
で
指
令
し
て
お
り
'
同
年
九
月
か
ら
各
省
の
ネ
ー
ム
の
入
っ
た
六
行
の
育
罫
紙
に
黒

字

･
朱
印
で
指
令
し
た
｡
七
三
年
七
月
か
ら
は
何
番
の
末
尾
の
空
欄
に
朱
字

･
朱
印
で
指
令
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
､
同
年
十
二
月
に
文

戸
長
役
場
史
料
論
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Z.
完
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六
四

部
省
は

一
〇
行
の
赤
罫
紙
の
朱
字
で
指
令
し
た
｡
大
蔵
省
は
六
行
の
青
罫
紙
に
黒
字
で
指
令
し
'
七
四
年
三
月
に
は
八
行
の
青
罫
紙
に
代

わ
っ
た
｡
内
務
省
も
同
じ
-
入
行
の
青
罫
紙
に
黒
字
で
指
令
し
た
が
､
同
年
六
月
に
は

一
〇
行
の
青
罫
紙
に
宋
字
で
指
令
し
､
大
蔵
省
以

外
は
宋
字
で
指
令
し
た
.
大
蔵
省
も
同
年

1
二
月
に

1
0
行
の
青
罫
紙
に
朱
字
で
指
令
し
た
｡
七
五
年

1
月
ま
で
伺
い
書
に
指
令
す
る
以

外
で
赤
罫
紙
を
使
用
し
た
の
は
文
部
省
と
太
政
大
臣
で
あ
り
'
そ
の
ほ
か
は
青
罫
紙
を
使
用
し
た
｡
七
五
年
七
月
に
内
務
省
が

一
三
行
の

赤
罫
紙
を
使
用
し
て
か
ら
は
､
ほ
ぼ

1
三
行
の
赤
罫
紙
に
統

1
さ
れ
た
｡
な
か
に
は
九
〇
年

1
月
に
な
っ
て
も

1
0
行
の
赤
罫
紙
で
指
令

し
た
農
商
務
省
の
事
例
も
あ
る
が
､
例
外
と
考
え
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
｡
八
八
年
九
月
ま
で

二
二
行
の
赤
罫
紙
に
朱
字
で
指
令
し
た
が
､

同
年
十
月
以
後
は
黒
字
で
指
令
す
る
よ
う
に
な
っ
た
｡

岐
阜
県
庁
文
書
の
省
庁
へ
の
伺
い
文
書
に
は
赤
罫
紙
を
使
用
し
､
七
三
年

一
〇
月
に

一
〇
行
､
七
四
年

一
一
月
に
は

一
三
行
に
な
る
が
､

七
五
年
四
月
に

1
0
行
を
使
用
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
｡
｢村
史
話
帳
簿
目
録
｣
は

1
0
行
の
青
罫
続
が
多
い
が
'
三
十
大
区
二
小
区
は

八
行
の
赤
罫
紙
､
三
十
大
区

1
小
区
は

1
0
行
の
赤
罫
紙
を
使
用
し
て
い
る
.
.

岡
山
県
の
大
岡
家
文
書
中
の
来
信
で
用
故
を
検
討
す
る
と
､
北
条
県
で
は
七
二
年
五
月
は

｢北
条
県
｣
入
り
の
日
用
就
､
八
行
の
黒
罫

紙
､
七
六
年

一
月
か
ら

一
〇
行
の
黒
罫
紙
､
八
〇
年
二
月
か
ら
黄
用
紙
の
一
〇
行
の
赤
罫
紙
を
使
用
し
た
｡
郡
役
所
で
は
､
七
八
年
九
月

に

｢岡
山
県
勝
南
郡
役
所
｣
入
り
の
1
0
行
の
黒
罫
枕
､
黄
用
枕
を
使
用
し
て
お
り
､
八

1
年
九
月
ま
で
継
続
し
て
い
る
〇
八
〇
年
六
月

か
ら
白
用
紙
に
な
-
､

1
0
行
の
黒
罫
続
を
八
五
年
六
月
ま
で
使
用
し
'
八
二
年
四
月
か
ら

一
〇
行
の
青
罫
紙
を
使
用
し
､
八
四
年
九
月

か
ら

二
二
行
の
青
罫
紙
を
使
用
し
た
｡
行
政
事
務
が
多
-
な
る
の
に
と
も
な
い
､
効
率
的
な
文
書
作
成
の
た
め
に
細
か
な
罫
紙
を
使
用
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

町
村
で
は

一
八
七
五
年
に
八
行
の
黒
罫
紙
を
使
用
が
八

1
'
八
行
の
青
罫
紙
が
二
二
､
八
行
の
赤
罫
紙
が
二
､
無
罫
が
二
､
美
濃
判
の

無
罫
が
四
で
あ
り
'
七
五
年
で
は
ま
だ
入
行
の
黒
か
青
の
罫
紙
が
多
か
っ
た
｡



正
式
な
作
成

･
提
出
書
類
に
罫
紙
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
情
報
提
供
形
式
の
画

一
化
を
は
か
り
'
情
報
量
の
増
大
に
と
も
な
い
行

数
を
多
-
し
た
の
で
あ
る
.
さ
ら
に
､
戸
長
役
場
糊
以
後
に
塾
古
か
ら
ペ
ン
古
き
の
印
字
方
式
の
変
化
に
よ
り
､
さ
ら
に
情
報
故
を
豊
富

に
記
載
で
き
る
細
か
な
行
数
の
罫
紙
が
普
及
す
る
の
で
あ
る
｡

3

｢恐
れ
乍
ら
｣
文
言
の
消
減

近
世
史
料
と
近
代
史
科
と
で
は
使
用
さ
れ
る
文
言
が
大
き
く
舛
な
る
も
の
が
多
い
o
｢御
救
い
｣
'
｢御
百
姓
｣
な
ど
は
近
代
に
は
い
る

と
少
な
-
な
り
'
請
願
'
陳
情
､
建
白
や
法
律
用
語
な
ど
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
､
ま
た
訪
収
規
に
不
特
定
な
宛
名
で
あ
る

｢上
様
｣

が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
も

1
つ
の
変
化
で
あ
ろ
う
｡
文
言
の
検
討
も
史
科
学
の
課
題
で
あ
る
.
近
世
の
斬
番
で
は
柱
杏
に

｢恐
れ

乍
ら
｣
を
使
用
す
る
の
が

1
般
的
で
あ
る
が
､
近
世
史
料
と
近
代
史
科
と
の
文
言
の
変
化
を

｢恐
れ
乍
ら
｣
の
消
滅
に
限
っ
て
本
稿
で
は

検
討
す
る
O
権
力
の
支
配
を
受
け
る
こ
と
を
当
然
と
み
な
し
､
形
式
的
な
要
素
も
あ
る
が
､
支
配
者
で
あ
る

｢お
上
｣
を
尊
敬
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
か
ら

｢恐
れ
乍
ら
｣
の
文
言
を
使
用
し
た
の
で
あ
り
'
そ
の
始
期
の
解
明
も
近
世
史
科
学
の
課
題
で
あ
る
｡

近
代
に
な
り
､
政
府

･
県
は
封
建
的
な
支
配
者
の
機
構
で
は
な
-
'
そ
の
執
行
す
る
行
政
は
国
民
の
付
託
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
忠

誠
が
芽
生
え
る
こ
と
に
よ
り
､
｢恐
れ
乍
ら
｣
の
文
言
が
消
減
す
る
の
で
あ
る
｡

岡
山
県
の
大
岡
家
文
書
に
よ
る
と
､

1
八
七
二
年
八
月
に
節
二
十

一
区
勝
南
郡
瓜
生
原
村
総
代
須
江
宇
平
次
外

一
〇
か
村

二

名
､
副

戸
長

一
1
人
､
戸
長

1
人
か
ら
増
米
引
き
下
げ
を
要
求
し
て
提
出
し
た
願
書
に
は

｢乍
恐
奉
嘆
願
侯
｣
と
柱
番
が
あ
っ
た
が
､
乍
恐
の
部

分
を
み
せ
け
ち
と
し
､
｢奉
嘆
願
焼
串
｣
を
正
苔
と
し
た
｡
同

1
文
番
が
二
通
あ
り
､
戸
長
が
述
印
し
て
い
な
い
1
通
に
は

｢乍
恐
奉
嘆

願
侯
｣
と
あ
-
､
戸
長
が
連
印
し
た

一
過
を
改
め
て
い
る
の
で
､
戸
長
が
訂
正
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡
す
な
わ
ち
'
七
二
年
に

｢恐
れ
乍
ら
｣

文
言
を
戸
長
の
判
断
に
よ
り
否
定
し
､
嘆
願
に
改
め
た
の
で
あ
る
｡
七
四
年
二
月
の
第
二
十
二
区
勝
南
郡
迎
石
村
組
頭
林
田
鶴
平
ほ
か
三

戸
長
役
場
史
料
論

(四
､
完
)

(丑
木
)

六
五



史
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二
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六
六

人
か
ら
九
番
会
所
正
副
戸
長
宛
に
組
頭
給
下
付
を
要
求
し
た
願
書
に
は

｢乍
恐
以
書
付
奉
御
願
上
侯
｣
と
あ
り
'
す
べ
て
の
願
書
で
恐
れ

乍
ら
の
文
言
が
消
え
た
わ
け
で
は
な
い
｡
七
五
年
二
月
の

｢村
々
差
出
届
何
番
翰
綴
込
｣
に
は
各
村
か
ら
会
所
へ
提
出
し
た
多
数
の
願
書

が
あ
る
が
'
｢奉
差
上
御
詫
書
｣
｢奉
添
書
奉
申
上
候
｣
｢御
届
奉
中
上
候
｣
と

｢恐
れ
乍
ら
｣
の
文
言
が
な
く
な
り
'
柱
啓
が
な
い
願
書

も
多
く
､
｢御
届
｣
｢
口
上
｣
｢記
｣
｢伺
｣
も
あ
る
｡
七
五
年
三
月
の
戸
長
宛
の
文
書
に

｢乍
恐
弁
書
ヲ
以
奉
申
上
侯
｣
と

｢恐
れ
乍
ら
｣

を
使
用
し
な
が
ら
近
世
と
は
異
な
る
文
言
を
使
用
す
る
例
も
あ
る
｡
戸
長
か
ら
県
庁
宛
の
願
書
に
は

｢恐
れ
乍
ら
｣
文
言
は
消
え
る
が
'

民
衆
か
ら
戸
長
宛
の
願
書
に
は
残
っ
た
の
で
あ
り
'
戸
長
の
意
識
が
そ
の
文
言
の
採
用
に
影
響
し
た
｡

七
六
年
四
月
に
村
々
か
ら
会
所
宛
の
願
書
に

｢以
書
付
奉
伺
侯
｣
と
あ
る
も
の
あ
る
が
､
｢鉄
砲
御
改
願
｣
｢御
届
奉
申
上
侯
｣
｢変
死

人
費
用
御
渡
願
｣
｢奉
拝
借
証
書
之
事
｣
｢失
跡
届
｣
｢質
屋
御
願
｣
｢雨
乞
願
｣
と
､
近
世
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
柱
書
が
増
加
す
る
｡

七
七
年
の

｢公
用
諸
書
類
綴
｣
に
は
村
々
か
ら
第
八
番
会
所
宛
の
書
類
が
あ
る
が
､
｢記
｣
｢御
伺
書
｣
｢戸
籍
取
調
御
届
｣
｢紛
失
御
届
｣

な
ど
が
多
-
､
七
八
年
の

｢請
願
伺
届
綴
込
｣
に
は

｢御
嘆
願
｣
｢御
届
｣
｢川
除
修
繕
御
願
｣
｢御
鑑
札
御
下
渡
願
｣
｢川
魚
漁
業
御
願
｣

｢照
羽
狂
言
願
｣
｢代
人
御
願
｣
｢小
学
通
学
騎
｣
｢廃
業
願
｣
｢試
田
御
願
｣
｢行
商
御
鑑
札
御
下
渡
願
｣
｢職
猟
願
｣
｢培
地
修
繕
御
願
｣
と

な
り
'
｢恐
れ
乍
ら
｣
文
言
は
消
滅
し
た
が
'
｢御
願
｣
な
ど
の
尊
敬
語
は
残
っ
て
い
る
｡
八
二
年

一
〇
月
に
も

｢営
業
鑑
札
御
下
渡
願
｣

の
よ
う
に
少
な
-
な
っ
て
は
い
る
が
尊
敬
語
は
残
っ
た
｡

大
岡
家
文
書
の
事
例
で
は

一
八
七
二
年
に
戸
長
が

｢恐
れ
乍
ら
｣
文
言
を
否
定
し
た
の
が
も
っ
と
も
早
か
っ
た
が
､
そ
れ
以
外
の
村
役

人
､
民
衆
は
伝
統
的
に

｢恐
れ
乍
ら
｣
を
使
用
し
た
｡
七
五
年
か
ら
は
そ
れ
以
外
の
願
書
に
も

｢恐
れ
乍
ら
｣
文
言
が
な
-
な
っ
た
が
'

戸
長
役
場
期
の
史
料
に
は
柱
書
に
な
お
尊
敬
語
は
残
っ
た
｡

埼
玉
県
古
沢
家
文
書
で
は
'
七

1
年

1
0
月
に
貢
租
石
代
金
上
納
に
つ
い
て
浦
和
県
へ

｢乍
恐
以
書
付
奉
願
上
侯
｣
と
江
戸
時
代
と
同

様
な
文
言
を
使
用
す
る
柱
書
き
の
願
書
を
提
出
し
た
｡
七
二
年

一
〇
月
に
入
間
県
か
ら
次
の
と
お
り
の
書
式
で
願
書

･
伺
を
碇
出
す
る
こ



と
を
指
示
し
た

(史
料
番
号
六
二
'
｢明
治
五
年
御
用
留
｣
)
0

従
来
人
民
ヨ
リ
県
庁
へ
差
出
侯
駁
伺
書
類
何
々
御
庁
与
相
認
メ
来
侯
処
､
以
後
長
官
之
名
前
ヲ
宛
可
相
認
様
今
般
御
通
有
之
侯
粂
此

旨
相
心
得
別
紙
雛
形
ヲ
以
相
認
メ
可
申
侯

右
為
心
得
及
布
告
侯
也

壬
申
十
月
十
二
日

宮
城
入
間
県
権
参
事

浮

入
間
県
椎
令

雛
形

乍
恐
以
書
付
願

･
伺
上
侯

何

々
々
1
1
-
-
-
-
I
-
-
-
-
-
1
-
1
-
I
-
-
-
-
-
-
-
-
-
I
-
-
-
-
1
-
-
-
-
-
-
1
-
-
-
-
-
-
-
-

I
-
願

･
伺
上
侠
以
上

干
支
月
日

節
何
大
区
小
何
区

願
人

准
副
戸
長

副
戸
長

戸
長

何
条
何
其

印

何
条
何
共

印

何
条
何
共

印

何
条
何
基

印

宮
城
入
間
県
権
参
事
殿

戸
長
役
場
史
料
論

(四
､
完
)

(丑
木
)



史
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揮

入
間
県
権
令

殿

宛
名
を
長
官
の
名
前
に
し
て
書
類
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
主
眼
で
あ
っ
た
が
､
柱
書
に
明
確
に

｢乍
恐
｣
文
言
を
指
示
し
た
｡
し
か
し
､

県
の
指
示
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
そ
の
後
に
は

｢恐
れ
乍
ら
｣
文
言
を
使
用
し
た
願
書
は
確
認
で
き
ず
'
七
三
年
五
月
に
戸
長
が

川
越
御
腰
掛
中
へ
の
差
紙
請
書
に
は

｢以
書
付
御
請
申
上
侯
｣
'
七
四
年

一
月
の
県
権
令
宛
の
戸
長
退
役
願
に
は

｢以
書
付
奉
嘆
願
侯
｣
､

八

一
年
に
も

｢以
書
付
奉
願
上
侯
｣
と
あ
り
､
戸
長
役
場
期
に
は
上
申
書
'
願
書
か
ら
は

｢恐
れ
な
が
ら
｣
文
言
は
消
滅
し
た
よ
う
で
あ

る
｡
た
だ
し
'
村
民
か
ら
戸
長
宛
の
願
書
に
は
残
-
､
七
八
年
四
月
の
村
民
か
ら
戸
長
宛
の
畑
借
用
金
返
済
に
つ
い
て
の
出
入
番
号
除
き

願
に
は

｢乍
恐
以
書
面
ヲ
奉
御
願
中
上
候
｣
と
あ
る
｡
戸
長
か
ら
県
へ
の
願
書
に
は

｢恐
れ
な
が
ら
｣
文
言
は
戸
長
の
判
断
で
消
滅
さ
せ

た
が
､
伝
統
的
観
念
が
残
る
村
民
の
な
か
に
は
七
八
年
に
な
っ
て
も
使
用
し
た
｡
し
か
し
､
そ
れ
も
七
九
年
以
後
は
な
く
な
っ
た
｡

二
史
料
群
だ
け
に
よ
る
検
討
で
あ
る
が
'

一
八
七
二
年
を
画
期
と
し
て
戸
長
か
ら
郡

･
県
宛
の
史
料
に
は

｢恐
れ
乍
ら
｣
文
言
が
消
滅

す
る
｡
民
衆
の
提
出
す
る
書
類
に
は
そ
の
後
も
残
る
が
､
戸
長
の
段
階
で
訂
正
L
t
村
か
ら
上
級
機
関
へ
の
書
類
に
は
な
-
な
り
､
村
役

人
と
民
衆
と
で
は
意
識
の
格
差
が
あ
っ
た
と
い
え
る
｡

あ
わ
り
に

史
料
は
組
織
体
の
機
能
に
応
じ
て
作
成

･
収
受

･
蓄
積
さ
れ
る
の
で
'
第

1
章
で
戸
長
の
機
能
お
よ
び
管
轄
区
域
の
変
化
を
解
明
し
た
｡

戸
長
制
度
に
つ
い
て
は
政
府
が
形
成
し
よ
う
と
し
た
地
方
行
政
組
紋
に
抵
抗
し
て
､
地
方
の
側
か
ら
の
プ
ラ
ン
を
二
度
に
わ
た
っ
て
提
示

し
て
変
更
さ
せ
た
｡

一
度
日
は
戸
籍
区
に
対
し
て
で
あ
-
､
政
府
は
戸
籍
作
成
だ
け
の
機
能
を
与
え
た
戸
長
を
広
域
の
戸
籍
区
に
設
置
す

る
こ
と
を
意
図
し
た
が
'
地
方
官
が
治
安
維
持

･
諸
改
革
推
進
に
在
地
有
力
者
の
協
力
を
得
る
た
め
に
'
組
合
村

･
大
庄
屋
の
伝
統
か
ら

戸
籍
区
の
戸
長
に
行
政
全
般
を
担
当
さ
せ
た
｡
こ
の
た
め
戸
長
と
単
独
村
の
名
主
と
の
関
連
が
問
題
と
な
り
'
戸
長
と
名
主
と
の
上
下
関



係
を
認
め
な
か
っ
た
政
府
は
'
地
方
官
の
要
求
を
受
け
て
名
主
を
戸
長
と
改
称
し
大
区
小
区
制
を
容
認
し
た
｡

二
度
目
は
郡
区
町
村
編
別
法
で
政
肝
が

一
方
的
に
連
合
村
を
決
定
し
た
述
合
戸
長
制
に
対
し
て
､
戸
長
層
が
抵
抗
L
t
行
政
区
域
を
地

域
で
自
主
的
に
決
定
す
る
こ
と
を
要
求
し
､
自
由
民
権
運
動
と
の
結
合
を
恐
れ
た
政
府
は
そ
れ
を
認
め
'
連
合
村
が
朋
壊
し
た
｡
し
か
し
､

自
由
民
権
運
動
を
圧
倒
す
る
自
信
を
持

っ
た
政
府
は

1
八
八
四
年
に
述
合
戸
長
刑
を
強
化
し
､
政
府
主
群
の
地
方
行
政
租
税
の
確
立
を
め

ざ
し
'
町
村
制
施
行
の
前
提
と
し
た
｡

戸
長
の
機
能
は

一
八
七
八
年
の

｢戸
長
職
務
ノ
枕
日
｣
に
よ
り
統

一
し
た
基
準
が
提
示
さ
れ
る
と
､
各
肘
県
で

一
斉
に
そ
れ
に
な
ら
っ

て
規
定
し
た
よ
う
に
､
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
.
そ
れ
に
よ
る
と
､
政
肘
は
国
政
委
任
事
務
の
業
務
を

1
三
項
目
に
分
類
し
､
次
に

府
県
郡
区
の
業
務
を
提
示
し
た
が
､
基
本
的
に
は
国
か
ら
各
機
関
に
委
任
さ
れ
た
事
務
で
あ
る
の
で
､
国
政
委
任
事
務
に
含
め
る
こ
と
が

で
き
る
.
そ
れ
以
外
と
し
て
協
議
資
で
支
弁
す
る
業
務
を
提
示
し
た
.
協
議
費
で
ま
か
な
わ
せ
た
国
政
委
任
邸
務
も

1
部
は
含
ま
れ
る
が
､

用
水
管
理
や
周
辺
の
町
村
と
の
協
調

･
争
論
､
町
村
会
な
ど
の
町
村
独
自
の
行
政
部
務
を
中
心
と
し
､
戸
長
が
共
同
体
を
代
表
し
維
持
す

る
業
務
で
あ
っ
た
｡
す
な
わ
ち
'
戸
長
の
機
能
は
国
政
委
任
部
務
と
共
同
体
維
持
機
能
と
に
大
き
-
区
分
で
き
る
｡
各
戸
長
は
地
域
的
特

性
に
応
じ
て
取
捨
選
択
し
て
作
成

･
苔
桃
し
た
史
料
を
区
分
し
て
保
存
管
理
し
た
が
､
政
肘
の
期
待
し
た
国
政
委
任
叫
務
関
係
史
料
が
多

い
｡
古
沢
家
文
書
で
は

一
八
八

一
年
以
後
の
史
料
が
な
い
た
め
に
検
討
で
き
な
か
っ
た
が
､
述
合
戸
長
制
を
強
化
し
た
八
四
年
以
後
に
作

成

･
蓄
積
さ
れ
た
史
料
は
'
官
治
的
な
性
格
が
濃
厚
に
な
っ
た
と
い
え
る
｡

戸
長
役
場
史
料
の
構
造
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
の
は
管
轄
区
域
の
異
同
で
あ
る
.
戸
結
区
､
大
区
小
区
､
迎
合
戸
長
役
場
の
広
域
圏

を
管
轄
す
る
区
長

二
戸
長
と
､
近
世
以
来
の
単
独
村
を
管
轄
す
る
戸
長
と
で
は
異
な
る
｡
単
独
村
で
は
こ
の
二
機
能
に
も
と
づ
い
て
作

成

･
授
受
し
た
史
料
を
苗
碍
し
､
国
政
委
任
事
務
と
共
同
体
維
持
機
能
と
が
混
在
す
る
の
に
対
し
て
､
広
域
村
で
は
国
政
委
任
串
務
と
府

県
郡
区
の
業
務
に
関
わ
る
史
料
を
作
成

･
蓄
積
し
､
共
同
体
維
持
機
能
に
も
と
づ
く
史
料
は
少
な
い
｡
そ
れ
ま
で
共
同
体
で
果
た
し
て
い

戸
長
役
場
史
料
論

(四
､
完
)

(丑
木
)
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た
共
同
体
維
持
機
能
を
行
政
が
吸
収
す
る
傾
向
が
強
く
､
特
に
町
村
合
併
後
は
t.
雁
災
救
助
'
行
旅
病
死
人
の
処
理
､
鎮
守
の
祭
礼
の
国

家
行
事
に
連
な
る
町
村
行
事
へ
の
結
合
な
ど
に
み
ら
れ
よ
う
に
町
村
行
政
に
吸
収
さ
れ
る
と
同
時
に
'
町
村
内
部
の
大
字

(区
､
組
)
が

そ
の
共
同
体
維
持
機
能
を
継
承
L
t
地
域
に
お
け
る
せ
め
ぎ
あ
い
を
伴
い
な
が
ら
'
町
村
と
大
字
と
の
二
伐
開
に
分
割
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
二
機
能
の
乗
離
の
面
で
も
戸
長
役
場
期
は
過
渡
期
で
あ
り
'
そ
れ
を
反
映
し
て
国
政
委
任
事
務
と
共
同
体
維
持
機
能
と
が
混
在
す
る

戸
長
役
場
史
料
の
構
造
も
､
名
主
史
料
と
町
村
役
場
史
料
と
の
過
渡
的
性
格
を
持
っ
た
と
い
え
よ
う
｡

公
私
の
区
別
が
明
確
に
な
る
こ
と
が
近
世
史
料
と
近
代
史
科
と
の
大
き
な
相
違
に
な
る
｡
戸
長
役
場
期
に
は
府
県
の
規
程
に
よ
れ
ば
戸

長
の
住
居
空
間
と
公
務
遂
行
空
間
と
を
区
別
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
､
財
政
的
な
両
か
ら
強
制
は
で
き
ず
'
戸
長
役
場
期
に
独
立
の

役
場
庁
舎
を
持
つ
町
村
は
少
な
か
っ
た
｡

一
八
九
二
年
の
群
馬
県
東
群
馬

･
南
勢
多

･
西
群
馬

･
緑
野

･
南
甘
楽

･
北
甘
楽
郡
の

｢町
村

巡
視
表
｣
に
よ
れ
ば
､
六
九
か
町
村
の
う
ち
'
独
立
し
た
役
場
庁
舎
を
持
つ
三
〇
町
村

(そ
の
う
ち
二
町
村
は
連
合
戸
長
役
場
庁
舎
を
使

用
)
の
ほ
か
は
'
寺
院
借
用

1
0
町
村
'
民
家
借
用
三
五
町
村
､
学
校
の
1
部
借
用
四
町
村
で
あ
り
'
特
に
民
家
借
用
の
う
ち
三
町
村
は

(44
)

村
長
の
自
宅
を
借
用
し
て
い
た

｡

町
村
合
併
直
後
に
な
っ
て
も
独
立
し
た
役
場
庁
舎
を
建
設
し
た
の
は
約
半
数
で
あ
り
'
村
長
の
自
宅
を

役
場
庁
舎
に
使
用
す
る
町
村
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡
戸
長
役
場
期
に
は
独
立
し
た
庁
舎
を
用
意
す
る
こ
と
は
さ
ら
に
困
難
で
あ
り
､
従
っ

て
居
住
空
間
と
公
務
遂
行
空
間
と
が

一
致
し
'
公
私
分
離
は
徹
底
し
な
か
っ
た
｡
ま
た
､

一
八
八
九
年
の
町
村
合
併
後
､
戸
長
役
場
史
料

は
名
主
史
料
と
と
も
に
町
村
役
場
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
規
定
さ
れ
､
高
山
町
の
よ
う
に
全
面
的
に
引
き
継
い
だ
町
村
も

一
部
に
は
あ
る
が
'

土
地

二
戸
籍
関
係
史
科
を
除
い
て
大
方
は
旧
戸
長
の
自
宅
に
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
た
め
に
名
主
史
料

二
戸
長
役
場
史

料

･
家
史
料
と
が
同

一
の
史
料
群
を
構
成
し
て
い
る
事
例
が
多
い
｡

第
二
章
で
は
戸
長
役
場
史
料
の
構
造
を
各
府
県
の
規
定
と
'
戸
長
役
場
史
料
の
引
継
目
録
お
よ
び
現
存
史
料
と
か
ら
検
討
し
た
｡
府
県

の
戸
長
役
場
史
料
の
引
継
規
定
に
よ
れ
ば
､
｢他
日
ノ
引
証
考
拠
｣
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
史
料
を
厳
重
に
保
存
す
る
こ
と
を
求
め
､



一
八
八
〇
年
頃
ま
で
は
全
面
的
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に
し
た
府
県
も
あ
る
が
､
多
く
の
府
県
で
は
国
政
委
任
事
務
遂
行
に
必
要
な
布
告
布
達
'

願
書

･
伺

･
指
令
､
戸
籍
､
土
地
､
租
税
､
徴
兵
な
ど
を
指
定
し
'
そ
の
ほ
か
名
主
史
料
の
土
地
､
年
貢
関
係
史
科
を
日
録
を
作
成
の
う

え
で
引
き
継
が
せ
た
｡
保
存
年
限
に
つ
い
て
の
規
定
は
な
い
｡

各
地
の
引
継
目
録
に
よ
る
と
名
主
史
料
を
含
め
て
戸
長
役
場
で
多
-
の
史
料
を
保
存
し
て
い
た
｡
国
政
委
任
事
務
を
中
心
と
し
て
保
存

す
る
こ
と
を
府
県
が
指
導
し
て
お
り
､
租
税
'
地
租
改
正
､
学
校
'
徴
兵
な
ど
の
明
治
政
府
の
進
め
る
新
た
な
業
務
に
応
じ
て
､
近
世
に

な
か
っ
た
新
規
の
史
料
が
作
成
さ
れ
た
｡
名
主
史
料
を
含
め
て
評
価
選
別
を
行

っ
て
保
存
し
て
お
り
'
分
剰
盤
理
は
充
分
で
は
な
い
が
､

高
山
町
の
よ
う
に
独
自
な
項
目
を
立
て
て
保
存
し
た
事
例
も
あ
る
｡
評
価
選
別
お
よ
び
分
類
の
基
準
は
明
確
で
は
な
い
が
､
現
用
文
番
を

中
心
に
保
存
し
､
戸
長
の
機
能
に
応
じ
た
分
類
を
し
て
い
る
｡

一
八
七
八
年
に
肘
県
官
職
制
で
戸
長
の
機
能
の
統

一
基
準
が
示
さ
れ
る
と
'

そ
れ
に
な
ら
っ
た
分
析
項
目
を
た
て
て
整
理
保
存
し
た
O
戸
長
役
場
史
料
の
構
造
は
国
政
委
任
串
務
と
共
同
体
維
持
機
能
と
に
よ
る
史
料

に
大
ま
か
に
二
分
で
き
る
が
､
戸
長
の
機
能
に
応
じ
て
整
理

･
保
存
し
'
町
村
役
場
史
料
に
な
る
と
行
政
組
紙
に
応
じ
て
分
類
し
保
存
し

た
｡
史
料
構
造
の
面
か
ら
も
戸
長
役
場
糊
は
過
渡
期
で
あ
っ
た
｡

現
存
す
る
戸
長
役
場
史
料
と
し
て
単
独
村
を
維
持
し
た
古
沢
家
文
書
に
よ
る
と
'
二
人
の
戸
長
が
年
番
で
務
め
た
た
め
､
当
面
必
要
な

史
料
を
相
互
に
引
き
継
ぎ
そ
れ
以
外
の
史
料
は
両
家
で
保
存
す
る
､
近
世
的
な
形
態
を
維
持
し
た
.
古
沢
家
は

1
八
八
〇
年
に
戸
長
を
辞

職
し
､
翌
年
に
硯
用
史
料
を
中
心
と
し
て
戸
長
役
場
史
料
を
分
類
整
理
し
て
引
き
継
い
だ
た
め
､
古
沢
家
に
は
そ
れ
以
外
の
戸
長
役
場
史

料
が
保
存
さ
れ
た
｡
従
っ
て
､
大
麻
生
材
戸
長
役
場
史
料
は
'
引
継
目
録
記
載
の
史
料
､
古
沢
家

･
幻
永
家
に
保
存
さ
れ
た
史
料
'
八

1

年
以
後
の
史
料
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
､
残
念
な
が
ら
古
沢
家
以
外
の
史
料
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
'
全
体
的
な
構
造
は
不

明
と
い
う
ほ
か
は
な
い
｡
引
継
目
録
と
古
沢
家
文
書
と
か
ら
そ
の
構
造
を
検
討
し
た
が
､
須
永
家
の
史
料
お
よ
び
八

一
年
以
後
の
史
料
が

皆
無
の
た
め
に
不
充
分
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
｡
国
政
委
任
事
務
と
共
同
体
維
持
機
能
の
戸
長
の
機
能
に
応
じ
て
史
料
は
作
成

･
保

戸
長
役
場
史
料
論

(四
'
完
)

(丑
木
)
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存
さ
れ
､
特
に
共
同
体
維
持
機
能
に
関
す
る
史
料
の
う
ち
用
水
に
関
す
る
史
料
が
豊
富
で
あ
っ
た
こ
と
が
地
理
的
特
性
を
示
し
て
い
る
｡

戸
長
役
場
史
料
の
個
別
分
析
の
蓄
積
に
よ
る
比
較
検
討
が
望
ま
れ
る
｡

形
態

･
様
式
は
戸
長
制
度
を
開
始
し
た
翌
年
の
一
八
七
二
年
か
ら
罫
紙
､
文
言
の
変
化
か
ら
､
変
わ
り
は
じ
め
た
こ
と
が
分
か
る
が
'

文
言
の
変
化
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
'
中
央
集
権
的
に
い
っ
せ
い
に
変
革
さ
れ
た
の
で
は
な
い
｡

一
片
の
通
知
に
よ
っ
て
政
府
の
意
向
が
全

国
に
浸
透
す
る
体
制
で
は
な
く
'
政
府

･
県
の
指
示
に
も
関
わ
ら
ず

｢恐
れ
乍
ら
｣
文
言
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
よ
う
に
､
戸
長
役
場
制

度
自
体
が
政
府
と
地
方
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
中
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
と
同
様
に
'
む
し
ろ
政
府
の
意
向
に
逆
ら
っ
て
も
戸
長
の
判
断

に
よ
り
変
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
｡
罫
紙
の
使
用
の
混
乱
も
あ
え
て
統

一
す
る
こ
と
へ
の
抵
抗
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

一
八
八
四
年
の
地
方
制
度
の
改
革
以
後
､
政
府
の
意
向
が
町
村
に
浸
透
す
る
と
と
も
に
'
行
政
事
務
の
増
加
に
と
も
な
い
効
率
的
な
事

務
執
行
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
､
近
世
的
な
史
料
の
形
態

･
様
式
か
ら
近
代
的
な
そ
れ
へ
と
大
き
く
変
化
し
､

一
八
九
〇
年
代
ま
で

に
ほ
ほ
ほ
転
換
し
た
と
い
え
る
｡
そ
れ
で
も
宋
印
の
浸
透
の
事
例
の
よ
う
に
政
府
の
強
制
が
な
け
れ
ば
､
民
衆
の
好
み

･
判
断
に
よ
り
黒

印
を
昭
和
に
至
る
ま
で
使
用
し
っ
づ
け
た
の
で
あ
る
｡
軽
印
刷
の
利
用
'
筆
墨
か
ら
イ
ン
ク

･
ボ
ー
ル
ペ
ン
へ
の
転
換
'
候
文
の
消
滅
な

ど
は
そ
の
後
で
あ
り
'
･形
態

･
様
式
論
か
ら
も
戸
長
役
場
期
は
過
渡
期
で
あ
り
､
近
代
史
料
の
確
立
を
解
明
す
る
た
め
に
町
村
役
場
史
料

(45
)

と
在
地
の
近
代
史
科
の
検
討
が
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る

｡

ま
た
､
戸
長
役
場
史
料
に
つ
い
て
の
構
造
論
'
史
料
形
態
論
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様

式
論
の
検
討
を
行
っ
た
が
､
さ
ら
に
深
化
さ
せ
る
と
と
も
に
'
地
租
改
正
､
法
令
伝
達
方
法
､
年
貢
の
村
請
制
終
了
後
の
租
税
徴
収
な
ど

の
械
能
に
応
じ
て
作
成

･
蓄
積

･
保
存
さ
れ
た
史
料
体
系
の
検
討
も
大
き
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
｡
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史
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摩
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史
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付
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付
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右
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廿
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史
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史
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す
る
に
は
支
障
が
な
い
と
思
わ
れ
る
｡
ま
た
､

埼
玉
県
立
文
書
館
に
も
古
沢
家
文
書
を
所
蔵
し
て
い
る
が
'
家
関
係

史
料
が
多
い
｡

(25
)
各
機
関
で
独
自
に
作
成
し
て
い
る
日
録
の
標
準
化
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
が
､
戸
長
役
場
史
料
の
項
目
編
成
の
基
準
と
し
て

｢戸
長
職
務
ノ
枕
日
｣
が
参
考
に
な
る
｡
た
だ
し
､
画

一
的
に
適
用
す

る
の
で
は
な
く
'
戸
長
と
し
て
の
粍
能
か
ら
作
成

･
授
受
し
た
史
料

を
析
出
の
う
え
で
'
戸
長
の
管
轄
区
域
､
戸
長
の
選
出
方
法
'
史
料

七
六

の
町
村
役
場
へ
の
引
継
状
況
'
お
よ
び
史
料
の
実
態
な
ど
を
勘
案
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
｡

(26
)
新
井
浩
文
氏

｢行
政
文
書
の
劣
化
状
態
調
査
に
つ
い
て
｣
(r埼
玉

県
立
文
書
館
紀
要
L
t

1
九
九
六
年
)
､
な
お
'
町
村
役
場
史
料
の
塁

審

･
イ
ン
ク
･
ボ
ー
ル
ペ
ン
､
お
よ
び
活
版

･
コ
ン
ニ
ャ
ク
版

･
孔

版
の
印
字
方
式
の
変
遷
に
つ
い
て
は
'
今
市
市
史
編
さ
ん
委
員
会
柘

r今
市
市
史

史
料
稲

･
近
現
代
Ⅲ
｣
(栃
木
県
今
市
市
､

1
九
九
六

年
)
の
史
料
解
説
で
触
れ
て
い
る
｡

(27
)
内
閣
記
録
局
編

r法
規
分
析
大
全
｣
第

1
巻
､
二
1
八
頁
'
二
四

九
頁
､
原
書
房
､

一
九
八
八
年

(28
)
r三
重
県
史
l
資
料
編
近
代

1
'

一
六
六
'

一
六
七
頁
､
三
重
県
'

一
九
八
七
年

(g3)
前
掲

r法
規
分
類
大
全
｣
第

一
巻
'
四
一
六
～
四
一
八
頁

(30
)
同
前
､
三

一
八
､
三
四
二
､

一
九
四
I
l
一〇

一
頁

(31
)
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
所
蔵

(32
)
岐
阜
県
歴
史
資
料
飽
所
蔵

(E3
)
前
掲

r法
規
分
類
大
全
｣
第

1
巻
'
三
五
七
､
三
五
八
'
四
二
四
'

四
二
五
頁

(3
)
r山
形
県
史
J
資
料
編

一
九
､
二
五
四
頁
､
山
形
県
､

1
九
七
八
年

(35
)
七
九
年
六
月
'
前
掲

r長
野
県
史
｣
近
代
史
料
縮
第
二
巻

(≡
)
､

一
六
四
頁

(3
)
前
掲

r三
重
県
史
l
資
料
編
近
代

1
'
五
〇
四
-
五
〇
六
頁

(3
)
前
掲

r大
阪
肘
布
令
集
｣
二
'
七
五
二
～
七
五
三
頁
'
同
三
'

1

七
三
頁



(認
)
前
掲

r和
歌
山
県
史
｣
近
現
代
史
料

1
､
四
頁
､

一
一
〇
qrLE

(3
)
前
掲

r法
規
分
析
大
全
｣
第

1
巻
'
四
二
五
訂

(40
)
栃
木
県
今
市
市
大
字
大
桑

鬼
進
司
家
文
宙

(4
)
栃
木
県
今
市
市
歴
史
民
俗
資
料
鉛
所
蔵

(42
)
石
井
良
助
氏

r印
判
の
歴
史
｣
､
明
石
咋
店
'

1
九
九

1
年

(43
)
岡
山
県
立
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
所
磁

(4

)
r双
文
｣

1
0
-
l
三
号
､
群
馬
県
立
文
辞
鉛
､

1
九
九
三
年
～
九

六

年

(4
)
本
井
晴
信
氏

｢近
世
-
近

･
現
代

｢酋
状
｣
の
形
態
に
つ
い
て
｣

(r新
潟
県
立
文
番
錯
紀
要
｣
約
三
号
'

一
九
九
八
年
)
が
､
缶
状
の

形
態
の
変
遷
を
検
討
し
て
お
り
､
こ
う
し
た
個
々
の
史
料
に
つ
い
て

の
研
究
苗
杓
が
望
ま
れ
る
｡

戸
長
役
場
史
料
論

(四
'
完
)

(丑
木
)

七
七


